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fo.紙にi'1!われているロコデザインは、

千"~l1 fl二{二、教去を学部自1) 白 50周年をI\~念して、

東京大ザ大'下院総介文化liJf究科・教養"?古1;の新たなシンボルとして1i:11止された
東京大学の伝統的なシンボルで、あるイチョウを3枚，f(ねることにより、

宇部前 w). 住!~)・大 ''?:líJ~の3憎にわたる教育の融介と ("jlJ J!i、

学 Igjの従!J戒を越えて世作に)~展する駒Aノjの学問のよ*をイメージしている

iljlJ1iは(株)約iの石塚市FたL¥



表紙について

「魚市場」 満谷国四郎 (1874-1936)

1915年 147X196cm 油彩、カンヴァス

作者の満ti-図I国民1;([制山県，'.H身)は、明治美術会、太平洋闘会、
常|主|美術院などに所属していた近代日本の著名なi平岡家である。

この絵画は、 191う年(大iE4fl主)にIJf.J催された第9匝|文民に、「行

水」、「向」と共に/1'，展されている。同年、作者により第一高等学校

へ寄贈され、 f1!1書館閲覧室にかけられることとなったo 1935年 (1111

和10年)、第一高等学校は本郷校地(現東京大学農学部)から駒場

校地(現東京大学教養学部)へと移転するが、新設された図書館の

閲覧室京盤上部(現美術博物館展示室)にもかけられていたことを

示す写真が現存している。

1976
'
Fと2004年の21国にわたる修復の後、東京大学駒場博物館(美

術博物館・自然科学博物館)にて開催された特別展「第一高等学校

創Jj正130周年記念・駒場の!罷史展J (2004年11月1日ー12月17日)に

出炭された。
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まえがき

国立大学法人法の成 ，'t:により、 2004年4月1[1、東京大学はIlel立大学法人東京大学として新た

なスタートを切ることになった この制度の導入にあたっては、大学の内外でさまざまな志比

が述べられ、大学院総合文化石JI究科・教養学部においても、 i1;人化法案に対する懸念と)え対が

教授会の総意として表明されたごこの法案が大学をよりよくするための最詳の選択とは判断で

きなかったからであり、大学の現在と将来に責務を追う f??として、その判断を公けにする必泌

を感じたからである υ

本書「駒場2004J は、大学院総合文化研究科・教養学部がII(J ιC~予法人東京大学の庁1;)，')とな

って初めての「年卒I~J である。制度が変わっても、駒場の森の iE!のミさは変わらないし、よりよ

き未来を目指す責務が私たちにあることも変わらない。いな、その責務はいっそう 'T<:くなった

というべきであろう 「駒場2003JのSUPPLEMENTである本書は、 2004年度の活動凶作を記

した第一章と、 04:ff4JJ以降に清任した教員を紹介する第二併を杭とする追補版だが、第宇??:が

H下年の倍近い分量に及ぶように、ここには、新たなilllJl主のもとで、より豊かな駒場を 11桁して

試行を重ねる私たちの姿が記録されている c

駒場に集うすべての人々のために、多くの方々の協力を仰て、この書物は編まれた。川)Ijさ

れることを願ってやまない。

200う"1'2)J 

広報委民会
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2004年度における大学院総合

文化研究科・教養学部



1 研究科長・学部長の交代にあたって

大学院総合文化研究科長・教養学部長が、 200う年2月16日に浅島誠前学部長から木畑洋ーに

交代しました。 浅島前学部長は、大学において教育がもっ意味の大きさを終始唱えつづけられ、

東京大学の教育.で駒場キャンパス(より正確には、生産技術情究所や先端科学技術研究センタ

ーがある駒場Hキャンパスと区別するため駒場Iキャンパスと呼ばれます)が担っている重要

性を、東京大学の内外で広く再確認させるために、尽力されてきました。私も、浅島前学部長

のそのような姿勢を受け継いでいきたいと思っています。

駒場キャンパスは、全同の大学の111でもユニークなキャンパスです。このキャンパスでは、

東京大学に入学してきた全員の学生が、進学する専門課程についてさまざまな可能性を模索し

つつ最初の2年間(教養学部前期課程)を過ごします。さらにこのキャンパスには、教養教育(リ

ベラルアーツ教育)を重視した専門課程(教養学部後期課程)があり、多くの大学院生が学ぶ

大学院総合文化研究科があります。 1、2年生の前期課程と3、4年生の後期課程とから成る教養

学部は、日本の大学での教養教育を先導する役割を1949年における創設以来一貫して果たして

きましたが、 1990年代に全国のほとんどの同立大学で教養部が解体してからは、教養教育を主

体的に担う単位としての存在意義をますます高めてきました。また文系と瑚系にまたがる教育

・研究体制をもっ総合文化研究科は、既存のデイシプリンを大切にしながら分野横断的な試み

を行う大学院としての特色をいかんなく発揮しています。

l、2年生から大学院までの学生と、文系・理系にまたがる教員を擁した駒場キャンパスでは、

その利点を最大限に生かした教育や研究を行う努力が7;?に払われています。それは、駒場キャ

ンパスで三つの r21世紀COEプログラム」が進行中であること、 200う年41)から教養教育開発

機構という新しい組織が本格的な活動を開始することに、よく示されています。

三つのCOEプログラムとは、「融合科学創生ステーション」、「共生のための国際哲学交流セン

ター」、「心とことば一一進化認知科学的展開」ですc 2002年度から始まった前二者も2003年度

から開始された「心とことば」も、活発な僻究活動を展開し、同際的にも高い評価を得ていま

す。とくに、言語学、認知科学、脳科学など文・理に広くまたがる「心とことば」の研究プロ

ジェクトは、駒場ならではのものといえるでしょう。そして、これこそ駒場キャンパスの強み

といえるでしょうが、 L

息吹を、教養学部の前期諜程、後期課程の教育に効果的に反映させています。

教養教育開発機構は、 2003年度に「特色ある大学教育支援プログラム」に採択されて活動を

始めた「教養教育と大学院先端研究との創造的述携の推進」プロジェクトが発展して作られる

もので、 21世紀にふさわしい教養教育のあり方を研究・開発し、それを駒場で実践するととも

に、全国に、さらに国際的に発信していくことをめざします。これは、前述したように日本の

大学における教養教育を常に牽引してきた東京大学教養学部の実績をふまえた、新たな取り組

みで、最初の特定課題としては、ライテイングセンター開発とサイエンスラボ開発があげられ

ています。

駒場の教養教育の国際的な発信のための子がかりとしては、 2004年秋に、中国の南京大学に

東京大学リベラルアーツ南京交流センターが設けられましたし、東京大学が北京大学、ソウル

国立大学校、ベトナム1"1家大学ハノイ校と、 1999年から聞いてきている東アジア4大学フォーラ

ムでも、教養教育をめぐる交流がつづけられています。教養教育開発機構の発足により、こう

した動きがいっそう本格化することになるわけですc

このような新たな試みも含みながら、駒場キャンパスでの教育・研究活動は一段と飛躍しよ

うとしていますが、これまで駒場キャンパスで行われてきた教育・研究が、大学評価・学位授

与機構によって向く評価されたことも、ここで述べておきたいと思いますの 2002年度に行われ

た教養教育の評価(前期課程の教育が対象)と2003年度に行われた総合科学の評価(後期課程

ハ
リー



I l004"FI主における J:.?・jr，~総什主化研究科・教葺乍制;

と大学院の教育と、大学院の研究活動が対象)の結呆にそれは明らかです。

こういった評価にも勇気づけられながら、私たちは駒場キャンパスをもっと知的エネルギー

にあふれたところにするためのいろいろな取り組みをしようとしています。

教育面では、 2006年度から実施される教養学部前期課程の新しいカリキュラムが作られてい

ます。 1993年にそれまでのカリキュラムを抜本的に変えて作られた現行カリキュラムの基本的

骨組みのもとで中身を相当変化させた新カリキュラムによって、文科1類から理科3類までの各

科類の特色をより明維にしながら、幅広い教養教育を行っていく体制が作られます。大学院で

は、 2004年度からはじまった、文理をこえて専攻を横断する新たな教育コースである人間の安

全保障プログラムの発展が図られます。また、アメリカ太平洋地域研究センタ一、千年附講座と

して運営されているドイツ・ヨーロッパ研究室 (DESK)、上述した東アジア4大学フォーラム

などを教養教育開発機構とも有機的に連機させて、アジアの巾、世界の中での駒場キャンパス

の存在意義を高めるための仕組みを創出することも考えられています。

充実した教育・研究を行っていくための施設の改善も重要な課題となっています。 200う年存

には、駒場での稿祉厚生の設備を格段と向上させることになるコミュニケーション・プラザの

建設が始まり、老朽化している教室棟の改修も着手されますが、改善すべき施設はまだまだ多

くありますc そのため、教室環境向上のための努力や、大学における教育・研究の要となる施

設である|究l書館の拡充 (2期棟の建設)に向けた動きが強められます。

2004年4月から l司 JJ~大学は法人化し、新たな体制のもとで大学運営はなされています。しかし、

教員・職員・学生が密接に協}Jして生き生きとした教育・研究を行いうる大学を作っていくと

いう課題に変わりはありません。私も、研究科長・学部長として、その課題を精一杯追求して

いきたいと思っています。

(木知|洋一)

11 



2 国立大学の法人化について

戦後日年間続いてきた国立大学が廃止され、各大学は2004年4月IIIから国立大学法人となっ

た。東京大学も今までの国立大学東京大学から国立大学法人東京大学となった。この一年間足

らずを振り返って、東京大学で起こっている法人化の諸問題について述べてみたい。

1.法人化前の総合文化研究科・教養学部

a.法人化が国会で審議され、可決された2003年7月、東京大学の研究科・学部の中で唯一、総

合文化研究科・教養学部では、この法人化に対する反対声明が教授会総意として出された1。私

たち教養学部としては今回の法人化が、色々な面で不透明なものであり、教育と研究の両面で

質の低下につながることを危倶したのである。

日本において大学が学問の府として高等教育と研究を支えてきたことに対する自負をもちな

がら、将来に対する懸念を表明したのである。

b.学部長室の対応

法人化法が国会で決定されると、大学部局としても教育と研究の低下を招かないようにする

ため、法人化への対応に一年前からとりかかった。主なものは次の通りである。

まず、会計面から法人化がどのような影響を及ぼすかについて検討するために、専門の会計

士を招いて「国立大学法人化後の会計制度」についての説明を教授会において伺った。これは

企業会計の導入がどのようなものであるかを教授会構成員に認識してもらうためであった。ま

た、安全委員会やハラスメント相談員にも法人化後の大学のあり方についての説明を行っても

らった。このようにして教員の意識改革と、法人化後におこると思われる労働基準法が適用さ

れるようになる職場の安全基準への対応をすぐに始めたのである。

2.法人化後の総合文化研究科及び教養学部

a.大学本部の対応

法人化後の教授会では、科所長会議で次々と決まる事項について報告を行ってきたが、大学

本部の対応はともすれば後手にまわっており、唐突とも思われる改革案が出されることもあっ

た。過渡期とはいえ、健全な大学運営が望まれるところである。

b.人員管理と財務管理

法人化にともなって、総長室による教員の定員管理が大変厳しく行われた。法人としてはあ

る程度仕方ないとしても、各学部に対して実定員が明確に示され、採用可能数が決められた。

総合文化研究科・教養学部にとっては、これによって定員は減ったものの、今まで不明確で宙

に浮いていた教員数が研究科・学部所属の教員として力11わって明確化されたことによって、長

年の懸案が整理された。こうして大学本部管理分を定員とするように申し入れ、一定枠を確保

することができたといえる。ただし、全体としては、教員数管理が大変厳しいことには変わり

ない。また、財務関係においても、従来の細目はなくなり、運営費交付金は物件費と人件費と

いう2つの袋で配分され、それをどのように使うかについては、各研究科・学部に任された。総

合文化研究科・教養学部としては、教員一人一人の教育と研究のアクティピティーを下げない

l 決議を出さなかったのは、教養学部の慣例に従ったものである。
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1 2()(J<j1ftiにおけるk中位総合文化研究科教/ii"t部

ために学部長裁量経費を全て教員と教育の質のrilJヒに使うことを教授会で宜汚し、それを実行

に移した。

c.安全性の確保

特に、広域科学専攻として研究・教育環境の安全性確保は大きなテーマであった。これにつ

いては、法人化の3年前からかなり自主的に取り組み、広域科学に配分された予算を使ったり、

学内安全委員会の協力を得て整備したりしてきたが、長年の弊害は一挙に整備で、きるものでは

なかった。特に、定年退官した先生hの残していかれた薬品や備lvlの処.Ht!には膨大な時間と資

金を費やした。しかしそれでも、法人化に伴って、学内でも最も'/く対応し、安全対策が遂行

されたと胃える。

また、学内全体の建物についていえることであるが、廊下に一部、色々な物llllが置かれてい

たが、消防法によって撤去させられた。廊下から研究室等に入れられるものもあるが、それが

困難な場合もあるc この原因のlつは、総合文化研究科・教養学部て、は教行l人あたりに割り当

てられた音11屈の面積が著しく少ないことに原|刈している c 特に理系では、大学院重点化によっ

ても、 IIiI績が憎えることはなかった。それゆえ、研究科・学部としても収納スペースの問題に

苦心し、学内共通スペースにロッカーや冷)哉坤:などを移動させることによって、消防署による

査祭を無事終えることができた。これには、多くの教官がr-i助努力をおこない、協力してくれ

たことが大きかった。

d.構内の整備

駒場キャンパスでは法人化前後から建物の改築や新築がなされてきた 3 まず、旧図書館を改

築して事務の統合化と学生へのサービスの充実から行われたc つまり、 IU1')(1書館は学術国際交

流棟(後でアドミニストレーション械と学術交流棟)と称すこととなり、それまで101号館にあ

った総務課と料用課を2階に、旧美術博物館にあった教務課と 10うり館にあった学生課をl階に移

転したりそして、 3階に学部長室と会議室を配inした。それによって、事務は加lIllJ事務部長(別

研究科長)のもとに一元化され、学生は諸手続等をすべてl階で行えるようになった。学生が手

続きをする l階のロビーは以前とくらべてはるかに広くなった。さらに情報教育棟南館の二期棟

も完成し、情報教育の充実がなされることになったc

美術博物館の建物には、以前は11暗には教務課、 2階には非常勤講flilit全室と美術博物館が混在

していたが、この建物は駒場博物館として一新され、 l階は主として美術陣物館、 2階は11然科

学博物館として駒場の新しし、lつの文化の中心となったのである。ここでは、こけら落としてフ

ランスのポンピド一美術館から惜別したロラン・バルト展が行われたO 続いて「ペリー展J ["ー

高130刷年展」など、次々と価値の高い展示会が催された。また、 21併の自然博物館では旧制一

高時代のレントゲン写真や装置、音を日で見る装置など、駒場で新しく見つかった貴重な装置

や品々が数多く展示された。さらにキャンパスの東端には男女共l，iJ参Ilhi施設として、駒場保育
園 (NPO法人)が総天然木を使用して建てられた。

これらの他に駒場キャンパスの雰凶気を一回変えたのは、ファカルティ・ハウスの建設であ

るc これは駒場の教員の方キが長年望んでいた駒場キャンパス|人jで美味しい食事をするJ持所と

外国人宿泊施設の整備を目的としたものである。このファカルティ・ハウスの建物は、 III-，¥':j

~iJ 窓会館(和館)を取り壊し、跡地に新しい建物を建築し、隣接する柏陽会館(洋館)を改築

して一体化したものである O この建物は前庭の天然水を生かした建物であり、学内外で話題と

なり多くの人達が集まって食事をしたり、会議などにも使われたりして、駒場の新しい文化を

生み出している。

e.過半数代表と超過勤務

教職員は従来の同家公務員から非公務員になったことにより、労働法の定義する労働{i'とな

った。この結果駒場事業所は品川労働基準監督署の行l慌に人った 教職員は労働者となったの

で、教職員組合が組織化され、過半数代議員の選手および代表行を選出した。初代の過半数代
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表には駒場事業所から加藤道夫教授が選出された。月一回のペースで学部長室との会合がもた

れている。

また、教員には裁量労働制が適用され、職員には労働法が適用されることにより、規定時間

以上働いた時には超過勤務手当を支払う義務が生じた。駒場では、入試、入学、その他ほかの

学部とは比べものにならないくらい学生へのサーピス義務が生じているので、職員への負担は

大きいもので超過勤務時聞が大幅に増えていた。こうした中で、どのようにして超過勤務時間

を減らしていくのかが課題となり、かなり大きな財政負担となっている。事務員の増員および

効率化が求められている O

五駒場事業所としての活動 一 駒場連絡委員会等

駒場1(総合文化研究科・教養学部、数理科学研究科)キャンパスと駒場II(生産技術研究所、

先端科学技術研究センタ一、国際・産学共同センタ一等)キャンパスは東京大学におけるlつの

駒場事業所となったc事業所長は浅島総合文化研究科長が兼務することになったc

駒場事業所は駒場連絡会議をつくり、月一回双方のキャンパスでの問題点や改善点が話し合

われた。ここでは、緊急速絡網の整備や広域避難所などの問題が整瑚された。ここには双方の

教職員代表者が参加している。また、既に言及された過半数代表者選考も駒場事業所がlつの単

位となっているの

他に、衛生委員会が月にl回開催され、産業医の梅景先生を迎えて両キャンパスの安全管理体

制のあり方と実施実例、更に裁量労働制への取り組み、健康管理(受診率)、安全巡回報告など、

各キャンパスでどのように行われているかについて報告と討議が行われた。

g.ハラスメント防止について

教授会および総務委員会等で度々、セクシュアル・ハラスメントの防止およびアカデミック

・ハラスメントの防止が呼びかけられ、各人の注意が促された。また、本部のハラスメント相

談室の先生にも教授会等で説明を行っていただき、防止につとめた。しかしながら、いくつか

のハラスメントが生じ、本部による処分がl件生じたことは大変遺憾なことである。今後、教職

員に対してハラスメントの更なる防止策を講じることが必要であると考えている。

h.学内外者との協力関係

旧制第一高等学校の創立130周年記念に合わせて、一高[iiJ窓会から駒場にいろいろな寄附がな

された。旧一高同窓会館の取り壊しへの協力、寄付金、図書等の寄附をいただいたc 大学側と

しても、一高当時の外国人教師、アペリー先生とプッチーニ先生の胸像とストレンジ先生のレ

リーフが建立された。

一高同窓会の一部は駒場ファカルティーハウスの一室に「駒場友の会」と同居することにな

った。また、旧制東京高等学校の同窓会からも寄付金と一部、部屋の借用の申し入れがあり承

諾された。

現在はドイツ・ヨーロッパ研究寄付講座の延長、ベネッセからの寄付講座の設立も準備され

ている O

1. 構内環境

学生および教職員の安全対策として、構内パトロールの強化を委託で行っている。又、教職

員や学生に構内清掃への参加を呼びかけ、「禁煙キャンパス宣言」などを行って構内全域を基本

的に全面禁煙とし、健康面と安全面への対策がなされた。
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各種組織規則および委員会規程の改定等

同立大学法人化に伴い、 f千種組織規WJや委員会規私!の改正・整備を行った。特にう0以上にの

ぼる委員会の委員構成や規f'1~の必要な改定を行うとともに、歴史的経緯によって体裁や表現が

不統ーであった点などもこの機に可能な|浪り統ーした。基本的には、従来の内容を大きく変え

るものではなく、法人化に伴う役職名や組織名の変更、委員会を規定する親規則の改正に伴う

変.r，[fなどが中心である。また、組織の改編に伴し、新たに立ち上げた委t1会(男女共同参両支援

委員会など)については新規に定めた。なお、従来研究科長補佐(学部長補佐)を規定する規

則が存在していなかったが、この機に研究科長室了解事項を明文化しそこに規定することにし

た。

国立大学法人化に伴う東京大学大学院総合文化研究科組織規則等に基づく規則

等の制定について

運営諮問会議規則 27 広報委員会規則

2 総務委員会規則 28 教育研究評価委員会規則

3 アメリカ太平洋地域研究センタ一規則 29 建設委員会規則

4 アメリカ太平洋地域研究センター運営 30 前期巡営委員会規則

委員会規則 31 社会連携委員会規則

う 教務委員会規則 32 環境委員会規則

6 予算委員会規則 33 主11的財産宗規則

7 入試委員会規WJ 34 共用スペース運JH委員会規則

8 情報J走盤委員会規則 3う [K]際交流.~留学生委員会規則

9 図書委員会規WJ 36 放射線安全委員会規則

10 学生委員会規UiJ 37 核燃料物質調資委員会規則

II 三鷹同|際学生街合通常委員会規則 38 進学情報センター運'常委員会規則

12 後期運営委員会規則 39 lilf.射線施設運営委員会規則

13 教養学部報委i1会組則 40 実験動物委員会規則

14 研究棟管~I![運件委討会規l!IJ 41 イi綿rll]題委員会規則

lう 駒場インターナショナル・オフィス運 42 文化施設運符委員会規則

営委H会規則 43 ヒトを対象とした実験研究に|期する倫

16 防災委員会規WJ fII!審査委員会規則

17 奨学委員会規U1J 44 TA委H会規則

18 学生相談所運符委t1会規則 4号 スペース・コラボレーション・システ

19 前期教務屯算委員会規則 ム運営委員会規則

20 情報倫理審査会規則 46:!~通技術室運営委員会規則

21 前期カリキュラム改革委民会規則 47 駒場ファカルティ・ハウス巡?考委日会

22 男女共同参画i支援委員会規則 規則

23 安全衛生行理室規則 48 化学物質安全管瑚委員会規則

24 教養教育|刑発機構規則 49 遺伝子組換え生物等の使)jJ等実施規則

2う 教養教育|期発機構迷?考委員会規則 う0 研究flJ微生物実験安全運'汚規則

26 教養教育IJH発機構執行委員会縦則 うl 技術職員組織規則

( i主烏 i誠)
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3 第2回、第3回運営諮問会議の開催

運営諮問会議

大学の教育や研究をめぐる環境や状況は、めまぐるしく変化している。平成16年4月l日に従

来の国立大学は全て「匡|立大学法人」となり、この変化が教育や研究に与えた影響は少なくな

い。大学院総合文化研究科・ 教養学部では、教育研究上の目的を達成するための基本的計画や、

教育仰|究活動状況に対する評価などに関する研究科長・学部長の諮問に応じて審議 ・助言を行

っていただく機関として、平成15年度に「東京大学大学院総合文化研究科 ・教養学部運営諮問

会議」を設置し、平成15年11月う日 に第l回運営諮問会議を開催した。運営諮問委員は、下記の

方々である。

運営諮問委員(任期は平成17年6月まで、順不同)

安藤忠雄 (建築家、東京大学特別栄誉教授、東京大学名誉教授)

緒方貞子 (独立行政法人国際協力機構(JICA)理事長、前国連難民高等弁務官)

草原克蒙(拓殖大学副学長、元文部省生涯学習局長)

立花 |登 (評論家)

中村桂子(JT生命誌研究館館長)

蓮貫重彦 (前東京大学総長、元東京大学教養学部長、東京大学名誉教授)

森 稔 (森ピル株式会社代表取締役社長)

国立大学法人化を経た平成16年度は、 4月以降の大きな変化をにらみながら、第2回、ならびに

第31m運営諮問会議を開催した。

0第2回運営諮問会議

第2回運営諮問会議は、平成16年6月7日(月) 16時から18時まで、アドミニス トレーシヨン

棟3階の大会議室で開催された。

運営諮問会議から、緒方委員、草原委員、立花委員、中村委員、森委員の5~，の運営諮問委員

が出席され、大学院総合文化研究科・教養学部から浅島研究科長・学部長以下31名の教員、風

間事務部長 ・ 副学部長以下6名の J~成員が出席した。

会議では、まず浅島研究科長より、本年4月に国立大学法人東京大学が発足したことについて

説明があった。続いて、蓮賓議長欠席のため、 草原委員が代理の議長を務めることが提案され

了承された。

今回は、議事に先立ち、キャンパス内施設の視察が行われた。視察は、アドミニス トレーシ

ヨン棟l階留学生交流ラウンジ、駒場図書館、 l号館(教室棟)、 6号館(学生実験棟)、情報教育

棟の順に、約30分かけて行われた。

施設見学終了後、まず草原議長から第I回運営諮問会議の審議のまとめが紹介され、了承され

た。次に、浅島研究科長から第2@1運営諮問会議の諮問事項「法人化後の運営について」が示さ

れ、これについて議論がなされた。議論の要点は、以 下のようにまとめられる。

1)学部教育拡充に向けた今後の基本指針について

総合的判断力、社会的責任感、地球的 ・国際的視野の養成という教育の目的をどう捉え、ど

のように実現すべきか意見交換された。緒方委員から広い国際的視野を持った人を育てるとい

う木部局の方針について高い評価と積極的賛同を得る一方、 一段高い 「世界に通じる大人」を

育てるリベラル ・アーツ教育を考えるべきとの指摘を受けた。また、中村委員から「新しい生

命観、人間観、自然観、社会観を創る体系的な研究と教育をどう進めるか」、緒方委員から 「い
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つまでも救~を求め続ける人 !日l をどのように育てるか」などの )j~1 策定の重要性が表明された。

2)教育の成果に|刻する自主J4について

教育の成果に関する目標について、各委1~ から「教育効栄は:l乏いlI~j一点で也 i/1lJ るべき」であり、

教育の効栄や効率に対する過度のプレッシャーやそれらの数値化への:l!!:求についての危慎が笥・

せられた。また、中市j委員から、競争原理!の導入や企業同様の相会へのアカウンタビリティな

ど、法人化による新たな要求項11が過度に行われることへの問題点が桁摘された。

3)教育内科等に関する 1'1僚について

教主主教育は専門課税の準備教育て、はないという恭本方針堅持の必要性が指摘された。この点

について、草原委員より ~IJmJ 目標・ 11 1JYJ計jrliiに準備教育的な文立が含まれる一方、歴史 ・哲学

をItl心にしたl幅広い教養や人間'111などがあまり強調されていないことについて疑問が衣明され

た。また、森委員から、教主主教f了はコンピューターの動かし}Jがわかるといった実用教育であ

ってはならず、 J左本的教養としての文化的水準の高さを持たねばならないことが指摘された。

また、仁1]村委員から流行となっている環境、人間、情報という学科・学部について方向を見失

う危険性が指摘され、きちんとした学問的基礎の必要性が指摘された。このためのさまさま な

ディシプリンと社会的な問題、日活史、 fG学などを結びつけた具体的なカリキュラムを教養学部

として提供できるか、問題提起がなされた。

4)教育のうkJ主体ilJlJ等に関する 1-1t:~"' について

予算の枠も使途もIIllJ約がある111で法人化後の大学:の自主性自立'111ーを発問するために、積極的

に寄付を集めるべきとの指摘が森委民、 立花委員からあった。また、|立|書館や情報教育練の24

II.~ 間 1m館、 美術館を含めた文化施設などの俊れた運営、 |主11際交流センターにおける東西世界の

多機な文化交流の具体的プラン策定など、 H体的な実施体íll lJ の ~~1fJ il を進めるべきとの立見が数

多く 11'，された。一方、立花委員からi'I然科学関係の実験施設の水i¥1fが低く己文書が必要であると

の指摘がなされた。

また、 今後の大学の姿勢にかかわることとして、草JJ;l委uから、法人化は天学改革を進める
|二で、のーつのプロセスに過ぎず、将米に対するビジョンをHliく兄減、それを実行に移す力、そ

こから11ミみ11'1される結果に対する点任など、多くのものが人学に川われていることが述べられ

た。

0第31111;事件諮問l会議

第一311'1;亙'M'・諮問会議は、平成16{1ミ10)J2711 (水)1411寺からげ時まで、アドミニストレーシ ョ

ン棟31惜の大会議室で開催された

述件諮問会議から、草原委n、，i:イE委員、注賞委員、翁L委以の4t'1のえli営諮問委員がr'I'，fI'f;され、
大学院総合文化li)1究科・教長学:日1¥から浅島研究宇11支・学部長以下29名の教員、風間事務部長 ・

1;¥IJ学部長J.-:，)，t、6名の職員がr'I'll市したむ

まず第21nl運営諮問会議の審議のまとめがあサ介され、了承された。次に、浅島研究科長から、

第3四Jlli営諮問会議の諮問事J:tIr、|三成18年度実施の前期諜程教育の改耳目について」が示された。

今回の訪問自rr.項は、平成18年度から実胞予定の「学部前期課程新カリキュラム」と、同年度人

;;#:.者から適)I-Jする予定の新しい「進学振分け;I1IJI支」について、CI'llrlZ，広い教去をの修得、 ①専門)1;

慌の市華街、 ① レイトスペシャ リゼーシ ョンの観点からUJJ言をいただくことである。現住のカリ

キュラムは、IZ成予|ミから施行されたものであるが、学問の進反やH引にの袋詰、 学生の気質の変化

や基礎学7)の低下、さらには大学院重点化後の学部教育の変容に1'1':って、見直すべきいくつか

の点がほ(11:化してきた。また、平成18{I:J支4)Jから新指導要mのドで学科した高等学校卒業生が
入学してくるようになるので、その対 J，i:、も必袋である。本部局では、、l'成12年以来、学部長の

リーダーシ ップの下に全学的な議論を選めてきたが、平成 15{1ミ4)~J には 「前期カリキュラム改革

委員会」を設置して具体的な改712に者下した。その結-*、教主主学部と後期謀程各学音1¥の緊諸:な
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対話の rj~ て、前IfJJ 課程カリキュラムの改革案がまとめられた。今回の改革の法本は、文科生、理

科生ともに基礎)Jの要請の強化が基本になり、入学時の受け入れ枠である「干|知」の特徴の明

確化とともに進学振分け時の進路選択の幅を広げる工夫が盛り込まれているc その具体的内容

について、兵頭副研究科長・副学部長から詳細な説明があった

以上を踏まえた運営諮問会議の議論のまとめは、現在作成中であるが、いくつかの意見を以

下に紹介する。

まず、立花委uから教養教育の内容の刷新の必要について意見が出された。由主先端の学問の
内容を大胆に教義教育のカリキュラムに取り込むことが教育の活性化、学生の学科意欲の向上

につながるとの指摘があり、さらにTOEFLの利111による英語能力の認定と教育改善、理科の学

生に対する英語教育の必要性が述べられた。これについては学部側の/1¥席者から異論も提起さ

れ、基礎教育と先端教育の関係、大学における外同語教育の目的なとaについて議論が交わされ

たっ

また、草原委t!からは展史教育を一層拡充する必要があるという意見が表明された。同様の

指摘は、森委員からもなされた。あわせて、草原委員から、カリキュラムが専門分野に細分化

されている印象をもつことが述べられたニこの点は、レイトスペシャリゼーションとも関連す

る。多くの委員から、幅広い知的な素地のi両養が今後ますます重要であり、人11¥j形成の場とし

て教養教育をー肘積極的に位置づけるべきであるとの意見が出された。

最後に運賃議長から、東京大学の適正な学生規模を再検討する必要、 [11等教育との連携の必

要性などの川越が指摘された。

0今後の運台諮問会議

運営議問会議議問委員の任期は2年で、平成17年6JJにその任期が終了する c 任期終了時には、

これまで諮問会議に付託された諮問事項に対する答1/1がまとめられる予定であるが、これに先

立ち6)Jには第41111運営諮問会議が予定されている。
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4 I人間の安全保障」プログラムの立ち上げ

「人間の安全保障」プログラムとは

平成16年度 (2004年度)から本研究科の全う専攻の協力の尽に「人IIUの安全保障」を文期総

断的に教育する大学院プログラム(修士・博士両諜位)を立ち 1:げた C 修士定員16名、博士定

04名に対し、約311Tの出願件数があり、選考の上で修上課程に19名(内官学生2名)、博 1:諜松

に4名を受け容れ、教育活動を行っている c

「人間の安全保障」は、 21111:紀の人類社会の望ましい発展を構怨するために提案された、凶|際

社会の新しいコンセプトである O 冷戦が終わった1990{f1t、従〉↓去の安全保障と1m>;針変W)の考え

方で、は地球上の人今に安心できる暮らしも豊かな暮らしも保障できないとの女場から、|丘11際社

会に提示されたτ90"1:代4くからは、日本が|司際社会に貢献できる重要な分野であるとして、"

本外交の柱になっているつ Ir机}に、「人間の安全保障」はきわめて包括的・多而的であり、ある

立l味で捉えにくい概念である δ そのために、体系だ‘った研'先・教育が[+[難であると IliJlI.yに、そ

れゆえに体系的なjjJf'先・教育が必要であるとの認識が深まりつつあった。

幸いにして、本研究利では、「人間の安全保障」に[)!Jして体系的な研究・教育の場一を構築する

のにきわめて相応しい環境があった。そこで、学部長室のイニシアテイブに支えられて、「人lIiJ

の安全保障」の研究・教育1+:iljlJが*大全体で、認知されることになったのである。

プログラムの特徴

プログラムの基本}j針は、大学院総合文化研究科が従来からhiも力を入れていた研究行養成

に、実践的な要素を加味しつつ、政策や実務に偏らない総fT的な能力を備えた人材を主主成する

ことである。この立|米で、公共政策や国際協力、[1i1[;r，~I1fJ発といった看板を掲げた大学院教育と

は一線を匝IIして、あくまでアカデミックな大学院教育に紬Jr!.を世きつつ、新しいコンセプトを

前 1m に出している。すなわち、大学院総合文化研究利の特徴である学|祭性・総介性・ [I，II;~性を

iIIi rl'liに出して、実務経験が控訴な人や実践的関心が強い人には["[1努コミュニケーション能力、
知的枠組み、理論武装を身につけてもらい、反対に大学や大学院での勉学の経験はあるものの

現場を知らない人には臨地支判やインターン経験を積んでもらうことを狙っている C このよう

な趨旨を明雄にするため、 /'j:1¥/:~}も修士(国際貢献) . t専1:([ Ii[ 1際貢献)として、 iit米の学f)i:--~ J-

と異なるものにしたc

教育カリキュラムは、 J-.の主J(1'1'1笠を明確にするために、学*は所属する専攻のデイシプリン

とプログラム独自のデイシプリンのl.Li方を受けることが修 f要件になるように設計した。すな

わちプログラムとして、紛争と和解・共生、平和プロセスと1"11祭協力、文化エコロジ一、社会

の，'，丘と共|司、生命と尊厳、開発と貧|封、生存とライフスキル、サステナピリテイのi践的とい

う8つの柱を建てて、「人!日jの安全保障」を本プログラムではどのように構造的に捉えているか

を川確にして、それぞれに惚数の講義と演習を配関すると共に、修士課程の学生に対しては、

人間の安全保障基礎論 1(夏学期2単位)と II (冬学WJ2単位)を必修にしたc

なお、多様な人材を養成する肱宵から、入学者選抜}j法も、本研究科の入試制度の枠内で、

なるべく柔軟に実施することを試みている O 共体的には、英語の能力判定へのTOEFLの導入、

修 1:課程社会人特別選抜の夏季実施などである c 今後とも、教育体制や入試制度は改托してい

くつもりである。
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国際研究先端大講座という仕掛け

このカリキュラムは、学生にとっても負担がrH:いが、教員にとってもきわめて負担が重い。

このような仕組みが実現可能になったのは、全専攻を横断する「国際研究先端大講略」という

名称のユニークな大学院専担の講座を設置したからである C そして、そこに所属する教員は、

所属専攻の研究・教育だけでなく、「人!日]の安全保障」をテーマに掲げる研究・教育の推進(r人

間の安全保障」イニシアテイブ)にも従事する制度になっている。

どの専攻にも属さない|卦際研究先端大講座は、要するに、 「学術創成分野」と「学際複合分野」

(任期付きポスト)を各専攻に分属する形をとっている。具体的には、学術創成分野については、

言語情報科学専攻に教授・助教授計2、超域文化科学専攻に3、地域文化研究専攻に3、国際社会

科学専攻t'::3、広域科学専攻広域システム科学系にlの定員が、学際複合分野については、地域

文化研究専攻とIKI際社会科学専攻に教授各l、青詩情報科学専攻と広域システム科学系に助手各

l の定員が割り振られているごこの大講14~ に対して、甘頭に記した学生定員がついているのであ

るO

以上の講座構成に対応して、う専攻から選ばれた教員12名に加えて、新たに採用した任期付き

教授2名、助手2名が大講座に所属して研究・教育にあたることになった。さらに、プログラム

の授業担当・学生指導には、約30名の研究科内外の教員が関わっているこまた、講座所属の教

員を中心に授業担!lj・学生指導教員の協力をftlJ~、で、科研費補助金による共同研究にも着手し

た。

学外への発信・学外との連携

この教育プログラムの趣旨からして、いうまでもなく、広く日本内外の社会との関係を作る

ことも主要である。学て外との連携という観点からは、「人間の安全保障」を外交の柱の一つに置

いて推進してきた外務省、従来から「人間の安全保障」に関連する研究を組織してきた国際連

合大学 (UNU) と協力関係を築くと|叶時に、民間研究機関や非政府組織 (NGO) との連携も

深めつつある。

具体的には、まず、大学院総合文化研究科・教養学部運営諮問会議の諮問委員のひとりとし

て緒方貞子氏(国際協力機構理事長、前国連都民高等弁務官)に就任いただいた。 2003年10月

に開かれた第11111会合では、緒方氏からこのプログラムに対する熱い期待が示された。緒方氏は

以前より「人間の安全保障」に強い関心を持たれており、アマルティア・セン氏(本学名誉博

士第lザ)とともに、国連人間の安全保障委員会の共同議長を務め、国際社会における「人間の

安全保障」への取り組みを勧告する最終報告書をまとめられた。 12月には、報告書の日本語版

出版を記念する例H新聞社と外務省共催のシンポジウムが開かれ、緒方氏らとともに筆者もパ
ネリストを務めたc

外務省で「人!日lの安全保障」を推進しておられた石川薫氏(当時国際社会協力部長、現経済

局長)には客員教授として1年間平和プロセスと国際協力の講義と演習を担当いただいたc

2004年9月には、国際協力うol，'IJ年記念事業の一環として、凶際開発高等教育機構 (FASID)・

文部科学省の共催で公開シンポジウム「我が同の国際平和協力分野の人材育成強化における大

学の役割」が開かれたが、これにはプログラム運営委民会副委員長の木村秀雄教授が参加した

木村教授は「人1:日の安全保障」プログラムの概要を説明したが、他大学の参加者から本プログ

ラムのユニークな趣旨と万i去に対して大きな関心が寄せられた。

さらに、 2004年10月に/iiJ志社大学ヒューマンセキュリティ研究センターが主催した公開シン

ポジウム「ヒューマンセキュリテイ研究の現状と課題」には筆者が参加し、本プログラムの取

組を説明した。

学内でも、 2003年11 ) Jに「人1:1]の安全保障と地球市民」と題する公開シンポジウムを開催し、

周知lに努めてきた。プログラムからは木村秀雄(司会)、筆行(パネリスト)が参加し、学外か

らは青井千由紀(当時1"1i!巨大学学術研究官、 .fJL青山学院大学助教授)、熊岡路矢(日本IJq際ボラ
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1 2(川ti{j'.J正におけるI:..'-'l:.院総什よ化IiJr'1t，f，，¥-.JZk';'川;

ンテイアセンター(JVC)代表主J!Xfi-)のお二人をパネリストに迎えて実施したc なお、青:):1二・

熊岡両氏は2004年度大学院非常勤講師としてプログラムの教育にご協力いただいている

2004if6月には「環境と開発」と題するシンポジウムを1m催した。司会の木村秀雄を始めとし

て、パネリストの丸山県人 (:~lli 'F:~.委員)、幸 FEI シャーミン(プログラム博士課程・ JJl'~境ジャーナ

リスト)、奥村i告延(プログラム修士課程・元ニカラグア派泣青年海外協力隊員)だけでなく、

コメンテーターの永nlWlu'llu(辺件委員)まで、全て「人川の安全保障」プログラム関係者で梢

成し、本プログラム関係者の用のl軍さを示したc

10月に「貧困と IJf.J発」と題して閃かれた秋のシンポジウムは、初の学外連携の試みとして、

日本貿易振興機構アジア絞済制究所 (IDE-]ETROlと共1mで実施したっ司会の遠藤貢(運営委

員)、パネリストとして中間徹(本研究科国際社会科学専攻・プログラム授業担当)、野 L裕~t

(日本貿易振興機構アジア経済研究所新領域研究センター)、村山真弓(1=1本貿易似別機構アジ

ア経済研究所地域研究センター)、コメンテーターとしてi'f111康幸(東京大学大学院経済学研究

科)の計う氏が参加し、活発な議論が展開された。現在、このシンポジウムを基にしたl'UIl府l'I1IJj

が進行している。

国連大学との間では、共同{日|究プロジェクトを尖施することが決まり、現在その1I':11I日を進め

つつあるc

また、本研究科の専攻やプロジ、エクトなどさまざまなiS動主体と連携を強めて、各部シンポ

ジウムやワークショップにも協力しているこさらに、小規棋な活動として、「人間の安全保隙」

セミナー・シリーズ(民U!IJとして公開)を立ち上げたこ学内外から報告者を招いて、本プログ

ラムの研究・教育iS[i))の充実をめざしている。

このプログラムに[!)，Jする情報は、ウェブサイト上で随H守区新している O 詳しいことは、

http://human-securi tドc.u-tokyo.ac・jp/index.htm

をご覧いただきたい F

り¥.II¥Jの安全保障」プログラム述分委員会

委員長山影進
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5 駒場図書館の改組

平成16年度から駒場[>;(1書館(教養学部図書館)が制度上2つの|立1書館に分離された。ひとつは

全学で運営し主として学部前期課程学生へのサービスを担う「駒場|場書館」であり、もうひと

つは従来どおり総合文化研究科で運営する「総合文化研究科図書館(部局同書館)Jで、そのサ

ービス対象は教養学部後期課税学生と総合文化研究科大学院生・教職員である o l立l書館の建物

はひとつであるが、駒場凶書館の責任範囲が2階(正面入り口の階)からう階、総合文化研究科

問書館の責任範闘がl階と地下l階となっている。駒場図書館には全学で選出した|立l書館長と運

営委員会が、総合文化研究科l刈書館には従来どおり部局で選出した|立l書館長とl記|書委員会が世

かれている 9 しかしながら、両凶書館運営の事務組織はこれまでどおり教養学部等事務部図書

課であり、両1>;(1書館一体となったサービスが継続されているので、 2つの凶存自¥Iの、i主立が利用者

のLIに見えることはなしミ。近い将来に建物が明築されれば、この形態を適切に修正して両図書

館の並立が利用者の利便をさらに向上させるよう、新たな連携態勢を作る予定である。

このような凶書館の改組がなされた背景には、大学における教育機能の重視があるc この点

を、東京大学院l書行政商議会などの記録文書(第368回東京大学IY<I書行政商議会(平成16.1.14)

資料「駒場図書館の組織改革とそれに伴う附属 l刈書館基本規WJ 改i1~ (平成lう.11.28)J) を引き

ながら見てみよう。以下、 r~ r人jは引用部分である。

まず、過去になされた『大学院重点化では似|究体制lの整備・充実にJ重点が世かれ、着々とそ

の成果を上げているのに対し、教育体制の整備・充実は遅れがちであることが指摘』されてい

た。とりわけ、「教育を支える学背環境の整備・充実は教育・学習支援機能強化のために必須の

課題』となっており、 rl詞書館の教育・学習機能の向上は、その中でも最重要課題の一つである」

とされた亡このため、平成12年度の東京大学附属似l書館図書行政商議会において、 rr学習図書

館システムJ (似称)を構築し、全学的な学習|立|書館機能の整備・充実を図る』方針が立てられ

た。具体的には、『駒場・本郷・柏の3キャンパスのそれぞれに、学内図書館機能を重点的に担

う拠点図書館を折定し、準拠点|叫書館の協力も何て、緊密な調整と述絡のもと、学内問書館機

能の整備・充，)~にあたる』こととされたc もちろん、東京大学の r'l' 期 tl 標・Ij'J¥fJ計画に明言

されているように、学習図書館機能整備という任務は、 3つのキャンパスの学科川拠点l立l書館の

みならず、各部局|立|書館もそれぞれの特質に応じて分担して負うべきものである。この意味に

おいて、東京大学附属凶書館全体として調和のとれた学習図書整備を可能にする制度および財

政的基盤の確立は、中期目標・中期計画の期tI¥J内に達成されるべき大きな1I椋であり、今後全

学的な検討がなされねばならない』とされている O

このような方針を実行に移すにあたって、『現tt:総合文化研究科の部局隊|書館で、あり、その)"1:

Jlll述営は、同研究科が定めるところにより、これを行っている」駒場図脊飢の従米の制度の枠

組みのままでは『今後駒場図書館が「学習図書館機能を重点的に白う拠点図書館」として全学

的な見地から学習図書の整備を担うことは|材難であると思われ』たc なぜなら、『前期課程学生

の教育には、総合文化研究科・教養学部が主たる責任を負っているが、他の諸部局もまたこれ

に加わることとされている」のであり、『駒場図書館がこのような学部前!日l課程学生の教育体制

に対応して、学宵図書館としての機能を卜全に発揮するためには、その行.fIH運営に対しでも、
全学的な意見が反映される11:組みが必要である』と考えられたからである。『東京大学は、今後

駒場|立|書館を含む3図書館に対して、これまで以上に学刊|立|存購入のための資金を投入するよう

努力しなければならないが、全学共通経費や「同書購入集中処理システム」の枠内での全学協

力による資金を駒場|立|書館に配分する前提として、!駒場1>;(1書館について必要な学習|司書資と職

員が確保されることが全学に対して明らかにされるように、予算および意思決定の面で、総合

文化研究科の研究用図書館部分と明確に医別されることが望ましい。』なぜなら『それによって、

凶書資の利川と職員組織に関する透明性が確保されるからである。』ただし、『この組織改革に
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加均~t!tにおけるk学院総{;-.i(化研究科教量乍郎

よって、学部前期課程学生の学習条件が低下することがあってはならないことは当然であり、

総合文化研究科は、学'n図書整備の財政的基盤が確立するまでは、附属同書館の協力のもとで、
新しい駒場図書館に対する財政的な支援を継続する』こととなっている。『駒場|立l書館が名実と

もに全学基盤の教育・学習支援の凶書館となるまでの全期間において、上記日標を達成するた

めの協議を継続する』ことも附属|立|脊館と総合文化研究科によって合意されている。

このような経緯で、全学運営の駒場|究l書館が総合文化研究科から制度上独立することとなっ

たのであるが、今後は次のようなことが課題となろう。第ーは、両同書館がそれぞれの特性に

応じた独自のサービスを展開することにより、学習図書館機能と研究図書館機能をいっそう向

めることである。駒場図書館においては、単に!以前の教養学部前期課程カリキュラムに前紡し

たサービスを提供するだけでなく、学者[1後期課程や大学院の広範な分野、さらには社会での進

路を視野に入れたサービス展開が求められるであろう。総合文化研究科図書館においては、現

在やむをえず各研究室に分散配置されている問書をできるだけー箇所に集中して利川者の利便

性を向上させる必要があり、そのための前提となる建物増築をすみやかに実現しなければなる

まい。さらに、部局内の卒論執筆学生や大学院生・研究者に対して、閲覧室内に側室的なブー

スを多数用意して図書館での研究活動を支援することも必要であろう。もちろん、将来的には36う

日・ 24時間サービスを実現することも求められる。第二の課題は両l詞書館の連携である。駒場

図書館は学部前期課程学生の学宵向け、総合文化研究科図書館は後期課程学生の学科や大学院

生・教職員等の研究向けとはいっても、収蔵|刈書を明確に区別することはできない。人文・社

会系の分野において特にそうであり、いままでも学部前期課程学生が研究室に収蔵されている

図書を求めて研究棟を訪ね歩き、なかなか日的の凶香にアクセスできないことが学生達の不詳

のもととなっている。将来の鐙物栴築後においても、駒場図書館と総合文化研究科1'X/脊館が連

携して計画的な同書収集をおこなうとともに、一体となった運営をすることによって、 ー般的

な利用に関しては両|刈書館がシームレスであるようにしなければなるまい。

(!血児向誠一)
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6 第6回東アジア4大学フォーラム 北京会議

「大学教育と東アジアにおける文化・文明発展の連関」

平成16年11月22日(月)、 23日(火)の二11111]にわたって、北京大学で第6回東アジア4大学

フォーラムが開催された。北京大学、ソウル大学校、東京大学、ベトナム国家大学ハノイ校の4

大学問で教育、研究をめぐる議論を積み重ねていくことを目的とするこのフォーラムは、 1999

年に駒場ではじまり、 4大学を一巡した後2003年の駒場会議から第2ラウンドに入った。「東ア

ジア的価値」を問い直すことを主要な課題とした第lラウンドを受けて、第2ラウンドでは4大学

における教育、研究における実践の成果をより具体的な形で交流することがめざされている O

その最初の試みとして2003年11月に聞かれた駒場会議の成果は、会議開催に当たって中心的

な役割を演じた中島隆博助教授の努力によって、 400頁をこえる rもう一つの眼で見る東アジア』

という報告書の形で刊行されたこ H本語、中l吋語、韓国語、ベトナム語、英語(東アジア4大学

フォーラムは、 4つの母語聞の同時通訳によって行われてきているが、東京会議でのシェイクス

ピア研究に関するセッションは英語で行われた)といううつの言語での報告(英語の報告以外は

すべて他の3言語による翻訳がついている)がぎっしりとつまったこの大冊は、このフォーラム

の一つの到達点と可能性をよく示している。

従って、第2ラウンドの2回目の会議となる北京会議でも、東京会議で示された方向性が受け

継がれていくことを、東京大学側の関係者は期待していた。そこで、今回の会議でのセッショ

ン構成についての東京大学からの要望も行ったが、北京大学側はそれをきわめて前向きに受け

止めて下さった。その点は感謝の気持ちをこめて記しておきたいc

北京大学の国際交流センターを会場として聞かれた会議の第l日目の午前には、まず佐々木毅

総長など4大学の学長による基調講演が行われた。佐今木総長は、 f21世紀の高等教育を展望し

て」と題して、次のような内容の講演を行った。

21世紀の初頭にあたって多くの人々の問で成なしつつある共通認識として、高等教育が社会

と人類の将来にとって決定的に重要な意味を持ち、大学が社会においてますます大切な公共財

になりつつあるという点があげられる。そうした状況の中で、この数世紀にわたって存在して

きた知識と現実についての二つの見方、すなわち、知識や知見が現実によって規定されるとい

う見方と、知識や知見が現実を見る視点、を変え、さらには現実そのものをも変えていくという

見方の内、後者の重要性が増してきている。 211吐紀の高等教育は、先端的・専門的知識の開発

・研究・教育を行いつつ、先端的な知識や知見が生み出して~，く新たな現実に即して「何のた

めに」という問いかけを絶えず行ってしゅ、なければならなPcそういう意味で、これからの高

等教育は先端的・専門的知識の高度化に関わるだけでなく、公共的なるものを配慮した人間の

新たな展開可能性に刺激を与えるという重要な役割をもっている。

また、主催校である北京大学の許学長は、グローパル化の中で諸文明が多様性をもって繁栄

していくことの必要性を説き、とりわけ儒家以想の意味を強調した。ソウル大学校の鄭学長は、

大学の使命が知識の伝達よりも知識の創造に求められるべきであると論じ、ベトナム国家大学

ハノイ校のタオ学長は、東アジア文明についての教育を共同して進めていくための方策を提案

した。

今川の北京会議での一つの特徴は、この各大学の学長による基調講演が終わった後、会場に

いたテレビ局の記者や大学院生から各学長への質問が行われたことだった。テレビ局の記者は、

学生たちが伝統文化をどこまで大切にしているかを問い、一人の大学院生は、東アジアの各大

学が外国に大学院生を送ってそこで学位を取らせることについての見解を質した。

1H 11の午後には、「大学教育における西欧およびアジアの古典」についてのセッションと、「東

アジアにおけるアメリカ研究」に関するセッションが並行して聞かれ、東大からは、大貫隆教

授の「日本の大学教育と聖書」とL寸報特と、同山裕助教授の「日本におけるアメリカ研究ー

ハブとしてのアメリカとの関係で」という報符が行われた。
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20り'1J，J'. I~えにおける人~i't W;L総合文化川党利教 j~'r 郎

大白羽i:iTは、 rI本の大?でのキリスト教関係の教育の現状に触れた後、自らの経験をも交え
て、市典とはMか、 I'iQI~教育とはいかなるものかについて論じ、自分の存在に関わる1I1j \，、をも

ってす[リIlに[I'Jき介い、それによって[~己と世界を新しく発見し，，'(す経験をすることの大切さを

l泌くものであった。このセッションでは他に6人の靴作!J'があり、焦点が必ずしも卜分定まらな

かった!惑があったが、ソウル大，}:校の朱教授はルネサンスの例を引きながら、社会が変化する

'1 'での ， 'îgl~ なるものの探求について、)(貫報告と 'P; なり介うものをもった報告を行った。また

北京大学の著名な思想史家i弘一介教授が、伝統に戻り伝統から}Jを引き出すことが肝要である

と力説していたことも印象的で、あったc

岡山討i;与はアメリカ以外で進められているアメリカfiJf究と、アメリカ自体で行われているア

メリカ研究との!日lの|羽係という点にとくに着flしつつ、日本での研究活動状況を分析したもの

であったc このセッションは、内符の関連上、次にが{介するシェイクスピアに関するセッショ

ンとともに、英語によって行われた。

2 I111の午前中には、 r!Uアジア4大学における東アジア文IljJコースカリキュラムの設定」と題

するセッションと、「伝統的fllliil![とシェイクスピア」というセッションがやはり並行しでもたれ、

それぞれ木知11洋ー (rw京大'芋における束アジア丈IljJをめぐる教育の現状と4大学問の協力に向

けての方向'~tJ)と I'，':j1 [1 hJi成教授 (rシェイクスピアにおける伝統的価値をどう扱うかJ) が報告

を行ったτ

木知11は、東京大学教美学部のfIIjJ切課程・後期課程のがUjにおいて東アジア文明関連の授業が

どのように行われてきたか、また現在進められているカリキュラム改革の中でそれがどのよう

な形をとろうとしているかにつし、て紹介し、 4大学111]で授業のliliで具体的に協力していく形とし

ては、 2001年度冬学WJに駒場で実施された4大学の教Hによる共通テーマ講義「アジアの歴史認

識と「信~J のような試みが現実的で、あると、述べたのこのセッションではソウル大学校の除教

長から、点アジア文IljJに|刻する共通シラパスの開発を行ってもいいのではないか、という提吉

もなされた 3 各羽iilJにつづく iH;t;ijでは、 4大学が協力して授業を行ってし、く場合の言語的な|材難

さに議論が及んだH、1、ソウル大乍:校の鄭学長が、ソウルでは英語による授業を増やしているの

で授業協力はいつでも IIJlmであり、他の大学も英語での授業をもっと積極的に増やすべきであ
ると発言ーしたのが、とくに日伝ったc この4大学フォーラムは、すでに述べたように慕本的に4

つの Ii語をJtJ¥，、て行っており、それは東アジアにもklFtする大学の交流のあり方として篠|市|たる

}'I!IJIをもっているが、その以1(11、英語をl甘いることで交流が谷弘になる側面も否定できないり

その川のバランスをいかに燃栄していくかは、今後の交流にとって大きな課題となるの

-v~ l1nで行われたシェイクスピア|均述のセッションでは、日 II[ 救授がシェイクスピアのf'r"11"の

背はにその、'iII;~' の伝統的自lIi似を litじみ取ってしべ立場と、 J'l~tI:の読み手の読み方を規定する枠組

みとの問述で、伝統的!illi111[を考える立場という二つの，'，:坊をW/Jミして、報告をおこなった他、「韓

1'、|におけるハムレッ卜」などの1強行や討論を通じて、それぞれの社会におけるシェイクスピア

文学の受符・解釈・ liJl'先の多様刊がi手きぼりにされ、この多様'1"1:を前提とした今後の研究交流

のあり HiJt検討された一

最後にI4fJかれた総釘セッション(閉会式)では、 t1W校北京大学から、東アジアの各大学で
の共lifJカリキュラムをめざしていくという長期的11燃が示されるとともに、当而のよL体的なtJ{

家会として、来年ソウル大'下校でIJf.Jかれる:欠[ulフォーラムの際に、各大学の学生も参加lさせて共

I，H受業や相'I-交流を行っていくとし寸新方針が提起された。本学の古凹副学長はじめ、他の3大

('j:の代表もそれに苛立をぷし、 200う年のソウルでの第71"1フォーラムからは、この新しい方式が

とられることになったの

(木知lIi羊・)
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7 東京大学リベラルアーツ南京交流センターの開設

東京大学の学術研究奨励資金を用いて設置される海外学術交流拠点として、中|五!の南京大学

中日文化研究センター内に、東京大学リベラルアーツ南京交流センター(東京大学教養教育南

京交流中心)が新たに開設され、平成16年11月2う日(木)にその開設記念式典と記念講演会が

もたれた。

お日午前の開設記念式典では、南京大学側でこのセンターの開設に当たってIjl心的役割を演

じた張F己資制学長による挨拶の後、張副学長と本学の古田元夫副学長がセンターのプレート除

幕を行った。次いで古川副学長が r21世紀の教養教育をめざして」という講演を行い、本畑i羊

ーが「東アジアにおける教養教育一東京大学教養学部の経験から」と題して報告した。このセ

ンター開設のニュースは、中国で最大の夕刊紙「揚子晩報』で即日報道され、南京における関

心の高きが示された。

古田教授は、 1990年代に教養教育に対する風当たりがきわめて厳しくなる状況のもとで、 H

本全国の大学で教養部がいっせいに姿を消していったこと、しかしその中にあって本学が教養

学部を堅持するという姿勢を示したことを、まず強調したC そして教養学部の存続を可能にし

た要因として、後期課程や大学院の充実を岡って研究の面でも他の専門学部にひけを取ってい

なかった点、また大学全体の理解と協力のもとで90年代初めに教養教育の大幅な刷新をなしえ

た点の二点を挙げた。さらに、そのような実績の上に立って、グローバル化の時代に活躍する

真の知的リーダ一、市民的エリートを育てるために、総合的判断力、社会的責任感、地球的な

視野とし‘う三つの資質をi函養することに、リベラルアーツ教育の今日的課題がある、と説いた。

この古田副学長の講演内容は、前述した『揚子晩報』の翌日朝刊(同紙は夕刊の他に朝刊と午

後版も発行している)1而に「市民的エリートを育てる教養教育」という見出しのもとに掲載さ

れた。

木畑は、東京大学における教養教育の歴史を教養学部の創設時期に重点を置いて紹介し、初

代の学部長矢内原忠雄教授が、南京事件があったのと同じ月1937年12月に東大を追われた事情

などに論及しつつ、現代における教養教育の重要性を誇ったc

同日午後は、大学院生や学生を対象とする東京大学教員による講演会が三ヶ所で同時旅行的

に開催された。

第一の講演会では、南京大学が非常に強い関心を抱いている表象文化論関連で、総合文化研

究科の松浦寿輝教授とIljl 11純助教授の講演が行われた。松浦教授は「偶然性の詩学一一表象・

テクスト・確率」というタイトルのもとで、芸術創造を「行為」と「時間」の次元において捉

え、それによって「作品」の観念の組換えの可能性を提案するという主骨の講演を行った。「作

品」を完成形において予定調和的に読むのではなく、それが生成してゆく過程における作者の

「行為」と、その「行為」の現場での一瞬ごとの「確率論的な揺らぎ」を重視すべきだと主張し

たうえで、松浦教授は、そうした観点から、①演奏のたびに偶然を呼ぴこむ趣向を凝らした現

代音楽、及び②文学と芸術諸ジャンルにおける未完の作品群、という二つの徴候的な現象を挙

げ、芸術研究における「静的な構造」から「動的な行為」へというパラダイム変換を展望した。

それに対して聴衆から活発な質問が出され、偶然と必然の逆理に関する批判的な指摘や、「未完

の作till」としてフォークナーの小説や中国文学の古典『紅楼夢J (これは南京を舞台としている)

を示唆するコメントなどもなされた。

日I中助教授は、多くのi由if象を投影しながら「建築と文字」と題する講演を行った。 BJrjl助教

授は、まず漢字が西洋の言語思恕に与えた影響から出発し、建築言語における「文字性」をめ

ぐる問題を歴史的にたどった。話の導入部で、は2002年のヴェネツィア建築ビエンナーレにおけ

るH本館の展示「漢字文化闘における建築言語の生成」が、結論部では2004年における展示「お
たく:人格=空間=者lil/iJが、それぞれ講演テーマと関連づけて紹介され、そのアクチュアリ
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20(ドj11:)ltにおけるJc";'陥杭 ;ti(f仁川究科技指'l i~lí

ティが示唆されたc この議iliiの後、聴衆から、{ム統的構造と新しい計画が以も間l叫11しているア

ジアの都市はどこか、グローパル化によって III:Yレ1]の都r1iや建築がー様に均'l-T化しているので
はないか、といった質問がU¥されたこそれに刈して1I1111助教授は、 I:IJ匡l沿海部のように資本の

集中する都dJこそ一様化が進みがちだが、 1，';1有の有lii!J'梢造とグローパル化の衝突は実は都r1iご

とに異なる変符過程を生み1L'rしており、そのJElli(にこそi1Hすべきものがあると指摘した。

第二の論 ìíir会では、総合文化fiJI:究科の大l!，tlíÆ救J受と人文社会系{サi究科の~身存一郎教授によ

る講泌が行われた:大賞教授は、 r1::1本の大学教育と型書」とi起する講演を行い、南京大学の前

身の一つが金陵大学とレうアメリカのミッションによる大学であったことをも立識して、 11本

におけるミッション系の大学での「聖書概論」あるいは「キリスト教概論」の尖情を紹介し、

さらに自らの統l険をもとにIli.U1j-としての型lii:に|古lき合う姿勢をl諮った。また逸身教授は、「大学:

におけるギリシャ語教育・ラテン語教育」という目出演の1:1:]で、近代ヨーロッパの人々がし、かに

ラテン語教育を !T(視したかを 11]:雌認した後、 11本に大学il，lll立が導入されてからしばらくの問、

すなわち今から 100年位前までは、ラテン百!?・ギリシャ請がi'11'!i読める人々がし、たこと、同時に

「読まねばならないけれどもよくい~!~めない」と以う人も多くいたことに11泊、を促した c そのよう

な状況は、 Ilqj:'I'主義者やIJ見ヨーロッパを掲げる人々によってないがしろにされていったが、ギ
リシャ・ローマの著述が、 ìjí にヨーロッパの十l~J乙というのみならず、人類 ìW-ìjillの問題をなげか

けてくるという点に改めて思いを殺す必要がある、と逸身教授は強制したごJ

講演後の質疑の中での一ー吊:f1¥裂なIIlJ¥，、は、 Illrj教慢が現に FJ:;-j，:の大学で古典の{り|究と教育に携

わっているのは、今なお rmf1lli入欧」のためなのか、というものであったの Illrj教授とも、東114

の違いを超えたfFj豆性に突き政ける可能性を{;?じていること、現在のH本で、jI山羊古典に1;1.[ら

ず西欧文化を学ぶことが rm~llI i 入欧」の'旨みと見なされることはもはやほとんどないと回符し

た。このr，JJ¥， 、を発した質問j宇(が、現在のr+11"1tIで rlJi典」のjiJI究と言えば、 1:，'1，;教の古典の研究を

折すとも発言したのに対して、目Ijの大学院~I: は、 I~I 分はそのは )jに賛同しないこと、そのよう

な「民族主義的なイデオロギーから自由になって、 jllll'0，の古典に IU~ らず文学からもっと謙虚に

学ぶべきだと思う」と発言したc 現在の仁1111・|の大学における人文系の分野では、このような三

つの潮流が、教自iliと学生のりIjを川わず、:1M;'，ししているのではないかという点がXI[間見られたや
りとりであった。

また第三の排出会場で、は、総合文化jiJI究利の刈I，'¥J立:俊救ほによる rIlrj'Eli則自Iはどこから米た

か」という，i体~Iìr と、同|際会 11I! i需のチン・フェイ 13・任教段の rtìji京の日本化」と題する講演が行

われ、ここでも的発な質疑応符がなされた

2う円夜には、すでに述べたように市京大学il!IlがIY，j心をもち、知似のコースIJll設などを考えて

いる表象文化論についての恕談会が、仮副学長をJ!r，C，、としてI)flかれた v

さらに2611夜には、南京政治協l書j会議のi{11; '1:，主席、 ~H'I 別~I ， \IJ 主Ji古による折~U:が設けられ、

京大と討j京大学の交流を強く文緩するとのを勢が表明された 1II，j大学の交流にあjする南京ili1l!11

のこのような激励は、きわめて心強いものがあった。なおill卜:'t主席は、この3迦間後、 12月に

入って日本をdMIりされた際、駒場で r-rti}j{の脈!とと現在」というタイトルで、の日出演をされ、南

京が、長い!絞史と伝統を踏まえつつ現在きわめてダイナミックな発展を遂げている様相を包括

的に初介されたこ

'~i JrC大学リベラルアーツ南京交流センターは、今後、 1'1然科学分野も合め、東京大学でのリ

ベラルアーツ教育の経験と成果の発れと中Illf，の交流をjιめていく拠点として、 i古川されること
が予定されている O

<**111洋一)
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8 東大.MIT合同展

「彼理(ぺるり)とPerry(ペリー)-交錯する黒船像つの開催

2004年は、日本が長い「鎖国の夢」から覚め、米国との問で日米和親条約を締結し、 rl羽田」

を決断してから、 150年目の年にあたった。その関係で、日米双方でさまざまな行事が行われた

が、東京大学のアメリカ太平洋地域研究センターでは、マサチューセッツ工科大学 (MIT)や

東京大学の史料編纂所の協力をえて、「彼迎(ぺるり)とPerry(ペリー) 交錯する黒船像 」

という展示を駒場の美術博物館で10月3日 (日)から10月14日 (木)まで開催した。

この展示は二つの部分からなっていた。一つはMITの著名な日本史家であり、日本の占領期

の大衆文化の変容を揃いた名著 『敗北を抱きしめて』の刊行で、ピューリッツアー賞を受賞し

たジョン・ダワー教授と、同じくMITで言語学を担当し、教材や教授法の電子化を推進してい

る宮川繁教授が中心となって作成された 「黒船とサムライ」展示である。

この展示は、 MITのグループが、日本の歴史に関係する重要な画像史料をデジタル化して収

集し、米国の学生たちに視覚を通して、他文化の身近な理解を促そうとする「多文化の可視化

(Visualizing Cultures) J プロジェク トの一環として作成されたものでもある。

具体的には、日米各地の美術館や博物館に所蔵されているペリー提督や黒船関係の絵画や写

真を精巧なデジタル画像の形で収集し、日本lJ!1Jと米国側の画像を対比する形で展示したもので、

既にニューポート、ロサンゼルス、首都ワシントンなどで巡回展示され、好評を博していた。

また、日本では、東大駒場での展示を皮切りに、 11月に下回、 2005年2月に長崎、 6月に函館、

7月に横須賀など開国にゆかりの都市での巡回展示が予定されている。

もう一つは、東京大学の史料編纂所が所蔵している開国関係の貴重な図像史料を史料編纂所

のご協力をえて、展示した。とくに、重要文化財に指定されている「ペリー渡来絵図貼交扉風」

の原寸大のレプリカを作成し展示したほか、 「米船渡来旧藩士固之区IJや 「黒船神奈川l係居之図

提督彼理肖{象」などの貴重なコレクションが展示された。

このように今回の「彼理 (ぺるり)とPerry(ペリ ー)ー交錯する黒船像ー」展示は東京大学

とMITとの合同展とし寸性格をもっており、日米和親条約締結150周年を祝うに相応しい、日米

共同の展示になったと喜んで、いる。また、外務省、アメリカ大使館、アメリカ研究振興会、国

際交流基金日米センタ一、 読売新聞社などから後援をいただいた。

ひとは「自文イヒ」という眼鏡を通して 「他者」をみるといわれる。幕末の日本で鎖国か開国

かをめぐり国論を三分して争っていた時代に、「他者」である 「ペリー」や 「米匡IJはどう拙か

れたのであろうか。また、日本の開国を手がかりとして、中国、さらには東アジア全体への進

出を意図していた米国は当時の日本に対してどのような rll良差し」を向けていたのだろうか。

開国当時の日米双方の画像を対比することによって、日米両国のイメージ・ギャップが鮮明

に浮かび、上がってきたが、それはlうO年前だけの問題ではなく、現在の日米関係にも関わる異文

化コミ ュニケーションの 「難しさ」と、それ故の 「面白さ」を、見る者に語ってくれたように

思われる。

会場となった駒場の美術博物館は旧制一高H寺代の図書館という由緒ある建物で、 2階部分が吹

き抜けとなっており、高い天井の下、広々とした空間をもっているだけに、 150年前の日米交歓

の有様を追体験するには相応しい会場であった。入場者はまず、 美術館の正面に飾られた、 「彼

理 (ぺるり)とPerry(ペリ ー)Jを図書長化された薄紫色の大きなポスターに迎えられる。会場に

入ると、やや照明を落とした壁に日米双方が揃いたペリー像の対比をみることになる。米国側

は写真であるが、日本側は似顔絵であるので、やや情けない泣きそうなペリー像となっていて、

その対照に興味をそそられる。

正面の壁を過ぎて、第一屋に入ると、左側には東大の総合図書館所蔵の1794年作と推定され

る 「アロウスミスの世界地図」の現物がガラスケースの中におさめられている。右側には日米

の画像資料をデジタル画像で対比したMIT展示がならび、左奥のテレビ画像にはMITのジョン
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-ダワー教授によるMIT展示の解説VTRが流れている O 続いて、第二室の正而には史料編纂所

から借り受けた重要文化財の「ペ リ ー波米絵図~h~交厚手風」の原寸大の レ プリカが置かれ、照明

に浮き出されたその美しさに魅了される。さらに、扉風のはるか上部の墜にはペ リー来航時の

様々な光景の写生が絵巻物のように映し出され、見る者を圧倒する。なお、会場にはMIT展示

の英文による説明文の翻訳や東大1l!1Jの展示物の解説を掲載したパンフレアトが配布されていた

ので、見る者ーにはMIT展示の内容の理解が容易になっていたと思う。

約2週間の展示期間中には約1300人を超える入場者があった。途中に台風や悪天候の日があっ

たにも拘わらず、盛会の内に展示を終了できたと喜んでいる O マスコミの反応もよく、 『読売新

聞』は10月2日の社会面と 10月71:1タFIJの文化面で詳しく展示の模様を伝えてくれたし、japan

Times紙も 10月8日付けの紙而で詳しく紹介してくれたので、会場には外国人の姿も多くみられ

た。

公開の前日、10月2日 (土)には、1511寺から 18時まで学際交流ホールで今回の展示を記念す

るシンポジウムが開催された。最初に山本泰総合文化研究科副研究科長の挨拶があった後、当

センターの遠藤泰生教授の司会のもと3人のパネ リストの報告があった。それは、元横浜市大学

長で幕末開国期のパイオニア的研究者である加藤祐三氏、神奈川大の21世紀COEプログラムの

1i)1究員で錦絵の専門家である富沢達三氏、本学の教授で昨年 『ペリ ー来航」を出版された三谷

博氏の3報告であったが、いづれも最新の研究に基づく 刺激的な報告であり 、討論も活発に行わ

れた。その記録は当センターの年報 「アメリカ太平洋研究』の第う号に特集として掲載される予

定である。

また、同 日の夕刻からはレセプションが駒場のファカルテイ ・ハウスで開催され、能登路雅

子教授の司会のもと、まず、当センター長の ~rtl :j l二大三郎か ら 開会の挨拶があった。 続いて東大

を代表して古田元夫副学長からの挨拶と総合文化研究科を代表する浅鳥誠研究不|長の挨拶があ

った。続いて、 外務省の近藤誠一文化交流部長、アメ リカ大使館のマーク・デヴイ y ドソン文

化担当官、アメリカ研究振興会の中原1111之;理事長、日米協会の久野ly'J子専務理事などの来賓挨

拶があった。いづれも今回の東大 .MIT展示の実現を高く評価するものであった。続いて、東

大に続いてMIT展示を行う予定となっている F田を代表して了仙寺の松井大英住職、東京大学

史料編纂所の加藤友康副所長、駒場の美術博物館の義江彰夫委員長からの挨拶があった。急用

で欠席された文部科学省の井上正幸国際統括官からは展示の実現を喜ぶメッセージが寄せられ

た。J設後に、当センターの教授で、駒場図書館長でもある木畑洋一教授による閉会の辞でレセ

プションも盛会の内に終了した。このレセプションの模様は、2005年3月刊行予定の当センター

のニューズレターに掲載される O

当センタ ーは、毎年秋に公開シンポジウムを開催してきたが、展示会ははじめての体!換であ

ったが、その不安は折茂克哉助手を初めとする美術館側の献身的なサポートによ って解消され

た。また、財政面での負担は、アメリカ研究振興会や学部長室のご配慮によって解決する こと

ができた。さらに、当センターの助手、職員、司書の皆さんや2週間の問、 ljJE視役を引き受けて

くれた学生、院生の協力によ って無事、成功裡に展示を終了できたことを喜んでいる。

(ア メリカ太平洋地域研究センター長 油井大三郎)
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9 特別展示

「第一高等学校創立130周年記念・駒場の歴史展」

について

2004年は教養学者11に併合されて幕を閉じた第一高等学校が、その前身東京英語学校の独立か

ら数えて130年目にあたる。教養学部長室は第 高等学校同窓会と協議の t、これを記念して「第

一高等学校創立130周年記念 -駒場の歴史展」の実施を決定し、美術博物館と自然科学博物館と

からなる駒場↑専物館で開催することとなったc

これを受けて美術博物館と自然科学博物館は4)J末に合同委員会を開き、教養学部の前身であ

る第一高等学校の130年の股史を、同校が駒場に移転するまで駒場キャンパスにあった東京農学

校→東京帝国大学農学部の歴史と結合させながら、学校11，IJ度 ・運営、教育、学生生活の三つの
角度から明らかにすることを、基本方針としてイi'{r，認し、この三本柱の大綱を以 Fのように定め

た。

第一に学校制度の沿212については、 1874年東京英語学校独立を基点とし、 1949年新制国立大

学設置法による東京大学教養学部への併合までの概略を基本史料とパネルでIYJらかにする。ま

た駒場の歴史については、駒場の地理的環境を踏まえ、東京農学校から東京帝国大学農学部を

経て、第一高等学校の駒場移転までの廃!とを側|倣する。さらに運骨の尖態については、各時期

の校則、 学校の姿、教官の採用・辞任、駒場移転に関する引波し文書・建物見取図・写真・映

像などを効果的に組合せて展示する。

次に、学校教育にかんしては、様々な形の教科書や実験器具、入学及び通常試験問題と答案、

教育資料としての絵画、各種学校行事などを豊富な実物・写真などを使って再構成する。

また学生生活は寮生活と部活動とを中心に、これを伝える文書(寮委員会記録 ・寮歌集・文

芸部雑誌) ・写真 ・映像 ・絵葉書などで実態を刊現する。

以上の基本方針に基づいて、両陣物館委員とI隊員は各分野を担当しながら、 一体となって資

料収集に着手した。資料は、第一高等学校同窓会が所有 ・保管しているもの、 同|百]窓会から長

野県松本市所在の|円11，IJ高等学校記念館に寄託されたもの、本郷キャンパスにある東京大学史史
料室 ・農学部 ・総合凶書館が保管・所蔵しているもの、教養学部キャンパス各所に保管 ・所蔵

されているもの、そして第一高等学校の教官 ・生徒であった方々や静11泣族の所蔵として現存し

ているもの、に大切lされるが、原則と して可能なrlHり移管・貸出なとの手続きを踏んで駒場博

物館に結集し、すべてを見た上で展示品を決定することにした。

この作業はかなり 困難であり、 4月から始めて8月まで、物によってはそれ以降までの|侍問を

要したが、意外な所から価値の高い造一品が続々と現れたため、結果的には当初Jの目的を允分に

実現できるという希望を孜々に与えた。

9月に両合同委員会を再度開き、 4YJ の基本プj~1 と以上の蒐集品をもとに民示の全体的空間t--Ilt

成、各分野空間て、の展示品の選定と配列などを決定した。l階美術博物館以不宅を第一展示室に

宛て、第一高等学校の制度的沿革 ・学校Jlli営 ・教育内容・学生生活の111¥1に展示し、文化施設運

営委員会会議室をJl央り室に宛て、 21(皆自然科学博物を第二展示室として、駒場の地理的環境・歴

史的経緯がわかる刷版 パネルなどと理科教育に仙われた実験器具などを以小することが確定

した。以下10月291-11人JT1. 11月1E1. .~笠公開 p'I rÌÍìまでの時間をかけて、解説パネル・展示 Atli キ

ャプション作成から展示1171すべての陳列までを成し遂げた。

以上の結果完成した展示内容は、以 Fのとおりである。まず学校lIilJl立のiU1'I'.:については、 1874

年東京英語学校独立を基点とし→1877年東京大学予備門創立→中学校令に基づく 1886年第一高

等中学校の設立→ 1 889年ネ111 田 から本~HI\ I古j ヶ丘への移転→ 1894年高等学校令による第一高等学校

と改称→193う年東京民学校を前身とする東京情1"1大学農学部と敷地を交換して駒場への移転→

1945年戦災にあった東京日等学校の駒場への 時的移転→19491[:新fi;リ凶 立大学設置法による束

応大学教養学部への1Jj:合までの渉みをパネルと r1rtt~: などで展示した。 これと不可分の関係の駒
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場キャンパスの歴史については、上記の計画に恭つeき、展示場所を21~寺自然科学博物館入口に設

け、江戸時代の駒場を描いた絵のパネル、明治時代の地形図、東京農学校の平ifli図、東京常国

大学段学音1¥の写真などを組み合わせて、第一高等学校駒場移転までの前!とを示した。

学校運営の実態については、基本資料とともに、夏目徽石が英語教nmとして採月lされたH寺の

自筆の履歴書と退職Hキの辞l削除、内村鑑三の不敬罪による辞職願、駒場移転時に作成された一

高・農学部両キャンパスの建物見取り図、校旗諜図版ーなど、従来公flj・公開されてない資料的

価値の高いものを積極的に展示した。このうち193う年本初日から駒場への一高教師・生徒全員の

徒歩移動を縁影した映像は、学校行事・課外活動を収めた映像とともに、一括して上記n所会議
室で放映したc

教育内容についても、基本資料とともに、未公|羽のもので資料的制lifi胞の高いものを積極的に

展示した。例えば、倫理講堂(駒場では現900番教室)に式典の度に全生徒に文武両道の鑑とし

て示された菅公・坂上田村麻呂像(小柄納音筆)、英語教師としての夏目羽生石が作成した試験問

題や彼の英文講義録(森巻古筆録、後|司校校長)、 19~治時代の生徒成績一覧、第一高等学校まで

の移動経緯が分かる教育用書籍、各種教科書などは、その代表例であるO なお教育用実験器具

類は、スペースの都合上上記のように大部分2階に展示した。

寮生活と部活動の部では、基本計|直iに沿って、まず全員自治寮が生まれた経緯を明らかにし、

寮生活の実態を策委員会記録・写真などで復元し、ボートをはじめ運動各部や文芸部など文化

活動、それらの集大成の意味をもった毎年の紀念祭も写真・部誌などで再構成し、そこに浮か

び上がる学生生活のイメージを、様々な素材を組み合わせて作成した|映像を放映することで、

視覚的・動態的に把握できるよう試みた。

本展示へ関心は予想以上に高く、全47日期間中の入館者数は総計6，286名に及んだ。1E1平均

133人余となる。一高関係者が多いのは当然として、駒場キャンパスの学生や付近の住民の入館

が多かったことは、我キの版{いがある経度達成された思いであるc

上記のように収集された資料は、返還すべき所蔵品を除き、展示会終了後、 3箇所に分けて保

管されている。おおまかに書籍は図書館に、理科教育用実験器具・模写図等は自然科学博物館

に、その他学校行政・教育関係書類・文書、教育用絵画・掛図等から資生活・部活動記録や映

像等にいたる多様な史料は美術博物館に、である。

しかし、収集された資料で、スペースの制約で展示されなかったものも多く、それを含めて

上記3m省所の一高|羽係資料は、多くが米雄埋状態にある。 M究科長室・一高同窓会の了解のもと
に、我々3館は、これを「ー高コレクション」と名付け、一貫した基準で整理して、美術博物館

の常設展示のさいに一高コーナーを常置して展示するとともに、目録を作って、広く学内外か

らの閲覧希望に応えられるよう、現在準備を進めつつある。

(美術博物館委員長 義江彰夫、自然科学博物館委員長 長谷川寿一)
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10 21世紀COEプログラム

1. UTCP 

交流から本格的提携へ

文Jillの枠を超えた総合的な哲学の再編成、ひいては人文科学の総合化 ・国際化を目指す、「共

生のための国際哲学交流センターJ (UTCP)は、 2004年度に於いては、当初の二年度での海外

からの招!傍を中心とする国際交流を継続 ・強化する一方で、海外への発信による交流にも重点

を置いた。匡l内では、海外からのM究者を lごl'心とした会議、セミナ一、講演会を、従来通り継

続的に開催する一方で、今年度は、被招聴者と日本の研究者との相互交流をより積極的に促進

する形態の交流研究会を催した。海外では、 UTCPの研究者が海外で発表 ・研究する機会をよ

り一層支援し、シンポジウム ・セミナーを提携研究機関と共催する (若しくはUTCP後援のシ

ンポジウム ・セミナーに参加する)等により 、海外研究機関との本格的提携を具体化していっ

た。

従来からの活動としてのUTCP(迎続)論演会等としては、英米、|孜州、 東アジア等の異な

る哲学的伝統を持つ諸地域それぞれから、 '_1-'心的な哲学者のみならず、哲学に関連深い諸分野

(科学史、 言語学、歴史学、美学等)の重要な研究者を招科して、セミナー ・講演会を行った。

例えば、連続講演会 /セミナーでは、マギル大学 ノースウエスタン大学のチャールズ ・テイ

ラー教授及びカリフオルニア大学パークリ一校のヒ ューパート・ドレイ ファス教授を招l博して、

両者の共同研究に基づく長期のセミナー及び単発の講演会を笑施した。セミナーでは、メルロ

・ポンテイ及びハイデガーの哲学から汲み取られる知覚観 ・認識観を恭にして構築される接触

型認識論モデルによる、デカルト以来の伝統的な媒介型認識論モデルの批判が詳細に示され、

UTCP関係の教員 ・院生等を，t，心とする参加者との非常-に活発な議論が展開された。中国i青華

大学のi，I!5立昇教授によるセミナー rI二|中数学文化交流史」では、古代から現代までの数学を中

心とする日本と中国の文化交流史が包括的に論じられ、ソウル国立大学の李泰鋲教授を招I侍し

てのセミナーでは、近代日韓史における法と暴力の問題が歴史的 ・科学的に論じられた。さら

に、アウグスブルク大学のペトラ・フォン ・ゲミュンデン教授を招いてのヘレニズム思潮につ

いてのセミナーも開催された。

個別的な講演会をいく つか挙げれば、ポッフム大学のベルンハル ト・ ヴァルデンフェルス教

授(現象学)、スタンフォ ード大学のロパート・ プロクタ ー教授 (科学:史)、カリフォルニア大

学サンデイエゴ校のジル・フ ォコニエ(認知言語学)、パリ大学のジャンークロード ・レーベン

シュタ イン教授 (美学)、カ ーン市民大学のミ シェル・オンフレ氏 (市民の視点からの哲学)、

等を招I博しての講演会を行った。さらに、石黒ひでUTCPセンタ ー長のイニシアテイヴによる、

「言認と思考」をテーマとする講演会がいくつか行われた。ケベック大学モントリオール校のマ

テイウ ・マリオン博士は、ウイッ トゲン シュタ インの数学の哲学について、コロンビア大学の

アキール・ビルグラミ教授は、言語の哲学での外在主義と内在主義とを総合するような、指示

対象の概念に重点を置かない、意味論の考え方について、岡大学のキャロル ・ロヴェイン教授

は、集合的人格の考え方について、訴された。また、ロン 卜‘ン大学のドナル ド ギリーズ教授

には、 トーマス ・ターン的な科学史万法論の医学史での適用に|期しての講演をしていただき、

パリ大学のアン トニア・スーレーズ教授には、ウイ ットゲンシュタインの背学と音楽との関係

についての講演及び色の哲学的問題についてのウイ ットゲンシュタイン、シュリックらと現象

学者(フッサール) ・経験主義者 (ミ ル)との対比についての講演をしていただいた。

こういった従来からの講演会・セミナーの中でも、今年度は、海外の研究者と 日本の研究者

との討論 ・交流に一層の重点を置いたものをいくつか開催した。例えば、東西医学思想比較に
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ついてのシンポジウムでは、プリンストン高等研究所のハインリッヒ・フォン・シュターデン

博士と台湾中央研究院の梁其姿博士の講演に続いて、 H本側の研究者ーからのコメントが行われ、

その後活発な討論が行われた。x.、中 I~I北京大学村学科との交流会議でも、討議・交流により

夜点を前いたセッシヨンを行った。

冒頭にも記したように、今年度は、同内のみならず海外でも積極的な活動を展開したが、例

えば、提携関係にあるサイモン・フレーザー大学との技術の哲学をテーマとする交流ワークシ

ョップをヴァンクーバーで行った。ここでは、技術と認識、技術と文化といったテーマについ

ての、様々な村学的視点からの発表及びそれに基づく活発な討論が行われた。又、「国家暴力・

記憶・ M民地主義再考」をテーマとする日韓の哲学・暦史シンポジウムを、延世大学人文科学

研究所との共催でソウルで開催した。さらに、ストラスプール及びコルマールでのフランス II

本研究学会のシンポジウムにUTCPfRljから参加者を出すのにならずシンポジウム1'1体の後援も

行った。こういった海外での活動をさらに発展させて、 ドイツのアインシュタイン・フォーラ

ムとシンポジウムを開催する計匝Ijも進行中である。

こういった講演・セミナ一等は、 UTCPの研究活動の大きな柱ではあるが、それを外部に発

信する上で重要なのが欧文誌UTCPBulletin及び不11文誌UTCP研究論集をはじめとする出版物で

ある。今年度は、 UTCP Bulletinについては、海外でのUTCPの研究者の発表を中心としたVol.

IV及びソウルでのシンポジウムをテーマとするVOl.Vが刊行される。加えて、前年度開催のシ

ンポジウム '21世紀におけるプラグマテイズムと技術のl/f学」の成果の出版計闘が、進行中で

ある o )し今年度の東西氏学思担シンポジウムの成果もH¥版が企図されている。

UTCPの活動には上記のような狭い意味での研究活動に加えて、教育的な活動も含まれる。

今年度はこのIWでは、従米にない大きな成果が収められた。 UTCPが支援する若手研究者のよ

り自発的・独創的な研究を一層奨励するために、若手研究者の自発的な発案に基づく研究会を

組織し、それを支援した。「科学における言葉の運IHJ、，/感性の論理・身体の思考」、「政治哲学」、

「学問的方法論比較」の四つのテーマの研究会が活発な前動を行ったが、それらの中には、外部

からコメンテータを招いてのシンポジウム・セミナー (UTCPワークショップ)を開催すると

ころもあり(，身体の思考・感覚の論理」及び「ヨーロッパ哲学とシオニズム・イスラエル問題J)、

この新たな試みは大きく実を結んだ。これらの若手研究者による研究の成栄は、 UTCP研究論

集第二号・三号としてまとめられる予定である。

Cfi手フエロー 蟹i也陽一)
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2.融合科学創成ステーション

はじめに

総合文化研究科広域科学専攻では、平成14年度に21世紀中核形成プログラム (COE)r融合

科学創成ステーション」が学際・融合領域で採択され、平成16年度で3年が経った。ここで、こ

れまで得られた成果の一端を紹介したし、。総合文化研究科広域科学専攻では、既に平成11年度

より、階層性を有する生命システムの本質を解明する上で、各要素への還元ではない全体論的

な見方を、細胞生物学に適用した20世紀COEプロジェクト「複雑系としての生命システムの解

析」を進めて来たご平成14年度から開始された21世紀COEr融合科学創成ステーション」では

さらに、このプロジェクトのl隔を広げ、分子一生体超分子一細胞一組織一器官一個体一集トH.

社会に至る、多数の階層を縦断し、下の階層における要素の挙動から上の|稽層に現れる創発性

の仕組みを説明する構成的アプローチにより、生命システムの本質を解明することを目標にし

ている。世界的に見ても、これだけの幅広い階層にわたり、融合科学という同ーの視点で取り

組んだプロジェクトはない。本プロジェクトを通じて、生命システムを融合科学的に解明する

世界の拠点をLI指している。

その目的達成のために、まず組織編成を行った。拠点リーダー (CEO) を中心に、 4名の幹

事と経理担当の専従の事務員からなるマネージメント機構を立ち上げ、さらに平成16年度には、

これまでCOEで研究を行ってきたポスドクの中から、研究会、国際会議、若手支援プログラム

などを担当する特任ポスドクを雇用し、運営体制を強化した。また、融合科学としての研究推

進に当たっては、階層横断的課題に取り組む3つの研究グループ、「ジャンプする形態変化・分

化」、「自己組織化とコミュニケーション」、「脳の機能から認識・認知への深化」の相互の連携

を密にするために年ういlの研究会を開催したc特に力を入れた点としては、プロジェクト参加l主

要研究室が、既存の研究室の墜を取り払った共通研究施設「アドバンストリサーチラボラトリ

ー」に移動することで、分野横断的研究プロジェクト組織の編成を行ったことが挙げられる。

また、研究拠点の国際化を凶るために、平成13年11月14一lう日に国際シンポジウム「生命シス

テムに学ぶ融合科学一要素から全体への総合化」を開催し、融合科学の成果をl玉l内外へ発信し

た。

以下いくつかの項Hについて詳細を述べる。

融合的研究によって得られた新たな知見

本プロジェクトでは、数理、物理、化学、生物、認知!などの学問分野にまたがる融合的で特

色ある研究成果が期待されている。以下に代表的成果を数例紹介したい。

一細胞生物学の創成:両生類の胞目玉期アニマルキャップをアクチピンで処理することで約14種

類の器官や組織が既に創られているが、細胞集|刊の相互作用を構成的に制御することで新たに、

感覚器官や血管と軟什をつくることに成功した。また、特に心臓に関しては、生物学と生物物

理、複雑系理論にまたがる融合的成果が得られている。まず細胞レベルでは、オンチップセル

ソーターを則いて、発生段階の揃った細胞を分収することが出来るようになり、細胞聞の情報

伝達の分子レベル解析が可能になった。さらに心筋細胞を2次元の升目状に作ったマイクロチッ

プ内で培養し、その数を順次I将やし10例以上にすると、細胞問での情報伝達の結果、個々の細

胞の拍動が引き込まれ、同一位相で拍動するようになることが分かつた。さらにアフリカツメ

ガエルの未分化細胞にアクチピンで処理することで構築された心臓という臓器を、オタマジャ

クシという個体に移植し、正常に作動することを確認した。この成果は、一細胞から、組織・

器官、個体という階層を貫いて心臓の機能を構成的理解することに成功した例と言える。一方、

このような細胞間相互作用による発生・分化については、複雑系の理論による体系的理解が進

んでいる D 今後の再生[定療科学の発展にもつながる重要な成果と考えられる。

細胞を創る:通常、生命科学は細胞を生命システムの故小単位として研究を進めているが、こ
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のプロジェクトでは、ぷtlの主11れた分子を集合化し、そこに化学反応のネットワークをす11み込

むことで、151始制11胞モデルが構築できないかという研究が行われているτ すでに制!煤をfTむリボ

ソームの脱内で、 liらを情成する膜分子と同-の脱分子を午J{させ、それによりリボソーム1'1

体の数が地えるリポソーム 1'1しよ惚製系が創成されている。さらに最近リボソームのI}'lll英1'，で

DNAの複製にも成功した。このようなアプローチで以始細胞モデルが構築されれば、分 fと細

胞の間にあるい大な隙峨がうち彼られることになり、その広義は計り主11れない。すでに彼雑系

の理論では、化学t.iJe.:のネットワークを取り込んだ民(/J.fiキIIIIJ包モデルが構築されており、級制[系

のま出命と化学合成が融合した成*となると期待されるr

その他にも、①ノfイオインフォマティクス:DNA分 fがもっ特異性の高い分子認識を干IJ川し

たDNAコンビュータの構築と、これを用いた生体機能情報処JlJ[により生命の遺伝子ネットワー

ク像を理解する研'光、;1.1'I'i.i:，アズキゾウムシに細胞内共生する車1111判Wolbachiaのある系統で、 1":

wで初めて原核細胞からどL校卒IIIIJ包への遺伝子水平転移(転移えの起源まで含めて)が起こるこ
との説明、③心用実験とFMRIでの計測を組み合わせた青:!?機能の研究で、丈i去処JII!とブローカ

~!J'の関係の ijJi lijJ と、記憶の数JII[モデル化、など優れた成果が得られている O

人材育成:学際教育と人材育成への取り組み

「融合干|学創成ステーション」で得られた最先端の学際的な研究成果を、平易な言葉にli'i:き換

え、前期課程・学部後!!JJ口県松・大学院の講義科 H として IJ討議することで、教養学部・大~'{: ItJ~総

合文化研究科の学生たちが「融合科学」の新概念を学べるようにした。いずれも既作分野の枠

にとらわれない学際的・先端的で分野横断的な構成になっている。

(1) 主題講義「融イì~I.:ifi刊I"'{: 利!日j包の進化」…・・大学1~2{rll・ lílJ けの講義

「融合生命科学」への導入11n0の講義。 21世紀COEの'Jj.業推進担当省、および|刻述分野の

教官を力IJ えて、オムニパス形式で、講義する。1，はじめに:生命としての I ，'~己性」、 2. 生命

の前段階:分子の，'， L.組織fヒと化学進化、 3.膜の1'， L.惚製..*，f1胞"をおIJる、 4.'t命とし

ての情報継承:';1然選択の作動、う.細胞の一般的構造、 6.IJ日始細胞の進化、 7. 光エネルギ

ーを利)目する、 8.tlの進化:イi性生殖する細胞、 9. ナノテクバイオロジーの紹介、 10.一

細胞計測系・細胞l人jでの情報保持伝達継承の動態、 11，後雑系としての生命、 12.細胞集介

のダイナミクスと進化、 13.生き物の形づくり:多燥な形態へ

(2) 1融合科学概論r.II J …ーが門学科に進んだ学t'fI)3~4{1:'I:líIJけの講義

21tIH~COEの 'F~.ffb1凶!、Iífí'、および関連分野の教行を加えて、オムニパス形式で、勾[;j'ij1溝

義する。夏学期:"1:，命システムを構成するもの」、冬学WJ: 1生命システムの高次機能J，前

半、後半を通じて、 '1:，命システムを構成する細胞や遺伝 f、分 fーなどの要素が、いかに I{.I，、

に相互作用Lながらすで体を構成し、高:欠の機能を示すようになるかを解説するc

(3) 1融f合?科学特論 I上. Il J .. ….一"一….一.実際の研究をベ一スにした入

2幻l刊世.紀COEの公|開井剖叩Ji川d河f究会において、事業推進担当行がそれぞれ展開している研究内作を講

演し、大学院生はそれを聴講する。さらに、毎週H甘かれる尖際の研究に直結する解，;!~ ('Jt業

:tff進如、Ii1'i'が諸共)を聴講し、課題についてレポートを提出するc

これらの川町.&~こより、従来は、既イド分野の作 lこ納まった i講義で学んできた'下 '1今にも徐々に意

識の変化が現れているO その成果は、 'y:lfli1~2{F'I~の 1+1でも特に、数JII! ・物 JIf!・ 'l'I'f報，志向性の

iE5いJIt!f+ ' ~j'jI l~が生命科学に興味を持ち始めたこと、また、もともと学際的・分野横断的な先

端教11'をJII!念としてきた教養学部のJIJ!科系3学科 Ui¥;礎科学科、生命・認知科学利、広域科学科)
の学'1が、この21Ilt紀COE1融合科やむIJ成ステーション」の展開によって、より!日本的に関連

する他分~!fに興味を持ち始めたこと、等に現れている c 具体例としては、 JIJ!論物 JII!志向の学生

が生命の進化に興味をもったり、化学志向のうりLが生命システムの構成を積械がJに学び始めた

}.\などがやげられるこl 特に、大学院'Uこは、融fT科学の視点を意識して、~}: I~t~教 f1' と人材育成

を目指した教育プログラムが受講できるようその整備に力を注いだ。ボスドク・|民生について

は共通州究施設「アドバンストラボ」で、 'li~' に他の関連分肝の研究行迷と l'îJ ・ ~~II\jで研究する
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ことで、「現場で、学際研究を学べる」体制を確立した乙

今後の展望

これまでのところ、「融合科学創成ステーション」としては、所定の目標を十分に達成できた

と考えている。本研究の展開に1'1'い浮かびヒがって来た課題としては、以下のものが挙げられ

る二 1)従来の大学組織の中で、「融合科学創成ステーション」での研究に必要とされる真に学

際的な研究展開が、どこまで可能か。 2) プロジェクト研究と萌芽的基礎研究は両立し得るか。

3) I融合科学創成ステーション」での研究成果を、融合科学の担い手になりうる研究者の養成、

また研究者の卵である学部学生の基礎教育へどこまでフィードバックできるか。 4)本拠点形成

がとのような形で社会貢献へと繋がるかc

これらの課題を解決すべく残りのが|三、本プロジ、エクトに全力を挙げて取り組みたいと考えて

いる。

(浅島誠)
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αH~r'!lに.tj!tる人7 院詑 {ìlf仁f岬11: 11 軌 lt"'t部

3. I心とこ とば一進化認知科学的展開」の活動

COEプログラム「心とことば 進化認知附学的展開」も2年十lに入り、さまざまな'Ji業が4(

絡化してきた。ここでは、 2004年度の活動内科について、いくつかの要以にしぼってご紹介し

てみたい。

l 異分野の研究連携

.COEラボのオープン

従来型の研究の枠組みを迎えて、本COEがLI指す '21世紀型統合人!日l科学の構築」という学

際融合研究を実現していくためには、 11=1~毛の仰|究室に閉じこもってはいられない。 異分野の研

究者が実際に共同作業をする場が必要である。そのため、研究不1. (学部長室)のご支援により 、

昨年度から新ラボの設常を進めてきたが、 2004年3月に工事が終わり、 4)Jにラボをオープンさ

せることができた。場所は17号館(lFI情報教育北棟)のl階で、 180平米のフロアは、オフィス

兼PDワークスペース、赤ちゃんラボ、認知研究ラボ (シールド室、観察室を含む)の3つに別

れている。4月から新規雇nJの研究員 (PD)も加わって、桜の花のもとでの引越 しも!!仕事すみ、
ラボはさっそく稼動を始めた。6月にはお披露1=1をかねて、オープンラボが聞かれた。 IIIJ校生や

一般の方を含む学内外からの多数の来訪者があり、オフィス前ホールでのポスタ ー酬究発表と

ラボでの実験デモンス 卜レーシ ョンを通して研究所勤をご利介した(写真)。オープンキャンパ

スやホームカミングデー当 日にもCOEラボでは一般公IJf.Jをわった。

-異分野述携研究

COEラボを1-1"心とした新しい共同研究が複数スター卜した。新たに開始された共同liJl究は、

心理言語学実験の脳計測、 雪作間移動表現の言語横断的研究、語説意味論による計算機IIJ1:1 -t: ntI 
動dnJ辞書の構築、チンパンジ一党醒11'ifの脳機能言hl!lJ、類人猿のネ1:会ストレスと生理メカニズム、

表情認知機構の解明、性ホルモンとメンタルヘルスの関連などであり、新しいクロスオーバー

が各所で始ま っている。

2. 学際、国際的教育展開

. ii]1究員 .RAの採用

学際的なf日!究の中心を担うのは若手であるというポリシーのもと、昨年度から研究以 (PDl

を全国規僕で公募した。 国内外から4 1 名の応捗者があり、 ;l j 類選考の後24名を面接し、 1 7~〆1 を

採用した。PDはCOEラボまたは事業推進担当朽の研究室で砂|究にあたっている。現在11名のRA

は、本COEの各研究プロジ‘エク 卜の祁進、およびCOE全体のFIJ ì.i~l な運営を支えている 。 その他

の大学院生、特別研究員が ー体となって、これまで4[il]の研究交流会を開iU;した。彼らがiiJl究成

果を国際発信できるように、国際研究集会への出席を和極的に支援している。

37 



-若手主導型の国際ワークショ ップの開催

特筆すべきは、 PD.I民生など若手が一体になって準備、運営'にあたってくれた国際ワークシ

ョップ 'ExploringSocial BrainJ (2004年3月)の1;月{佳である。2日間にわたる制究会には、 !こIVJi

発表18件ポスタ一発表331'1ニがあり、非常に前発な議論が交わされた。海外からのゲスト2名が来

H直前に骨折したり、入院したりといったアクシデントはあったものの、 21:1間のプログラムは

熱気に包まれて終わった。i狐表情をはじめとした社会情報の脳内情報処理についての関心の強

さが実感できた。これ以外にも、 言語科学関係の国際交流も活発に行われ、オフィスにはさま

ざまな国の言葉が飛ぴ、交っている。

-学際交流教育プログラム

言語科学、計算言語学、認知心理学、脳科学などの諸分野における基本的なデータ収集 ・処

理 ・分析をi寅宵 ・実習の形で実体験させる形式の大学院科1=1を開講した。

-教養教育との述JJZ

前期謀程のテーマ講義として「心とことばJ (受講者約100名)を、また後期諜程科目として

「進化認知科学J (同約200名)をそれぞれ開講し、 COEの成果を教養教育に還元すると同|侍に、

新しい先端学際研究の潮流を次世代に披露する機会を設けた。形式としてはリレー講義(各13

巨1)のスタイルをとり、事業推進担当者とゲストスピーカーが話題提供した。海外ゲストの英

語講演も学部生にはたいへんに好評て、あった。

3 研究成果の国際発信と国際交流

-これまでの研究成果

2003年から2004年末までの研究成果は、 PDと事業推進担当者を合わせて、英文論文105編、

英文著書8111t，手11文論文62編、手口文著書35m}、中国語論文対話、韓国語論文l編であった(学会

論文集を除く)。これらをまとめた成果報告:!?は200う年3月に|冊子化される予定である。本COE

のうつの研究部門ごと に新たな学術的知見の得られた代表的な研究テーマとしては次のようなも

のがあげられる。

統合言語科学部門 .コイネー化と言語変化、論理接続訴の多言語比較、受動構文の普遍↑lと

個別性。

心理言語科学11日門 語形成の心内・ 脳内メカニズム、双生児研究へのベイズ的アプローチ。

計算言訴科学部門 .質問応答システムの設計、日本語の詩恭概念構造の解明。

認知発達|臨床科学部門 遅延自己映像認知の脳内機構、 trrJうつ統合失調症の認知行動理論に
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よる解明。

人間進化学部門‘エチオピアii人類化石資料を対象とした進化研究、 霊長類の脳における発

現タンパクの解析、類人猿比較ゲノムWf析、 l唾液1:1.1ホルモ ンの質量分析に

よる定量。



1 .:!On.IWliとにおけるk学院記，-ぇ化研究科 J~l\'下 ;11:

-本COEが主1m.共催した1"11努シンポジウム、ワークショップ、議i1ir会
本COEが主il日、共催した1"1際集会としては、次のようなものがある。

「心の将遍'Itと多機性J (2003年12月、参加者約200名) r社会脳の-n~;Jミ J (2004年3月、 lうO名)、

「二ItJ;C話・共通話・北方刊:文法の尺!主からみたコイネー化と言語変化J(1司3月、う0名)、「日

韓需lI!?対照・綿11'1話教育IElIW&学術発表大会J (1司2月、80名)、「世界行動療法認知l療法会議J (lfiJ 

7)]、600名人 rlι考・進化・文化J (1司8月、知名)、 rHuma!1EvoluriO!1J (1司8)J、400名)、

「家政の進化心JIJ!.'予J (IJij 8)]、知名)、「認知の進化と発達J (同11月、京大COEとの共催)、「意

味論川究会J ()jíÝ~、毎 llil約20-40 名)

その他、本COEが主催するlji発の公開講演会も数多く開催されたζ 詳細は、本COEのニュー

ズレターおよび、ホームページ http://ecs.c.u-tokyo・ac.jp/をごらんいただきたい。

4. 社会的発信

2004"1三度に本COEが行ってきた社会的発信活動としては、まず、新入生歓迎シンポジウム「人

間とはなにかつ どう作られているのか?J (う)j)、オープンキャンパス特別講義「ことばの科

学J (8m、駒場祭一般議出会「人間はどのように4奇別なチンパンジーかJ (1l)J)でそれぞ'i1.

講演を行ったご 11本進化学会の基調シンポジウム rHuma!1Evolurio!1J (8月)、「シ、エーン・グド

ール同一1:講演会J (11月)も公開で|羽保された。また、前述のように、 31mのオープンラボを実

施し、内校生や一般の方々に{リ|究紹介を行った。さらに赤ちゃんラボでは、 NHKの幼児向けの

番組lIJfJ発に協力し、その過f:'1'.(まNHKスペシャルで放映された、その他、 2004年度のニューズレ

ター2サ (7月)と3号(]2)J)を発行し、ホームページでの活動紹介もlijfill寺更新している。教育

情報誌やマスコミへの取材にも協力している。

(拠点リーダー 長谷川寿一)
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11 受託研究:独立行政法人日本学術振興会

「人文・社会科学振興プロジ、エクト研究事業」

「ジ、ェノサイド研究の展開J(CGS) 

二度と繰り返してはならない 1

ギリシャ認で種族、民族を表すgenosと、ラ テン語で殺害を表すcideを組み合わせたジェノサ

イドという 言葉は、悲しいことだが、現在の国際社会を語る上で不可欠な用語となった。かつ

てポーランド出身のユダヤ人法学者ラフ ァエル ・レムキンが国際犯罪と してこの造語を提唱し、

1948年に国iill総会が「ジェノサイ ドの防止および処罰に関する条約J (ジェノサイド条約)を採

択したと き、人びとの念頭にあったのは、第二次世界大戦下のヨ ーロ ッパで起き た凄惨なホロ

コース 卜 (ナチス ・ドイツによるユダヤ人大虐殺)であった。「こんなひどいことは二度と繰 り

返しではならない!Jそう言われたのである。

しかし、その後もジェノサイドは世界各地で繰り返された。そのなかには、冷戦後の旧ユー

ゴスラヴィアのように世界のメディアの注目を集めたケースもあれば、カンボジアやグアテマ

ラのように外からの視線が十分にとどかないまま完遂された事例もあった。

2002年7月、ジェノサイ ドなどの重罪を犯した個人の責任を追及する国際刑事裁判所 (ICC)

の設置を定めた条約 (iローマ規程J) 一日本、未署名ーが発効し、 lCCは遂に活動を開始した。

だがジェノサイド予防の努力が実を結ぶためには、国際刑事司法システムの整{JiFJだけで、なく 、

過去のさまざまなジェノ サイドの事例を精密に分析し、その発生要因を究明することが重要で

ある。

近年、世界各地で激化する暴力の連鎖は、専ら国家を主体として形成されてきた従来の戦争

認識 ・紛争予防システムを著しい機能不全に陥れた。ジェノサイドは、行為主体が国家である

か否かを問わず、不法な暴力行使の極限形態に他ならない。このメカニズム を解明することは、

21世紀の国際社会が求める平和構築と人間の安全保障を実現する上で不可避の課題となってい

る。

ジェノサイド研究の確立をめざして

一実態研究 ・「近代」との関係・ 予防論の構築

「ジェノサイド研究の展開J (CGS = Compara[ive Genocide Swdies)は、独立行政法人日本学

術振興会2003年度新規事業「人文 ・社会科学振興プロジェク ト研究事業」に採択された研究プ

ロジェクトで、同事業領域日 「グローパル化時代における多様な価値観を持つ社会の共生を図

るシステムについて研究する領域」のうち「平和1構築に向けた知の再編」を担う3つの「コア初|

究」のひとつである'02003年12月から2005年3月までの 「パイロッ ト・ スタデイ」の段階を経

て、 200う年4刀に「本格研究J (3年間)に移行する予定である。

CGSの目的は、わが国における新たな学問分野としてのジェノサイド，"iiJI'究を11M立することに

ある。|二l下のと ころ主として三十世紀以降のジェノサイ ドと その類似現象に着nし、次の三つ
の大テーマ、 すなわち① 「ジェノサイ ドの実態分析」、①「ジェノサイドと近代(モダニテイ )J、

① 「ジェノサイ ド予防論」を掲げ、 そのもとに14の研究班と総勢う0名余り の研究者 (大学院生

を含む)による共同研究を進めている。

11也の2つの 「コア研究」は 「地域研究による 『人IilJの安全保障学』の榊築J (代表 東京外国初大学 ・アジア

アフリカ パ説文化研究所 助教授 ・1巳木英光)、rrアメリカ研究』の11)編J (代表 北海道大学 ・大学院法学研究干l
-教授 ・I'-j矢旬)
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I :!004)1'-1主におけるJ..:.:'{:此乾合主化研屯科教葺乍部

ジェノサイドがjlt界外地で多様な宏一l刈によって引き起こされる複合現象であり、それを取り

巻くいl際社会の動rit1とも密接に関連する以上、ジェノサイド川'先にはw問Ij研究を超えるグロー
パルなアプローチと、いくつもの専門分野に跨る多角的で包4li的なディシプリンが~前される。

CGSが )j法論的に!が史学、地域研究、丈化人知学に力).~;(をおきながら、国際政治、 Ikl際法、開

発研究、経済学、社会心理学、 fFf学などの関連分野にも輪を広げ、"f:融合的な研究を進めてい

るのはそのためである

CGSの独自性

わが1'，1のジェノサイド研究は絡に就いたばかりだが、海外で、は北米・ヨーロッパ・豪州を'1'
心にすでにかなりの蔀加があるいたとえば米|りではイエール大学やハーヴァード大学を始め20

以上の大学に、ヨーロッパではベルリン工科大学(独)、チューリッヒ大学(スイス)、アムス

テルダム大学(オランダ)など10以 1'.の大学にジェノサイド，iiJf究を専門とする大学院付|究科・

学部または研究所が設[泣きれている C またジェノサイドに関する同際学会も組織され、ジェノ

サイド研究はデイシプリンとして確夜しつつある。だがそのー}jで、作国の陀史的背iitの違い

から、研究対象となるジ‘ェノサイド、の事例や川足立関心に110¥りがはられることも 'F実であるc

CGSは、こうした先行研究の成果と限界を踏まえつつ、次の諸点で、オリジナリティを打ちだ

そうとしている CDlíJf 'J'é対象を特定の地域や事例に I~Hることなく、東北アジアを合む \ll:界全域

に射れを広げていること。①ジエノサイドをたんにi此己υb族矢紛争.イi十‘T札(

|ド什'1i決夫.人F純亀主j誌完.ま校総七と:力戦.植i民込地支配.科学なとど鼻「近代の諸!似l4以;江(Jlj堅札j!J との関連、 1 ，¥際政治の力学

の中で捉えようとしていること。③同|際法概念としてのジ、エノサイドを尊重しつつも、「民族浄

化J '文化的シ‘エノサイドム「戦時ジェノサイト。」など「広義のジェノサイド‘」も視野に入れて

いること O ④ジエノサイトイ愛の十¥:会復興問題を予防論の構築と有機的に結びつけようとしてい

ること ε

CGSは現地のフィールドワークにも'I(きをおいているわたとえば「ジェノサイド後の社会内

編」利食班は、「干1I、Jl-fi)~~J 後のグアテマラで実施されているマヤ先住民丈化に)，~づく )j~iì楚教育

プログラムの'K態調査とその社会的意義の解明に努めてきたし、 '1)(ジェノサイド教育」研究腕

は、ジェノサイドの力lI'，in孟!としての過去をもっドイツが戦後その再発防止のためにどのような
教育を行ってきたかを検討してきた乙

研究成果の発信

CGSは発足以米、研究成果を1I例ワークショップと'j':"c:に一度開催される1k\l~ti シンポジウム

において公開している。また英文の研究紀要Comp耳目tiveGenocide Stlldiesを2004年度に創刊し、

iilj外に1['1けた成果の発信にも努めているu ワークショップ、シンポジウムの様fはCGSのウエ

ブサイトhttp://www.cgs.c.lI-tokyo.ac.jp で紹介されているので、詳細はそちらをご覧いただきた

L 、3 石Jf<先の概念|立!と主な活動の記録は以ドの通りである。
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研究の概念図

(2005年度以降IIIジエノサイド研究の理論化 11 一→
+一一一

ジェノサイド予防のための

国際システム構築

反ジェノサイド教育
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近代化と科学

ジェンダー

2003年
「ーーー一一一
12rJ 13日

2004年

創設シンポジウム ジェノサイドli]f予EのM干I

2)J 23日 ワークショップ 「文化ジェノサイド」と日本のjjl[l(地支配

3JJ 181ゴ ワークショップ Geschichre der KaiselベXlilheim-Gesellscha丘1111

Narionalsozialismus ( ナチズム体制 I~の利学者たち )

3)cJ 27日 第l回国際シンポジウム ジェノサイド初f究の以前線

3rJ 29日 ワークショップ Voices from rhe Lake: A Film abour rhe Secrer Genocicle 

4) J 17日 ワークショップ ポル ・ ポト政権下のWi~r . I長殺のml2<l
5JJ 29日 ワークショップ グアテマラにおける和平協定後の社会内編過程

6) J 12日 ワーク ショップ l~政浄化の抑止と悶際人織法

6)J 25日 ワークショップ Genocides and Genocide Denials 

7)J 16日 ワークショップ 同民のアイデンテイテ ィ生成

(若手研究報告) R. レムキンによるジェノサイ|汁命

8刀25日 緊急講演会 スーダンで今、何が起きているか

9刀 5日 シンポジウム |具n巨大震災から81~r'. 朝鮮人 ・'i'JIiI人虐殺を再与する

10JJ1313 前i.Wiì、9ム1~ノ、 グアテマラにおける利|平プロセスの展開

11 )-J 20日 ワークショッフ' 旧ソJili.東欧における大ill'JijiH: ジェノサイトの、?

12刀 3日 ワークショ yプ 未来のための記憶ーグアテマラ、現場からの報先

12)J 4 EI 向島2回匡11際シンポジウム 、|勾[1構築と地域研究

(会場はすべて点京大学駒場キャンパス)

CGSは発足当初から、大学院総合文化研究科・地域文化研究専攻、 DESK(ドイ ツ・ ヨーロ

ッパ研究室)、 HSP(人間の安全保障プログラム)の支援を待て活動を進めてきた。CGSの催し

の大半がこれらの組織との共催によるものであることを、関係者への謝立を込めて記しておき

たし、。

(地域文化研究専攻、 CGS代表 石田勇治)
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仰が11立におけるλ7院総合文化川究科救北'tii!;

12 一高同窓会に対する稜門賞の贈呈

一高同窓会は、 IEI制第一高等学校 (一日)の卒業生によって組織された団体である。一高は

創立当初、現在の東京大学法学部がある弥生キャンパスにあったが、昭和10年 (1935年)に駒

場キャンパスに移ってきた。このときに、かつての駒場寮や、時計台のある第一本館 (JYL 一号

館)や、倫Jfl!講堂UJL900番教室)、図書館 (-11守は教務諜として使われていたが平成15年度(2003

if)に駒場IW物館として再生)が建てられた。その後、昭和]24年 (1 947il::)の学制改革で、旧11，IJ
尚等学校は廃止され新制大学が発足するに当たり、 一高は東京大学教養学部に継承されて生ま

れ変わった。以米、教徒学部は一高伝統の リベラルアーツの1!?Iネ'11を受け継いだ教育を行い、発

展してきた。

一高は多くの優れた人材を輩出した。全然fl，IJであったこともあり、-['，-，'J同窓会は結束の堅い
H窓会である 。 平成 1 6年 (2004イn は-l~î f: IJ 立 1 30年に当たり、同窓会は、 11) -J 1日に一高同窓

会130年記念総会として最後の大きな総会をIJ日かれた。その機会に、三重野康Jlll事長以下の体制

から、若井'11[b:jU'[事長以下の体11，IJに変わり活動の規般を縮小 された。事務所も、これまでの赤
坂から東京大学駒場lキャンパスの 「駒場フ ァカルテイ ・ハウスJ21併に移i[i王され、 「駒場友の会」

と同居される。

-ifb同窓会は行IJ立130周年を記念して募令も行われた。その一昔1¥を、平成16年2月に、歴史的

・地理的なつながりもあり、リベラルアーツの精神を受けついて発展している東京大学大学院

総合文化研究科・教長学部の教育研究助成、特に全人的教養教育への有効適切な利用を期待し

て、言1"4，600))川のご市イサを下さ った。また、平成16年4JJに、 |明治時代の第一高等学校で教帆

を執った外凶人教師F.プッチール先生とJ.-B.A アリウ‘エ先生の胸像を再建 ・寄付し、さらに、
10月には、同じく外1"1人教師F.W. ストレンジ先生のレリーフおよび一向記念碑をご寄付下さ

った (総積約680万円相当)。

本砂|究科・ 学部では4，600万円のご寄付を一日記念2，t金と して管理11することし、その一部で、
高ゆかりの美術品(駒場美術的所蔵)と書箱の保存事業()I州場開書館所蔵の一高文}rl")等を

わ っ た 。 また、残りを- i11記念 11~金として事業を行うことにした。 事業の一つは、駒場の学生

・大学院生のための 「一山記念1'tJで、他の一つがl駒場Iキャンパスで行われる学術研究集会に

あl する「・ 111記念恭金学術研究集会支援」である 。 これらの引業については ~)Ij項に述べら れて

いるo

東京大学では、私111の拾判、ボランティア活動及び援助などにより 、本学の活動の発展に大

きく民献した11i'!1人、 法人又は団体に対し、大学としての感謝の意を表し、1えびその功績を称え、

これを顕彰するために、 「桜F'J1't J を定めている。(f桜門J (しょくもん)は、 同賞の実施要綱

によれば、 '1'ffl の戦 1 -[1時代の斉 (現イI~の I IHR 1'ìl の首都の城門の名前である 。 斉の威王、宣王

が学者を厚迎したので、斉の都に天卜の賢者が集まり、学問が栄えたという i炊事をこの立の名

初、は踏まえている 。 桜門付近は 「桜|ご」 と H千ばれ、多くの学者が集まったことから「桜 I~の士J

とし、う言葉も生まれた。)

功紡者に該当すると認める対象者の推msは部局長が総長に対して行う。it介文化研究科長・
教養学部長は、平成16年度の桜I"J立候補者として、 一高同窓会 (代表・ 三重野康理事長)を:tft

mしたところ、採択された。賞のH首長式は手成16年11)=J 211に、弥生キャンパスの武田ホール(武
川先端知ビルう|併)で11'われた。
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13 一高記念基金による一高記念賞と一高記念学術研究集

会支援

一高同窓会に対する稜門賞の贈呈の項で述べたように、一高は、昭和10年に現在東京大学農

学部がある弥生キャンパスから駒場キャンパスに移ってきて、昭和24年(1947年)の学制改革

で東京大学教養学部に生まれ変わった。一高|叶窓会は、一高卒業生の同窓会であるが、平成13

年に始まった旧一高II.J窓会館の駒場ファカルテイ・ハウスへの建て替え・改修を機に、総合文

化研究科・教養学部との交流が始まり関係が急に深まった。

本研究科・学部では、一高同窓会が創立130周年記念募金の中から寄付して下さった4，600万

円を一高記念基金として管理することし、駒場の学生・大学院生のための「一高記念賞」と、

駒場 Iキャンパスで行われる学術研究集会に対する「ー高記念基金学術研究集会支援」を開始

した。基金の運件は一高記念基金運営委員会(委員長は研究科長、委員は副研究科長および専

攻主任(現専攻長) ・系主任(現系長))が行うコ

_1=1壬 1 メ~"資，
同討し心貝

一高記念賞は大学院総合文化研究科の大学院学生と教養学部の学生を対象とする賞で、学業、

課外活動、社会活動等において特に顕著な業績を挙げ、他の学生の範となった者を顕彰する。

第I回は、教養学部後期課程各学科長および大学院総合文化研究科各専攻・系主任から多様な観

点から推薦された優秀な学生を、平成16年3月8Flに一高記念基金運営委員会で審査し、下表の

ような11名の受賞者を決定した。

授賞式は、学部卒業生については、 3)J26日(金) 1う時からの教養学部卒業式のあと、大学院

修了者については3JJ2う日(木)午後の、各専攻の学位授与式のあとに行った。学者1¥卒業式と学

部卒業生の授賞式には一高同窓会から来賓をお招きし、同窓会理事の奥山教久様より祝辞を頂

いた。

第1[f!I一高記念賞受賞者

学部卒業生

学科名 分科・コース名 学生氏名 研究テーマ

超域文化学科 子守諸情報 島山純Jlj! 卒業論文:seem like構文の統語構造と怠l床分析

地域文化研究学干| ロシア・東欧 藤!日比久 卒業論文:現代ロシアの低/1'，生の原|刈をめぐる研究

総合ネl会科学科 相|珂社会科学 里見nu樹
卒業論文:モダニズムのユートピア(バウハウスの

研究)

基礎科学科 量f 森前141行
卒業側究:量子多体系のエンタングルメントに関す

る研究

広域ヂ|学科 人文地理 久本元美琴
卒業論文:事業所内保育施設の送迎状況に関する研

究

生命・認知科学科 陣IWJ宏樹 卒業研究:発生・分化に関する研究

名
一
化

ス
一
す
A

i
-
-
枯
臥

者
一
コ
一
恥

了
下
|
十
j

い

修
一
一
攻

程
一
一
専

課
一
一
学

士
一
名
一
科

修
一
系
一
化

院
一
・
一
文

学
一
攻
一
域

大
一
専
一
超

研究テーマ

修士論文.鎌倉幕府服装制度試論

修 1:論文:中国における三11'1人物語Hllliと王朝正統論

争
地域文化研究専攻
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一高記念基金学術研究集会支援

一高記念i集金学術研究集会支援は、駒場 Iキャンパス内で開催される学術研究集会の必要経

費の一部を支援するもので、その詳細11は「ー高記念基金学術研究集会支援要綱」に定められて

いる。それによれば、応募資格は東京大学大学院総合文化研究科または数;flj!科学研究科の教員

で、対象分貯は、人文、社会、及び1"然科学の全分野である。

支援の対象となる要件を満たす学術集会に対して、研究集会の準備、開催、および事後の事

務処瑚に必要な経費を支援する。 1件の支援額は7H円以内とする O 年11¥jの採択件数は20件程度。

ただし、一向記念基金の存する限りとする。

開催責任者は、「ー高記念学術研究集会支援rp請書」に必要事項を記入し、総fT文化研究科長

に申し込む。選考はー高記念基金運'::t委H会が行う。開催責任者は、学術研究集会終了後速や

かに領収証を添付した報告書を提出するc

平成16年度は以ドの学術研究集会が支援を受けた。

|井l俄責任.x.
学術研究集会名称 開催期1111 /L〉£、 ;ιJ号臼J 

(氏名・所属)

大津古M ラフカデイオ・ハーン:多文化の
2004年9)J2511 

数JIP'科学研究科

(超域文化科学時f攻) 異文化と同化 大"持義*

小寺彩
長l際法学会秋期研究大会 2004年10月811-1011

900番教卒、 13号館

(I!il際社会科学専攻) 23J一郎会議宅

池上俊一
新しいrl'世1象をもとめて 2004年10月1011 数Jlll科学iiJf究科十点

(地域文化研究専攻)

松UJ良-
筋ジストロフィーの分f治療 2004年11凡12-1311

駒場ファカルテイノ、ゥス・

(生命環境科学系) セミナ一室

松1H.f!.-'
シンポジウム 'tH:Wの科学教育」 2005年1月8[J 1:-l ~J' 向'i1313教室

(lt命環境科学系)
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14 ["""‘駒場友の会」の発足

駒場友の会の設立総会は、 2004年3月20H午後2時より、教養学部アドミニストレーション倣

3階の学際交流ホールで行われました。この設立総会で、会則が承認され、本関長世本学名誉教

授が初代会長として選出されました。選IHされた他の理事と監事とは以下の通りです(敬称略、

それぞれのカテゴリーであいうえおIIlfDc 

副会長 嘉i台元郎、毛利秀雄

理事浅島誠、石井紫郎、大i宰吉博、溶合卓凹郎、小林覚道、遠山敦 f、i壇賞重彦、原[IJ

義也、古田元夫、符川清

院事一風間勝昭、 ifl~問佳子

(以上の理事、監事の任期は200う年引131日までです。)

駒場友の会の特色は、駒場にある大学院総合文化併究科・教養学部で行われる教育研究、文

化、スポーツの活動を愛する人ならば誰でも力u入できるという閲かれた性格にあります。ここ
で教育を受けた人、ここで働いた人のみならず、近隣の地域の人にもこの会に加わっていただ

くことを会としては希望しています。ただし、地域の方、そして現役の学生さんには会友とい

う資格で入っていただくので、卒業生、そしてかつての、また現在の教職員がなる会員とはや

や1)(:別があるのも事尖です。しかし、同窓会がある組織の本業生だけの会であるのに比べれば、

駒場友の会はず、っと開紋的な組織だと言えるでしょう。そうしたさまざまな人身がこの駒場の

教育と研究、文化とスポーツ活動を支えてくださることを、この会は目指していますc

会員数のH襟はまずし000名ということでしたが、そのTIM'i達成はまだほど遠いところにあり

ますっ 2004年11JJ 8日現在、会員は2う6名、会友は8名ですごさらに広く宣伝をして会は数を増

やしたいと考えています。どうかこの記事をお読みの方も、この会のことをお知り合いの方に

宣伝していただいて、会員・会友の増加にお力をお貸しくださればと忠います。会員になれば、

駒場図書館・大学院総合文化研究科l司書館の蔵書を駒場友の会会員として利用することができ

ます。それもただ館内で読めるだけでなく、借り出すこともできるようになりました (2冊、 2

週間、借り出し期間延長もnJ能)08号館に教養学科|記l書室があった時は、教養子学科の卒業生は

かなり自由に|究|書が使えたのですが、図書館が統合され、学生には便利になったのに反して、

卒業生にはやや使い勝手がJEくなりましたニその問題点は駒場友の会会民になることでかなり

解消されますτ もちろん前は会費など不安だったのが、これからは会費が必要になったという

点をまことに心背しく思いますが、その点はどうかご寛恕くださるようお願いする次第です。

駒場友の会の事務室(電話 03-3467-3う36)は、 111同窓会館跡地に出来た駒場ファカルテイ

ハウス2階にありますが、同ハウス内には「ルヴェソンヴェール駒J~îJというレストランと

「ファカルテイクラブ倣撹(かんらん)J というパー兼レストランがあります。それらはやはり

地域にIJfJかれた施設ですが、駒場友の会会員は施設利用に関して特典があります。その点は上

記の事務室にお尋ねくださl'o これまで大学には教員・学生の保護者がゆっくり H寺問を過ごせ

る施設がありませんでした。欧米の大学にとどまらず、韓国の大学においてもファカルティ・

クラブという施設があって、教師、卒業生が食事をしながらゆったりとくつろげる空間がある

のが羨ましく思えたものでしたc 日本は世界第2f立の経済大国だと青われながら、大学の施設に

関してはその豊かさを実感できることはありませんでしたc それがこのファカルテイハウスが

出来たことで、かなり改善されたように思いますc どうぞ在学生の保護行の}j命、卒業生の方々

に来ていただいて、駒場の日覚ましい変わりょうをはていただきたいと以いますlこ

駒場友の会はまた駒場で開かれる1mし物、例えば、オルガン演奏会、駒場博物館の展示など

についても会員にお知らせするようにしていますc 教養学部幸fAは在ヅ:iflの時にはさして興味を
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!ぷじなかった人もいらっしゃるとjよい、ますが、これもさまざまなお知らせ、書評などが絞った

|人rfi:般かな刊行物です こお訟の会Llには教養学部報をお送りするようにしましたこ 11 JJ 1 11か
ら12J j 17 I1まで駒場内物館で行われた「第 A高等学校行Ij，tl30JN1年記念・駒場の歴史民」はと

ても興味深い催し物でしたc ゆっくり展示物を凡ていれば、仮に'1"11 はかかってしまいました。

そうした充実した展覧会がこれからもfiわれる予定です。欧米の大学では/t内にすばらしいた
術館、博物館があり、さまざまな民覧会が行われているのが汗通ですが、駒場もそうした活動

を行っていきたレとJよい、ます そうした活動を会員として支えてくださることをお願いしますr

そうしたことをお知らせする媒体として「駒場友の会会報」を発刊しました。とりあえず年2

川のづき行を予定しています3 その会報に同封してさまざまな催し物のご案内を会員に差し 1-"げ

ます v どうぞそれをこ覧くださいc ただ、そうした印刷物で、はどうしても情報が遅れ気味とな

りますので、友の会ホームページも開設しました。ホームページのアドレスは次のとおりですc

http://www，c'u-rokyo・K 目jp/ilovekoIl1礼ba/

そのホームページにはこれまでの駒場友の会の活動が詳しく絞っていますので、どうぞご覧

くだきし~適宜、情報は1!:新されてレますっ

これまで駒場友の会が|お貸した，';:1人j行事としては、 IIJjI311 (IJに行われたホームカミン

グデイが挙げられるでしょう)これは東京大学としては近年行うようになった行事ですが、 fl、

子:ではよく行われてきた字業'1ーの官山、ですc昨年は本郷キャンパスだけでしていたものを、 2004

年度からは駒場キャンパスでもわうようにしました。その折、 rCloriousIchiko-遺産とその紙

本」という記念講演会が行われました。駒場博物館の民示もそうですが、今年は第一高等学校

の行111i:130同年ですので、そうした A高関係の催し物がi泣きました。それを駒場友の会が協賛し

ているのは、守i同窓会が駒場友の会に団体か[1入をしているからです。第一高等学校は、 11(1和10

"Fに本郷から駒場に移り、 11日干1124"1二に新制東京大学が発足するまで、この駒場の地で多くの訂

作を教育することに力をiie¥，、できました二同じキャンパスをJlイjした経緯から言って、第一高

等学校は東京大学教主主宇部のほぼlitr身で、あると育ってI:¥j違いのないところです)しかし、第一

高等学校は1I(j和2う年にその歴史を I~J じ、その後は riîj 窓会が存イ1:するだけとなりましたυ その |υl

窓、会も次第に卒業生の数が減りつつあるので、 2004年、駒場Ji.の会に|叶体加入をすることで、

その伝統と歴史とを繋げ、ていきたし、と考えていらっしゃいます v 駒場友の会もその企|立|にお!J

添えしたいと考えますむ ・ 1'，~HiJ;窓会の事務所も、駒場ふ;の会の事務室と同じところにあります。

会'l'li 第一号には、 -;~:jljiJ 窓会の )j 今が事務室内で和やかに談笑している写真が載っていますの

で、どうぞご覧になってくださいω

さらに東京高等学校(111~ilj) IliJ;窓会も近く、駒場友の会に卜11体IJII人される予定です 川市Ijの

点以高等学校も新制の東京大学が発足する際に、組織として合流した経緯から東京大学の前身

の宇っと言えますc そうした*京大学教養学部のさまざまな過去の歴史を受け継ぎ、これから

の未米を作る組織として駒場えの会は存在しますc 大学はこれからさまざまな苫難に ，i:ちlilJか

わなければならないで、しょう c 1 j本の人口は2006年をm点にして減り始めると子恕されていま
す。すでに高等学校の卒業生は減り始め、マクロの視点治、ら比ると大，'f:全人という恐ろしいシ

ナリオもJ'j['だのIll1;日立として話されるようになりました。そうした情勢の1/1で、ますます大学の

教育力がためされるH、?になってきたと以し、ますけどyソ1:，にとって意味ある教育がどのように行わ

れてレるかが問われる時代になってきたのです。その場合、大学を支えるのはiれに、学生と教

員だけではなl'と.ltitl.t ¥ます二 {E学生の保護{i"のJt援は言うまでもありませんc そのほかに、卒

業生の之政も必!皮!なのですこ大学でどのような救古川究が行われ、どのような文化的活動が遂

行されてレるかを知lらせる組織として駒場以;の会はありたいと考えています ご支援をお版円、

する次第です二

( 'ji 務J，，)長大i宰吉博)

47 



15 ホームカミングデイの開催

卒業生と大学との交流を深め、 一層の親I注を図る ことを 目的とした 「東京大学ホームカミン

グデイ」が、11月13日 (土)に、本郷キ ャンパスと駒場キャンパスで開催された。ホームカミ

ングデイはこれまで本郷では開催されたことがあったが、駒場では初めての開催となった (i駒

場友の会」との共催)。当日のプログラムは以下の通 りである。

12:30~ 1:30 駒場キャンパス全体行事 (@数理科学研究科棟大講義室)

①大学院総合文化研究科長 ・教養学部長 (浅島誠)挨拶

②東京大学総長 (佐々木毅)講演・一一本郷会場からのインターネット中継

1:30~5:30 各種イベントを並行開催

①加藤登紀子さんの対談 ・コ ンサー トーー本郷会場からのインターネ ット中継

②駒場博物館「目句場の歴史展」記念講演会 (2:00~4:00@学際交流ホール)

①ジ工ーン・グドール博士特別講演会「アフリカの森からのメ ッセージ」

( 2:30~4:00@900番教室)

④キャンパスツアー、研究室訪問 (適宜)

5:30~7:30 レセプション (@駒場フ ァカルティハウス)

私立大学や海外の大学ではこの種の行事はかねてより開催され、 |司窓会が主催する大きなイ

ベントとして定着し、大学に よっては参加者にくじ引きで乗用車の景品があたるところもある

などと聞くが、東京大学 (駒場)では、せいぜいいくつかの学科などで卒業生が年に1回集ま っ

て同窓生の集いを開催している程度の取組がこれまでの現状である。

真偽は別として東大の卒業生はそもそも愛校心が薄いとか、 (私大と違って)寄附集めと いう

インセンテイブが大学側にない (正附には、これまでなかった)といった様々な事情があると

は思われるが、 今後、社会と大学との繋がり・コミュニケーシ ョンのあり方を改善していく必

要があるのは事実であろう。そのための一歩として、まず卒業生との交流・親|陸を深める機会

として、大学院総合文化研究科 ・教養学部ではホームカミングデイの開催に踏み切った。

当日は、駒場の後期謀程学科 ・大学院を卒業 ・修了された方々、教養学部の前身となっ た第

正門にかけられた 「ょうこそ駒場キ ャンパス

へ」の看板

ジェーン デドール博士による「アフリカの

森からのメ ッセ ジ」

一高等学校の卒業生、教職員OB/OG、120名余の参加を得た。今回は、 駒場博物館の特別展 「駒場の歴史展」記念議演会

示「第一高等学校創立百三 卜周年記念 駒場の歴史展」の開催期間にあたっていたことから、

当日、ホームカミングデイ企画として、「駒場の歴史展」記念講演会を開催したり、総合文化研

究科で推進されている21世紀COEi心とこ とば一進化認知科学的展開」と共催の特別講演会と

してジェ ー ン ・ グ ドール博士による「アフリカの森からのメッセージ」を聞くなど、~りだく

さんのホームカミングデイとな り、久しぶりに駒場に帰ってこられた卒業生も このキャンパス

の活気ある発展ぶりを目の当たりにしていただけたと確信している。

来年以降も、充実した企画を準備して、卒業生を心から暖かくお迎えしたいと思う。
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2{)O-l WJ~における J，'?此位，-主化研究科教fi'， 品

16 2004年駒場地区オーフ。ンキャンパス報告

2004年8)]3日、教養学部、数JlJi科学研究科、駒場 ]] (リサーチ)キャンパスの共催によって、

東京大学オープンキャンパス2004(!拘場地Ix:)が開催された(なお本郷地区は8)=J2日に開i!iil。

駒場地区としては、 2003年に続いて2回 Id の IJf:J H~ となる 。 今年度は社会連携委以会(三千子時委以

長)のもとに、イlifl'i章 4教綬を委員長とする実行委員会を組織し、この実行委員会を主体とし

て準備、運常にあたった。参加おの募集は京大ホームページや111J校への案内状を通じて行なわ

れたが、駒場j也|メは定員600名の募集にたいしてし200名をこえる応募があり、 1111)立によって750

名の当選者を決定したc なお、リ1円の参加者は]三:¥'Hをやや 1"1111り557名であった。

当日のプログラムであるが、午IIIJ'IJは900各教室に参加者全員を集め、 i支J話学部長の挨拶には

じまって、 liij)lJJ、後WJJ果科の紛介、数週!科乍、駒場 日キャンパスの紹介と続き、教養学部の伊

藤たかね教綬による講演 (r心とことばJ) で締めくくった。90分の昼食休憩をはさんで再開さ

れた午後は、合計l3の講義、施設見学(1立|書航、情報教育等、 þ.l，r物館、数J'hl科学研究科、 J~~ ]] )、

実験デモンストレーションやパネル展不、そして学生による質問コーナー (r先 JJ~" にIJiJ こ う J)

とまさに盛りだくさんの介両から、参加1tが各白の興味にしたがって(ちょうどテレビのお組

表でも比るようにして) I~IIII に選ひ~lrS(っていく形をとってJ1tめられ、 1 611~f'3 0分に無事に終了し

た。 (模綴f，i\)~突の内谷については別衣を参) 1賞 。 )

細部にじ止符すべき点があったとはいえ (たとえば、 900番数寄の音響の悲さ、女性用 トイレの

従事ft)、当ト|実施された参加者アンケートの集，¥-1結果を見る限り、参加者の満足伎は非常にI"Jく、

今年度 も本1J':lliIiは卜分に成功をおさめたと凡てよいだろう 。 IIto{ I~- に引き続き '1 後のコースを参

加将の白1:1:1な選mに委ねたことはとりわけ好評であった。キャンパスを (1山に移動しながら、
|記|書館の設備に感嘆したり実験デモンストレーションに FIを姉かせていた彼らの姿が印象に伐

る。また、太子:での講義に初めて接した141校生が!感銘を受けている様子も卜分にうかがうこと

ができた。ある参加者は伊藤教授が午前の講?tIfの1111頭で言われた言葉を受けて、 「ー人の意比と

しての1';:業」という形式にとても興味を引かれたという感想を11Cしている。文字通り終えの分

かっていないことを制究するから研究なのであり、授業もまたそうした追求のプロセスを反映

しうるという発見はたしかにl'i:.ill:なものであり、もしも多くの参加者にとってそうした発見の

坊となることができれば、オープンキャンパスという試みも、大学の単なる'1'(伝 (受験生集め

の手段)をこえて、社会に向けた教育活動としての意味をもちうるのではないだろうか。

4:年度の4J 徴としてとくに、新たに発足したジュニアTAfl山立を活JIJ し て 30名をこえ る学~I 諸

7::¥の↑必)Jをえることができたことをあげておきたし、。質1::)コーナーはもちろんのこと、実験の

準備、受付や施設見学の案内にも大いにi，sYiI1してもらった。また終 f後にも実施体制の改持の

ためのさまざまな意見を;合せてくれた。高校生から見れば、干E"[:生は数日よりもはるかに身近

な存在であり、~~来の白分の姿を|映す鋭 (少しはゆがんでいたりするかも知|れないが、それで

も教員ほどゆがんではいないだろう )でもある。その協力はII".'J校と大学の橋政しを目指すこの

HI.の企l血iにと って、これからも必要不可欠なものとなるにちがし、ない。

全体として成功だったとはいえ、問題点はもちろんある。まず、オープンキャンパスと称し

ながら、参加者の人数制限をわ ったことであり、本年もまた:J'lIljiIiに漏れたり、J:illj志のあること

をJJIらないままに受付に来た人たちが30?ろをこえた。1111選を実施している以上、、11選者と|日lじ

扱いにはできず、施設見学を除いては、参加をお|折りせざるをえなかったが、そのような刈泌

が宅ましいものでないことは ，iうまでもなし、。内容を法め、 J1の意味でオープンとするか、そ

れともJ:llIjぎを笑胞してでもプログラムの充'ぶをはかるかは、笑胞にかかるさまざまなコストと

のかねあいも合めて、谷幼には I~付与を見いだしがたい|問題である 。

またこれはJlli念に関わることであるが、、学生質問コーナーを文系、理系に分けたことと、

使立上とはいえ、講義もまた文系講義とJ!]l系講義に分けたことは、)(理!の融介をうたう教主主学
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ifl)としては避けるべきであったのかもしれないこ同じ指摘は、ジュニアTAとして協力してくれ

た学生諸君の側からも寄せられた一

ともあれ、こうした広報活動の必要性は今後高まることはあっても、低まることはないであ

ろう。毎年、少しずつでも改蒋を加えていくことで、まずは参加者にとって、そして実施側に

とっても満足感、充実感の残る企[tlljとなっていくことが望まれる。

([11 I日広11m

模擬講義一覧

l映画空間の構造 松浦寿輝

観光の文化人類学 山下晋司

カリブj毎!のフランス 増田一夫

北朝!Ni:の経済「改111C」評価 i奈川由起子

戦後日中関係の展開 石井 ゆ3

公共性とはやすだろう 山脇直司

運動の上手ド手と日ì~の働き 大築立志

言語の脳科学 酒井邦嘉

生き物の再生 松田良一

身近な危険を考える 虞野喜幸

100年日の相対性型II論 加藤光裕

不可能の証明 斎藤秀司

かたち 今野 宏
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20けけドi立におけるk守院経{tift1iJf'i''e科教民学部

17 社会連携への取り組み

大学における教育研究治動の成*を直接に社会へ還元するため、総合文化研究科・教養学部

では、 jりJ等中等教育との!A携プログラムや、オープンキャンパス、研究室公開、美術陣物館の

民示会、公開オルガン演奏会などの活動を行っている o 2004年度は別に記すオープンキャンパ

スや美術附物館の民示を行ったほか、高校生のための公開講座を似迦金11M1 Jのタjjに開催した。

多くの向校生や，b1込がこれに参加l したが、その講義記録をもとに、昨年度と今"1二度の議ドi~の多

くを編集して WI61:.たからの東大円険講座」として FIJ行した。その|映像記録の一部も新年度に教

主主学部のウェブ・サイトに公開する予定である。

(]) ，高校生のための金H握特別講座」

反学期jにl弛tl、冬学WJに13[1'1、「高校生のための金曜日特別講I'iむをIHJ議した。 毎回、 30名

から 200余r，の高校生や保護者、高校教員、一般社会人らが受講し、教養~~r:-rfljの救14を中心とし

た講師の議義のあと、活発な質疑を展開した。受l溝の生徒には、教養学部発行の11¥席カードを

配布し、 11¥席した場合はそれに捺1:11し、高校の「学外学内」の単位認定に対応した。日IISと場

所、およびプログラムは、以下の通りであったr なお、このプログラムは、教養学部のウェブ

・サイトに随時、 iは新のものを公開しているc

URL hnp://www.c.u-rokyo.ac.jp/jpn/kyoyo/ 

11 日寺- 毎週金11記11 18: 10-19:30 

場所: 東京大学教養学部13号館2階1323教室

夏学期

コーデイネイター: 松111良一助教授(生命環境科学系・生物学)

4)J 16日 「大学で心理学を学ぶ:心理学との出会い、心県学のI(ril' 1さ」

丹野義彦(lt命環境科学系・心理学)

4)J23日 「時計と時間の!が史」

4)J 30日 「進化とは何だろうか」

橋本毅彦(先端科学技術研究センター・科学史)

11I鳥川正干11(広域システム科学系・ '1:物学)

う)J7日 「記号の主[jJ

日j14日 '11本人論の行}jJ

イi川英敬(言語情報科学専攻・フランス百fD

船曳健夫(超域文化科学専攻・文化人類学)

ぅJj21日 「イタリア! イタリア!J 村松真理子(地域文化研究専攻・イタリア話)

う)j28日 「国境紛争から地域協力への道一Ij'ロ関係のう0年」

石井 明(国際社会科学専攻・中1"1外交!と)

6)1 4日 '2] 世紀の物.fIJ!.学 超弦則論とはどんなものか」

米谷氏ゆJ(相関i基礎科学系・物J'Il"?J

6)] 11日 「人間'1:命科学人門:ヵ、らだは細胞のすみか そしてあるじはわたし」

跡見111員子(生命環境科学系・スポーツ身体運動)

ωJ 18日 「認知!と進化の俊雑系則論」

6) J 2うl::I r2]世紀に読み11'(す宮津賢治」

池1".高志(広域システム利学系・物理学)

小森陽一(言語情報科学専攻・ Ilil立;漢文学)

7 JJ 2日 「写真と異文化珂解 211":紀の対話のために」

7) J 9日 rH本!との中の謎」

7)] 16日 r2]1世紀の日本村会を考える」

7}J 2311 r微積分の力」

今橋映子(超域文化科学専攻・フランス話)

三行博(地域文化研究専攻・暦!と学)

111脇直言J(国際社会科学専攻・社会忠想史)

薩摩順吉(数理科学研究科・数lf:) 
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コーデイネーター: 小森陽一教授(言語情報科学専攻・匝|文漢文学)

10月8日 '21世紀の社会と学問」 小森|湯ー(言語情報科学専攻・国文漢文学)

10月lう日 「アフリカの飢餓と戦う J Gordon Sato (米国科学アカデミー会員・生物学)

10月22日 「科学技術の発展と人聞社会」 庚野喜幸(相関基礎科学系・科学史科学哲学)

10月29日 「心と戦争」 高橋哲哉(超域文化科学専攻・哲学)

1 1月う日 「すべり運動 生き物の迷動とそのしくみ」

上村慎治(生命環境科学系・生物学)

II月12日 「ヨーロッパ統合を考える 『新しいヨーロッ;'.1の侃点から」

II月19日 「なぜ宇宙を研究するか」

1 1月26日 「言語と脳から見た健康とが~J

12月3日 '21世紀の学力」

柴 宜弘(地域文化研究専攻・歴史学)

蜂巣 泉(広域システム科学系・宇宙地球科学)

油井邦嘉(生命環境科学系・心理学)

佐藤学(教育学研究科)

12月10日 「文学のたくらみ、翻訳の不思議」エリス俊f-(言語情報科学専攻・英語)

12月17日 「原子・分子たちと人間一量子化学の視点に立った物質観・世界観」

永日I 敬(相関基礎科学系・化学)

l月21日 「人ゲノムの解読と人権J (会場は12号館122う番教室)

石浦章一(生命環境科学系・生物学)

l月28日 '11米関係の現在と将来」 油井大三郎(地域文化研究専攻・歴史学)

出版

東京大学教養学部編~16歳からの東大冒険清隆.1 1~2、椛風館、 200う年。

(2) r教養学部オルガン演奏会」

総合文化研究科・教養学部にはオルガン委員会が組織されており、毎年、 3・4刷、キャンパ

ス最大の歴史ある教室900番に設置されたオルガンを使って演奏会を催し、無料で学内外に公開

している(定員先着う00名)c 今年度は第100[IJ[の記念演奏会を開いたほか、総計3回の演奏会を

催し、いずれも多くの聴衆を集めた。演奏会のプログラムは次のウエブ・サイトに随時掲載さ

れている。

URL hrrp:!/organ.c.u-tokyo.ac.jp/ 

第100回記念オルガン演奏会

この記念すべき演奏会には、バッハ・コレギウム・ジャパンを率いて国内外で活躍している

鈴木雑明氏を四人の声楽家とともに迎え、 J. S ・バッハのオルガン・ミサ『クラヴイーア練習

Ith集」第三巻の抜粋を演奏していただいたc 定員を上¥luる7001"1もの聴衆が集まるほどの盛況で

あった。

う2

11時 :6月7日(月)午後6時30分間演

演奏:鈴木雅IlfJ(オルガン)

藤崎美苗(ソプラノ)

ヒ本会i青f二(カウンターテナー)

水越柊(テノール)

渡辺佑介(パス)

1111日:J . S ・バッハオルガン・ミサ『クラヴィーア糾習曲集」第3巻より

プレリュード 変ホ長調 (BWV5521l)

キリエ、永速の父なる神よ (BWV672)

キリストよ、 11tの人すべての慰め (BWV67)

キリエ、聖諜なる神よ (BWV674)
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いと高きには相11にのみ栄光あれ (BWV67う，677)

これぞ聖なる十戒 (BWV679) 

われらみなーなるや11を信ず (BWV681)

天にましますわれらの父よ (BWV683)

われらの主キリスト、ヨルダンの川に来たり (BWV68う)

深き淵より、われ汝に|呼ばわる (BWV687)

われらの救い主なるイエス・キリストよ (BWV689)

デュエット 411J1 

フーガ 変ホ長調(BWVうう212)

第101回オルガン演奏会 「別れの主題に寄せて」

日 H寺:10月13日(水)[1後6時30分開iiIi

指 J軍:カイ=ウウ。ェ・イェルカ

オルガン ミヒャエル・ウツ

合 H日:国立ベルリン大型堂合唱団

曲 目:グレゴリア聖歌「サルヴェ・レギナ」

H.イザーク 「あなたはまことに美Lい」

オルランド・デイ・ラ yソ 「五s女の預言」より

L.レヒネル r ll.:と死の格言」より

日・イザーク 「インスブルックよ、さようなら」

バッハコラール「今や野山は憩いて」

作者不祥 「さらばと告げん」

J. P・スヴ‘ェーリンク 「歳若くして命尽きたり」
J .ブラームス コラール前奏曲「おおこの世よ、さようなら」
M.レーガー「マリアの歌」

ドイツ民謡より「マリアの歌」

第102回オルガン演奏会 「バッハ鍵盤音楽の楽しみ」

日 時:11月25EI (木)午後6時30分開演

オルガン:松居直美

曲 目:J.5.バッハ(IJj奏1111とフーガイ長調

コラール・パルティータ 「おお神よ、汝いつくしみ深き神よ」

幻想Ilhとフーガハ短調

「いざ来たれ、呉邦人の救い主よ」

前奏曲とフーガイ短調
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18 平成18年度からの学部前期課程のカリキュラム改革と

進学振分け制度の改革

1.はじめに

東京大学の学部前期課程教育は、本学の教育.fIll念の根幹を支え、後期課程教育の土台を形作

るものであり、本学入学者の在学中及びその後の勉学の基礎を作るうえで、きわめて重要で、あ

る。その教育の実施は、全学の協力・連携のドに、大学院総合文化研究科・教養学部が責任古11

局として担っているが、カリキュラムや進学振分け制度を含む基本事項は、常に全学的な議論

を経て策定される O

東京大学の学部前期課程教育の根底を流れるものは、!日制第一il71等学校の伝統で、あったリベ

ラル・アーツ教育であるの平成lう年3月に制定された「東京大学憲章」にも、「東京大学は、学

部教育において、 l幅広いリベラル・アーツ教育を基礎と」することが誕われているc この基本

的な方向を堅持しつつ、社会の要請に応える優れたカリキュラムを維持することが戎キに要請

されている 2 現行のカリキュラムは平成う年に施行され、その後も不断の改良を力11えられてきたご

その理念は、 10年余の教育において大筋で生かされてきたが、学IIIJの進展やH寺代の要請、学生

の気質の変化に伴って、いくつかの見直すべき点が顕在化してきたことも否めない。平成18年4

} Jからは新学刊指導要領による初等中等教育の修了~.・が入学してくる。それらに総合的に対応

すべく、今回のカリキュラムの改革を行った 2

2.今回の学部前期課程カリキュラムおよび進学振分け制度検討の体制

東京大学では、平成12年10nに「東京大学211吐紀学術経営戦略会議 (UT21会議)J を評議会

のドに設置し、平成13年10月にはその下の委民会として「教育体制検討委員会」が発足した。

I"J委員会は平成18年度の入学生から、新カリキュラムによる前期課税教育と新しい進学振分け

制度を実施することを決定し、その下に置かれた「教育体制検討WGJおよび「進学振分け制

度検討WGJで、本格的な検討を開始したc

平成14年度の議論で、科類ごとのカリキュラムに特徴をもたせること、および進学振分け制

度の自由度を憎大させることが、基本的な指針として合意された。平成lう年度は、この指針に

従いつつ初等小等教育における学習指導要領の変化に対応する基礎教育の強化の要請にも応え

る改革案の作成が、教養学部のカリキュラム改本委員会において行われた。前期課程教育に責

任をもっ教養学者1;と後期課程弁学部との全学的な対話の中で前期課程カリキユラムの改革案が

練り上げられていったことが、今1[11の大きな特徴となっているc

平成16年4JJの法人化に際して全学的な検討組織は改められ、新たに設けられた「教育運営委

員会」の下の「学部前期課程部会」、および「教育企画室」のドの「進学振分け制度検討WGJ

で検討が進められた。

教養学部では、平成13年に上記 rUT21会議・教育体制検討委員会」における全学的な議論が

始まると同時に、学部長の下にアドバイザリー・グループを置いてその審議に対応した。平成14

年10月には「前期課程カリキュラム改革WGJを設問して集中的な検討を行った。平成Iラ年4月

に「前期カリキユラム改箪委員会」設置し、具体的なカリキユラムの改革に務手したコまた、

進学振分け制度については、学部の常置委員会である「前期運営委は会」のドに「進学振分け

WGJを置いて検討した。

3.科類の特徴の策定

東京大学教養学部前期課程の学生は、文科一級、文科二類、文科三類、埋科一類、理科二類、
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JlI!科三類のいずれかに分かれて入学するニ全学の「教育体制検討委員会」におl'て、この利ぢ!

の特徴を明確にすることが}j針として定められたりj文化された科類の特徴は以下のようなも

のである。

文科一類:法と政治を'1'心lこして社会科学全般の棋礎をやび、関連する人文科学と 1'1然科学

の諸分貯にわたってJIIlI析を深め、人間と社会について広い見識を養う。

文科二類:経済を1/1心にして社会利7:全般の基礎を学び、 l刻述する人文科学とI'i然干+'予の，jn
分野にわたってJlj!j;げを派め、人11¥]と組織について!よい見識を養うぺ

文科三類:言語、思fl!、!が!とを小心にして人文科学全般の)，~慌を学び、関連する社会 1'+'I と

自然科学の請うJ、肝にわたってJII!解を深め、人111]と文化的・社会的営為について!よ

し、見識を長う

埋科一類:数学、物J'I!:下、化予を'11心にして数fll!科学・物質科学・生命科学の身、伐を学び、

自然の総本法川に|刻する探究心を主主い、干'1学や技術と社会の関わりについてもflj!

解を深める。

理科二類:生物学、化学、物JII!学を小心にして生命科学・物t't科学・数理科学の)，~I症を学び、

自然の祁itWJに|刻する探究心を養い、科学や技術と社会の関わりについてもJli!W!

を深めるニ

理科三類:生物学、化学、物Jlj!学を中心にして生命科学・物質干l学・数理科学のJt慌を♂jξび、
人間につレての探究心を養い、生命と社会の関わりについても理解を深めるご

カリキュラムの構成のみによって、これらの特徴を持った人材の養成を保証することは、も

とより不可能で、ある。この I~J文化はむしろ、東京大学が、人村長成の方向をこの6fHtiに分刻し

てカバーしようとしていることを学内外に I~J示することによって、受験生が円分の明む干I.tri を

選んだり、教養学部がカリキュラムや授業 I)~谷を特徴Hけたり、後期課程各学部. ~~斗+~~;が進

学振分けの条件を定めたりする I~伐の参考に供するものである これら3者の判断や選択がイJ効に

働いて始めて、結果的に干|恕lの付徴が休.f.Qされると与えている

4.平成18年度からのカリキュラムの概要

平成う年から施行されている J'jWのカリキュラムの).~本構造 (JHを科目・総合科目・ ì:. 紅iflll) 

は維持されている。

1.基礎科目

基礎科目は、学音lí前期思統において身につけておくべき、 l~f，1広い専門分野において~引けする

総本的な知識と技能と hi去を判仰させるものである O ノillllの改定では以下のような変!起を行っ

たc

(j)外国語、数学演門、および全学1'1111研究ゼミナールのlコマ(りO分授業)あたりのIji.似放を

従来のlコマ (90分授業) 1 'ji. f立からlコマ2単位に改める

(2)外国語の必11多巾枚数 CIiJifi1には必修コマ数)を削減する。このように実質の必修qi仇数を

減らすかわりにlクラスあたりの定員を減らし、少人数で得度の濃い授業を実現するn

(3) 情報教育については、 f』ι，~校で、の「情報」の必修化を Uí~ まえて、現行の「情報処J1 i!. J の授業

内容を見直し、科11名も「↑I'HliJとする O

(4)文系の基礎科 11については、現イ1:は「方法論j制定」の干、1.11mのrtlから8単位選択必修(文系
3科類共通)であるが、 '}iìl、論)，~礎」という大分知を 1%11.. し、基慌科目を「社会利 '?J '人

文科学J '方法)，~慌」にうj、知し、 mごとに ~tl} なった 1í引|筆 '~:Rによって、文科各iiiの特徴を，'1'，

すヨ

(う)理系の基礎科11は、全て利 11指定の必修である。数字:を強化し、理科全類共通に数学8qi.l伝

を必修とすると J~に、数学Wr刊4Iìí.N~ も必修化する。物質科学では「熱力学J (JlI!. f+ . 1Jil、
「化学熱力学J (JII!.H二、 :矧)を人I~j礎科 11 として必修化する。また、理科ーま(j の)，~j従干+11 

に、「生命科学」を新設し、 Jlj!科三類に、生命倫Jlj!、;i，2.~IIIJ戸~fl 学を含んだ基礎科 11 '人111]総

うう



合科学」を新設するなど、生物科学も強化する。

2.総合科目

総合科 11 は、現代において共有すべき生日の本本的枠組みを、多様な角度・仰/，1叶‘ら ~J'~l 得して

総合的な判断))や柔軟な理解カを養う利日である、

今般のカリキユラム改革作業の中での総合科11の見前しは、総合科 11の底本的性格を畷持し、

AからFまでの6系列を置く基本的枠組みを維持するという前提のもとで進められた。その上で、

大科Hと各大科1I内の科目についての修正や追IJIIを行ったc 同時に、全ての総介利 11について、

開講手配に関する責任をもっ母体(責任母体)を、係則として大科11毎にfi{ti定した。

総合干|日の選択必修科目単位数については、現行の18単位から16単位に変yiした。

3.主題科目

主題科11は、小人数クラスを通して培われる深い問題意識と動機づけを修得する利 11である D

全学の、研究所を含むさまざまな部局の教行が数多く参加lして、多数|討議されているc 現行の

「テーマ講義」と「全学自由研究ゼミナール」に新たに「全学体験ゼミナール」を加える C また、

これまで主題科11の中でも「全学白山研究ゼミナール」はlコマl単位であったが、主題科 11は

すべてIコマ2単位に変更する C その上で、 2iii.fII.以上を選択必修とする C

う.平成18年度入学者からの進学振分け制度

(j) 2段階方式の維持

これまでと同様に2段階に分けて振分けを行うこととし、第l段階で定Hの7割、第2段階

で3割の進学先をi:Jとめるc

(2)r指定科類枠」と「全科類枠」

現行の進学振分け同様、各学干'1等(進学振分けの受入単位)がそれぞれの宇|類からの進

学定数を指定して、その範囲内で希望者の11'から成績順に進学者を内定することを基本と

し、これを「指定科類枠」と呼ぶ。これに加えて「全科類枠」を導入することにより、全

ての科類から全ての学部(注 r全ての学ヂI'Jではない)に進学できるようにするc

(3)進学振分けにかかわる成績評価

進学振分けの選抜は、従来通り本人の志禁と成績のみによる。第l段附の「指定科類枠」

では全学科に共通な成績評価を用いるc 第2段|精の「指定科類枠」では、従来通り学科等ご

とに特徴ある成績評価法を導入する事が可能である。「全科類枠」では、第l段階、第2段階

とも、各学科等の要求科目(次項参!!のを考慮した全学科に共通な J&~11iWfrlli を 111 1，、る。

(4) r全科類枠」と「要求科目」

う6

「全科類枠」によってある学科等に進学しようとする学生は、 19分が所柄する利類の進学

振分け対象要件の諸科目・単位数と、(その学科等が「要求科|二IJを指定している場合は)r要

求科 11Jの単位を取得LていなければならなL、 r要求科目」は学科等の指定科類の必修科

Hの中から指定されるで各学科等はこの他「要望H日」を指定することができる C
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19 キャンパスの整備

1. 2004年度の施設・環境整備の概要

2004年度の施設・環境整備については、まず昨年度末に完成した「駒場ファカルテイ・ハウ

ス(国際学術交流会館)J、「リJtJ:Jtl訂j参両支援施設(保育所)J の本格利用が始まったこと、ま

た、「情報教育INNi増築」に$Iiシステムが入り4JJの新学期から.illi川が始まったことが挙げられ

るυ これらについては別に詳しく版行する。また、 12階建ての立:JII1融合研究仰第l則棟は2004

{I:引jに建築 r'J~が完成し、 2004年度 11' に引っ越しが行われる r 進行中の計11111としては、'.11拘場

コミュニケーション・プラザ(似称)Jの新築をPFI事業で行うことが昨年度認められ、本年度

は事業が開始された。また、 2004年度の補正予~でう号館の改修が認められ、 200う年度末の完

成を [1途に 1:'J~が開始されるの

(1)駒場コミュニケーション・プラザ

川駒場寮跡地に計画iされた「駒場コミュニケーション・プラザ(仮称)J の;1U歩状況について

述べる。 2003年度のPFI事:業としての導入可能刊訓資にもとづき、本年はその!日本n~実現に向け

て、「実施方針の公表」、「特定・J~ *，の選定・公 l<'J 、「入札~ìtlVJ 芹公夫」、 Z阿にわたる「質問受付」

と「質IlJJlnl料公夫」を経て、 12JJに事業者による従案書を受付し、 1月にヒヤリングを実施した

後、落札者が選定された。本契約の後、具体的な設計を統て、 1:引が行われる o uf事111は東日大
"'1:ホームページ (http://WWW.l卜tokyo.ac.jp/facO1 /h07 _03一01_j.htmllを参)!日されたい一

イ記事業は、 h~終的に教育施設と十日利厚生施設を似合させるものとなった(

その内符については、 PFI'W*，の性格上、故終"'IJI析は民I/IJ事業計の意思にまかせることとなる

ため、前述の「入札説明書」の・ tyll を構成する r~:)R 水準{-'-r-J を作成し、大学の希望を条件と

して記述することが求められた。，要求水準書」作成に当たっては、総合文化研'先ヂ|内に 'WGJ

を設け検討を進める一方で、 ";::'1:"深を通じて学生の要望を間L、たずまた、 2003"1ミ!主より通算し

て1O~II にわたる学生説明会を|引き、その進捗状況を報汗するとともに、可能な|決り学生の要望

が取り入れられるよう配慮した。「要求水準戸i-」では、本施設は教育施設とltllf口市1¥からなる北棟、
食~ì~~からなる l十j械と和館の3械から構成される。 北械については、 2006年3JJ、l十j州、手LI館につ

いては、 2006"F9tJに完成予定であるc

(2)総合研究棟(18号館)

2003年初ば{から行われていた総fT研究棟のill築 L!'jiが2004{1二9JJに完了したにその後、家Jl.

の納入、り|越しが行われ、 200引1'1主当初から干IJIIJ11]'能となるコ

本施設は、 ii)f究棟で、はあるが、f!'i極的に院'1:学刊・端末誌や|淀'1'ラウンジ1?を設け、専川の
学 ~J'I .研究や休息、・交流の上坊が符しく乏しい大学院学午に配慮したものとなっている。また、

l映像情報、汗声情報や言語'li'iWiの解析・発表の場、およびマルチメディア教材IJfJ'Itの場等を設
け、教育・教材 Ij~j 'Ít .研究のレっそうの充実を坊の提供という観点から支援してし、る C これに

関連して、 11ヰ?に設置されたAVホールは、これまで施設の制約により困難であった舞介芸術な

どの教育 .'ItJ<.の場としても干IJ川できるよう百j'lIhjされているりさらには、 iiJl'先プロジェクト A卒、

コラボレーションルーム、ファカルテイラウンジ、ユニヴァーサルユニットなど教員の共同研

究や研究者IIIJの欠流を促進させる.lJ)jを積極的に提供することで、研究・教育のいっそうの進民

を企凶している己なお、本施設の完成により、級数の教14がl本を共有して利川するという劣忠

な個人研究集の状況が改善されることはいうまでもなし、。
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(3)特別高庄変電設備更新

概算要求の最優先で要求していた、基幹整備の一つである特別高圧変電設備(数埋科学研究

棟)の更新が認められた。駒場Iキャンパスは東京電力から2万ボルトで受電して、 6千ボルト

に変圧して各建物に送電している O 従来の変8:務脊量は3，OOOkVAx2台であった。これを、 2万

ボルトで受電できる最大容量であるう，OOOk払，¥x2台=100，OOOkVA とした。この工事のために、

土・日・休日を使って7回の半日停電と l回の1R停電が必要(各建物についてはJ111/)であった

が、これによって、当分の問、受電容量不足による支障の心配は解消された。

(4)銀行ATMの設置

三井住友銀行が東京大学法人のメインパンクになるに当たって設置することになった同銀行

のATMのうちの一台が駒場に設置された。場所は、防犯上の見地および利便性から、正門入っ

て左の車庫の一部を改修して用意したc 当初の案では守衛室横からアドミニストレーション棟

に至る歩行者川通路沿いの南側空き地が予定されていたが、キャンパスの景観を街なうおそれ

があるので、既設建物内に設耐することとしたc 配慌の設計にあたっては、 rJJ能な|決り奥まっ

て配置することにより、景観の保謀、雨天時の車椅子を合む待ち行列の雨宿りの空間を確保す

ることに努めた。

(ぅ)外構環境整備

外部環境の整備に関しては以下の工事が行われたo

a)旧制第一高等学校関連

旧制第一高等学校同窓会のご厚意により、 l号館前の広場の一角に「ここに一高ありき」の碑、

また、陸上競技場北東角に体育振興に貢献された外[''1人教師「ストレンジ、先生」の碑が設置さ

れたのなお、これに関連して、駒場ファカルテイハウス南庭に外[1，1語教育に寄与された外国人
教師であるフランスの「アリヴェ先生」とドイツの「プッチール先生」の碑が、同様の経緯で

設置された。 p.60以下を参照。

b)その他

昨年完成した、学際交流棟のアドミニストレーション煉と博物館棟との問の池に橋を設置し

た。この件は、 H下年から一部の利用者から要望があったが、様子を見てから最終判断をするこ

ととし、実施が延期されていた。学内利用者の要望が多いことから実施したものである c

さらに、 l号館、 101号館周辺にある共同溝の換気併の塗装および換気ガラリの交換を行った。

この件は昨年度実施であるが、「駒場2003Jに記載されていないのでここに記載する O
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2. 駒場ファカルテイ・ハウス

駒場ファカルティハウスは、「匝|立学校建物基準」では「研究者交流施設」という名称を持つ

建物である。こうしたji)1究者交流のための施設の必要性はこれまでも指摘されてきたが、この

度ょうやく実現に至った。当施設は、食堂械と宿泊材lから構成され、平成16年4月末より 営業を

開始した。

食堂棟は昭和12年に建設されたIFlilJlJ第一高等学校同窓会館の洋館を改修 し、 JfJ途変更して利

用するものである。大学の教育研究を担い、支える教職員にとって望ましい、l殿場環境整iiiilの

一環として、教育研究や事務の活性化につながる教職員食堂を構想した。11渚はややカジ、ユアル

なレス トラ ンとし、 21併については、より格調の高いファカルテイクラブ(レストラン)とする

こととした。

レストラン業者については募集による選定を行った。この問、教員による業者の紹介や教職

員アンケー卜 が行われ、最終的に、京都大学や本郷キャンパスの周辺のフォ レスト本郷に営業

実績のある「ルウ‘ェ・ソン・ウ‘エール」を事業者として選定した。lf惜のレス トラン名は選定業

者の希望もあり、「ルヴエ ・ソン ・ヴェール駒場」とした。21惜のファカルテイクラブは、第一

高等学校にゆかりのあるオリーフーの和名である「撤概」と名づけた。1階の「ルヴエ ・ソン・ヴ

ェール駒場」の営業時|日jは午前1]11寺から午後911寺まで、 2階の「倣指」の営業時間は午後0時から

211寺半、 6s寺から9時半である C 当初は日11程・祭日休業であったが、利用者の要望もあり、 10月か

らIllI程・祭日の営業も行っている O

レストランの利用に関しては、アンケー卜の結果等から授業期間中の昼食需要は見込めたが、

夜間や夏期休1l1¥iに代表される授業期間外の利用に不安があった。しかしながら、日本経済新聞

等、複数の新I'[I'J、テレ ビ番組等でが1介されたこともあって、 学:外者の利用が約半数にのぼり 、

連日賑わっているつ学性の利用者もある。特にウィークデイの昼食時は、行列ができ、l隊員が

昼休みの問に昼食がとれないという苦情が，'+'，るほどである。夜間についても l日平均50名程度の

利用があり、特に10月から12月は、パーテイや懇親会の利用が数多い。セミナ一室についても、

講演会や懇親会で数多く利用されている。

宿泊械は、 IElfljlJ第一高等学校同窓会館の利館部分を取り壊し、その位置に新築された。l階に

は、宿泊受付事務のほか、セミナ一室と和主に加えて、宿泊者mの食事室、洗濯室等が用意さ
れている O また、セ ミナ一室に隣接する3層吹き抜けのホールは可動間仕切 りを開けることによ

りセミナ一室と一体で利JIJでき、 '-1-'規模の懇親会等の利用が可能となっている。21倍、3階には

駒場友の会事務室に加えて、 12室のシングル宿泊室、 2室のツイン宿泊室、計14室の宿泊室が設

けられている。宿泊利用の窓口は総務課研究交流係である。宿泊利用者は東京大学:に研究のた

めに滞在する外国の研究者とし、その利用 I11し込みは当該研究者の招へい教員が行う。朝食に

ついては、事前予約により「ルヴェ・ソン・ヴェール」で提供可能である。

宿泊室の利用状況は)Jによって異なるが、概ね、 9月までは5-6割、 10月、 11月は8割の利用

率であった。2ないし3笠を緊急対応用にあけた形で運用しているので、実質的な利用率は、 9月

まで6-7割であり、 10rJ、 11月は9告IJを超え、ほほ満室状態であっ た。9月までの利用状況が低

いのは、季節変動要因に加えて、周知ま での時間差が影響 していると考え られる O したがって、

早めの予約が望ましし、。

なお、 当施設の南に而する庭には、IElfl，lj第 高等学校時代のお雇い外国人教師であるフラン
スのアリヴエ先生とドイツのプ yチール先生の胸像が設置されている O 当該胸像は以前美術博

物館北の空地に設置されていたものであるが、損傷が激 しく、 松本にある旧制高等学校記念館

にu'iけられていた。今|日|、IElil，lJ第一高等学校同窓会の厚語、により修復され、本建物の庭に設置
された次第である。

また、実施設計と託行して、 J1Ji蔵文化財調査が本学埋蔵文化財調査室により行われ、当敷地

が旧石器時代に遡る土地で、あることが{Jr~認された。 その史的価値については、報告書 を作成す

るだけでなく、地層標本を展示する形で当施設に盛り込まれている。
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ゆかりの胸像・レリーフ・石碑

場Iキャンパスには一高記念の碑がいくつかある。最も大きなものは、ファ

スの庭にある「玉杯の碑」である。そのほか、記念横樹の碑がl号館入り口の両脇と、駒場寮跡

近くにある。

平成16年度には、別項に報告されているように、一高|司窓会から、一高記念基金のほか、胸

像2体の修復とレリーフおよび石碑のご寄付を頂いた。

胸像はドイツ生まれのフリッツ・プッチール先生とフランス生まれのジャン・パプテイスト

・アルテュール・アリヴェ先生のブロンズ像である。再建にあたり専門家の手で傷の修復と表

面処理が施され、台座は新たに造られた。 2004年う月7日の駒場ファカルテイハウスのオープン

式典に先立ち、 4月29日に、一高同窓会の皆様をお招きして、駒場ファカルテイハウスの庭に設

置した2胸像の除幕式と、一高ゆかりの木であるオリープ(和名轍撹)の記念植樹を行った。一

方、レリーフは英国生まれのフレデリック・ウィリアム・ストレンジ先生のものである。また、

石碍は「ー高ここにありき」の碑で、ともに新しく製作され、 1IJj 1日に行われた一高同窓会の

「第一高等皐校関学130年記念大会」に先立つ10月29日にー高同窓会の皆様をお招きして除幕式

を行った。

?。りケ1、勺ヘ，，~ト

官、

プッチール先生とアリヴェ先生の胸像

両先生の胸像は一高が本郷弥生にあった時代に建立され、昭和10年(193う年)のキャンパス

交換の際に駒場の地に移され、図書館(現駒場博物館))j~の木陰に置かれていた。 H百和40年代

の紛争の時に際に傷つけられたらしく、駒場図書館の倉庫に移されて、人々の記憶から消えて

いた。それを再発見したのはボン大学日本研究所長ベーター・パンツアー教授である。同教授

は、ボンでたまたまプッチール先生のお孫さんに会い、同先生がかつて一高で長年教鞭を執っ

ていたこと、死後、フランス人のアリヴェ先生とともに胸像が造られたが、行方不明になって

いることを知り、同氏自身が日本に見えて探した結果、駒場の図書館の倉庫で発見された。そ

の後、平成う年に松本市の旧制高等学校記念館が開設するにあたり、他の一高関連資料とともに、

再建の日が来るまでの予定で同館に寄託された。このたび、旧一高同窓会館を改築・改修して

駒場ファカルテイ・ハウスが完成するのを機に、記念館から引き取られた。除幕式には、奥田

氏のご尽力で、パンツアー博士をご招待し、胸像再発見のいきさつなどのお話を頂いた。

一高同窓会の奥田教久氏によれば、両先生の経歴の概要は以下の通りである。

プッチール先生は明治17年 (1884年)、東京大学予備門の教官となり、以来16年余にわたり、

一高でドイツ語、ラテン語、両洋史を教えた。一高の「校友会雑誌」には「容貌魁梧(魁偉に

同じ)、雄弁流るるが如く、真に英雄の威風を存し給ひき。講ずるや態勲、説くや誇身、常に日

本を以て第二の故郷となし給ひぬ。先生は自ら 11本的外人と称し、最もよく神州の尊むべき所

以を知り給ひぬ」とある。明治34年う月、東京で死去c 墓は今も青山墓地にある。

一方、アリヴェ先生は、明治10年(1877年)来日し、東京英語学校、司法省法学校を経て一

高の教官となり、フランス語、ラテン語、哲学、西洋史を講ずること実にお年、「校友会雑誌」

には「誇々として倦まず、孜々としてあせらず、有も我が校にありて仏語を学べるもの先生に

依らざるものなし。本邦仏語学界に貢献する所、定に大なり」と讃えている。プッチール先生

に遅れること1年、明治3ラ年ラ月に死去、同じく青山墓地に葬られ、今もそこに眠っておられる。

台院に刻まれた銘文は以下の通りである。

Friedrich Purzier (18う1-1901)

Born in Germany， Friedrich Purzier came to ]apan in 1884 and served at the First Higher 

School (Ichiko) for more than 16 years as a lecturer in German， Latin and World History un-

til he died in Tokyo in 190 l. He used ro say that ]apan was his adopted homeland. 
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Jean -Baprisre Arrhur Arriver (1846-1902) 

Bom in France， ]ean-Baprisre Arrhur Arriver call1e lO ]apan in 1877 lO reach FI巴nch，L乱t1Il，

Philosophy and World HislOry ar rhe Firsr Higher 5chool (Ichiko). For 25 years， he conrrib-

ured ro French language educarion in ]apan. 

ス トレ ンジ先生のレ リーフ

ス トレンジ先生は、英国出身の外国人教師で、第一Ii1J等学校の|前身で、ある東京!A話学校、東

京大学予備門、第一高等中学校て、英語、時に数学を教えた。問先生は、わが国に近代スポーツ

を始めて紹介、指導した日本の近代スポーツの父として、 知る人ぞま"る方である。スト レンジ

先生の建議と指導のもとに、明治16年に東京大学予備門合同の|箆 1--運動会を開催された。それ

は後に本郷の御殿下グラウンドで聞かれていたが、昭和61年からは、!駒場の第lグラウンドで開

かれている。レリーフは、残された杭顔の写真を元に今回専門家によって作られ、第lグラウン

ド入り口に建てられた。銘文は以下の通りである。

Frederick William 5rrange (1854-89) 

英国 De、lonshire州に生まれた ElOn校 Oxtord大学を卒業1875UY'1 治8)年来 11し 東

京英語学校東京大学予備門 第一高等中学校の名教諭として英語を教える傍ら ボート

フッ トボールベースボール 各種陸上競技など欧米のあらゆる近代スポーツの紹介

と奨励に努めた 1883年先生が著した小冊子白OUldoorGall1es"はわが凶の近代スポーツ

解説書の原典となった

先生自身万能のスポーツマンでとくに先生の建議と指導のもとに創立f-iされた部色|大学

の陸上運動会ならひ、に水上運動会 (ボートレース)はわが国の 11~ も権威ある学生述動会とな

った 一高関学1301;![1年を迎えるにあたり ru本の近代スポーツの父Jと称される先生の逃
倍、を偲び偉業を後|止に伝えたい

2004(平成16)年11月1日 I'，:JI司窓会

「ー高ここにありき」の碑

駒場 Iキャンパスに「一高ここにありき」の尚1を述、工することも、 一高同窓会のたってのご

希望であり、教養学部で検討した結果、正門を入ってJeの小広場に世くことになった。除幕式

は、 多くの一高同窓会 |刻係者においでいたただき、ストレンジ先住のレリーフの !{~~.J(/~ に引き続
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いて行われた。当日は駒場博物館で開催予定の 「一高130年記念駒場の歴史展」の内覧会も行わ

れた。碑文は以下の通りである。
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第一高等学校は明治7年(1874)東京英語学校として開学東京大学予備門 第一高等中

学校を経て 明治27年(1894)本郷向ヶ岡 即ち向陵の地にて第一高等学校と称す 昭和llO

年(!935)この地!駒場に移 り lIiH日25年(1950)学制改革によ り旧制高校としての終駕を迎え

その後は東京大学教養学部にヲ|き継がれる

この間 全国より選ばれた俊秀 若き日の3年をここに学び高き志を養う また多感な

友ら と皆寄宿制自治寮の生活を共にしつつ切1瑳琢磨して 教養を深め 人は如何に生くべ

きかを真空港に採る 卒業生はいずれもこれを誇りとし 生涯 この地を智恵と正義と友情

に満ちた魂の故郷と懐う

一高の校章は柏葉と徹櫛(オリーブ)を組み合わせ ギリシャ ・ローマ神話に基づき 徽

援は文を柏は武を象徴したものである さらに柏葉と微撹の中央に fl量IJの字を配して校

旗とし 「護国旗Jと称した これらはわが一高の精神的伝統を象徴するものである

かくて一高は関学以来 良き伝統のもと二万余の有為の人材 ここに己を培い 広く各

界に於いて活躍し わが国の進運に大きく 寄与した

平成16年(2004)関学130周年に当たり かっ一高同窓会が本格的活動を終えんとするに

際し ここに貞石を留め 以って記念とする

縁あってこの地に学ぶ若人 縁あってこの陣を読む旅人 願わ くはこの仰に込められた

向陵精神を汲み 真撃な歩みに恵まれんことを

平成16年(2004)11月l日

一高同窓会理事長 三重野康撰

M!if:名 園部達自1¥ 由一



帥4~1~lftに おけるk.?院艇 {t文化附克科 教長宇部

4.男女共同参画支援施設

男女共同参画支媛施設が2004年5月に完成し、現在、東大駒場地区保育所の園舎として使用さ

れている。「東京大学男女共同参画基本計画」は、その基本方策の中で、育児等の環境技術のー

っとして「学内に保育および子育て支援施設を整備する」 としている。この男女共同参画支援

施設は駒場キャンパスにおける 「基本計画」の具体化であり 、施設の名称も これに由来してい

る。

東大駒場地区保育所は駒場キャンパス内の保育所として、 1971年以来30年余の歴史を持ち、

認可外保育所として、駒場の教職員や学生だけでなく、地域住民の子育て支援を行ってき た。

しかし、裏門脇にあった園舎の老朽化がすすみ、地震による倒壊の危険も指摘されていた。利

用者からの耐震補強の要望と男女共同参画ワーキンググループの提言が出されたのを機に保育

所の改築が学部の建築計画に組み込まれ、本施設が建設された。施設の新しい建物は、キャン

パスの東北の端、教職員コート南側に位置し、写真のよう な木造平屋で、 定員30名規械の保育

所の基準を満たす広さと構造を市1mえている。

保育所の設置者であり、かつ運営全般の責任を負う組織として、 NPO法人 「東大駒場保育の

会」が2003"1二4月に設立された。また2004年9月から保育所は東京都の認証保育所となった。(注

都は、認可外保育所のうち、面積や設備などにおいて都の示す条件を満たす施設を認iliEi呆育所

と認定し、補助金額を規定の水準まで増額する政策をとっている。認証官長育所は、規模の小さ

いB型と、規模が大きく 、かっ補助金も多いA型の二つがあるが、東大駒場地区保育所はA型と

して認定された。)利JIJの機会は、本学教職員・学生のみならず地域住民にも等しく開かれてい

る。このことは地域に開かれた大学としての役割を果たすことに加え、「男女共同参画社会形成

への笥与 J (，東京大学男女共同参画基本計画J) という意義もある。このような観点に鑑み、現

在、大学は法人に施設の無償使用を認めている。保育所が地域に開かれていることのもう一つ

の利点は自治体の認証を受けて運営費補助が受けられる こと である。東京都および目黒区から

の補助金は現在保育所運営経費の約50%を占め、運営の財政的な安定化に大きく 寄与 している。

こうして駒場キャンパスの保育所は新しい一歩を踏み出すことになったが、利用11，1込の急増と

いう予想外の事態に直面することになった。在籍園児は2005年初頭で38名、空き待ち(待機)

が20:i"，に達している。また2005年初頭の|時点て、4月からの利用の申込が21名に達しており、そ

の多くを受け入れられない恐れがあるという悩みを抱えている。

上述のように東大駒場地区保育所は学内の組織ではないが、以下にその園児定員、 l隊員数、

提供しているサービスなどをまとめておく O

関児定員は30名で、その標準11'J訳は、 0歳児3名、 l歳児6名、 2歳児6名、 3歳児5名、 4-5歳児

10名である。これに対応するl隊員の標準配置は、施設長l名、保育者7名、調理士l名およびパー

ト4名である。30名をこえる園児を受け入れる場合は、 特別に園児増員の申請を行い、保育者を

増員して対応する。また、園児の年齢分布が変わるとそれに伴って、最低限必要な保育者の数

も変化する。

提供しているサービスは、illi常費補助の対象と なる基本事業と対象外の自主事業に区分され

る。基本事業には通常保育、 上曜保育、時間外保育等のサービスがあり、自主事業には|曜日契

約保育、緊急応需保育、一時保育、放課後育成支援等がある。

保育所の詳細はウェブページ (hrrp:!/www4.ocn. ne. jp/-komab証ho/)および利用のしおり(上

記のウ ェブページからダウンロード可能)で見ることができる。
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5.駒場キャンパスマスタープラン

「駒場地区駒場Iキャンパス整備計画概要」改正について

しはじめに

東京大学では、本郷地区キャンパス、柏地区キャンパス、駒場地区キャンパスをその基幹を

なす3極として位tnづけ(，東京大学キャンパス計 llfijの概要」平成4年評議会承認)、各地区のキ
ャンパスの整備に努めてきた。

各地|メ:キャンパスの将来計画は、上司の「以京大学キャンパス計画の概要」の趣旨に則り、

その基本計画|を定める「再開発・利用計Ilhj要綱」とこの要綱に基づいて基本計 IHIjを実行に移す

ための具体的な建物の配置計凶を定める「整備計|由i概要」の2段構えの構成をとっている。

駒場地区キャンパスの「整備計Ilfij概要」に関しては、総合文化研究科・教主主学部、数理科学

研究科の位置する地|えを「駒場地区駒場 Iキャンパス」、生産技術研究所や先端科学技術研究セ

ンタ一等のある地iえを「駒場地区駒場Hキャンパス」と呼び、それぞれの独自↑生を尊重して別キ

に「整備計両概要」を策定することにしている。

駒場地!足駒場 Iキャンパスに関しては、平成ぅ"1ミに「駒場地liキャンパス flJlJ日発・整備計|由i要

綱J (以下「要1司」と略記)が策定され、平成II年に、「駒場地区駒場Iキャンパス第l次整備計

画概要J (以下「第l次整備計画概要」と略記)が策定された。

なお、「整備j;n-pllj概要」は「要綱」に基づき、概ねう年ごとに見直すこととなっている。さら

に、「第l次整備計Ilhi概要」策定後に提示された文部科学省の「緊急整備うカ年古|一IlhiJとの整合性

の確保や国立大学法人化という組織変更、これにfドう「中期計画」との整合性など、全学的に

「整備計l由i概要」の改訂の緊急性が顕在化した。そこで、駒場 Iキャンパスについても、その改

正である「駒場地|ベ駒場Iキャンパス第2次整11m百li1hj概要J (以下「第2次整備計Ilhj概要」と略記)

策定が求められた。この「第2次整備計Islj概要」は、その将来計Illifを全学の立ぶとして位置づけ

るだけでなく、)(百1;1':十学省への施設整備補助金安:}(の説明資料としても使川される重要なもの

であり、その策定が急がれた次第である。

これを受けて、「キャンパス計耐委員会」のドに組織された「駒場地区部会」は、「駒場地区

キャンパス整備計Ilhj概要策定WGJを設け、その原案作成を依頼した。このWGの主査は浅島地

区部会長(総合文化研究科長)、副査は総合文化研究科の加藤教授(キャンパス百十l由i室)が勤め

た。他の委員として、生産技術研究所から1111測助教授(キャンパス計IHlj室)と中埜助教授、総

合文化研究科から兵頭評議員(総合文化研究利・教養学部建設委員長)と高儒教授(地区部会

委員)、生端科学技術研究センターから大凶教授(地区吉1;会委員)、事務川から施設部計両課長

等が参加した。このWGにおける原案作成は、改正の基本方針を全体で検討し、その後、駒場

Iキャンパス、駒場Hキャンパスに分かれてそれぞれの案を検討し、さらに全体で調整すると

いう方法で進められた。

駒場 Iキャンパスにおける原案作成にあたっては、う年前に策定された「第l次整備可l-filIj概要」

を下敷きにWGで必要な修正を行うだけでなく、建設委員会にも諮り、総務委員会で途中経過

を報十号するなど、可能なl浪り当キャンパスの構成員の意向を尊草するよう行われたことはいう

までもないこ

なお、この原案は、平成16"f12JJに「キャンパス計Ilhj委民会・駒場地区部会」で中1:日報計さ

れ、 IliJ12月の教授会にも諮ってホ認されたコ平成17年2)Jの「駒場地区部会」で承認され、全学

の}j針となる O

2. 1"第2次整備計両概要」の要点

「幣備計画概要」は「建物整備計 IlhjJと「建物以外の怒1fJiLilllhjJから構成されるο

立)建物整備計l判(付以1'段階別施設配置図」参!日D

うイド前の「第1;欠整備計IlhjJは、改築・取り壊しを主たる手段とするスクラップアンドピルド

}j式を前提として策定されたこところが、その策定後、文書1;科学D'が提示した「緊急整備iラヵ年
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~iI' jl"jjでは、既存施設のイi効利JIJの視点から、改修を1/'心とする整備手法への変更が求められ

た。これに伴い、駒場 Iキャンパスでは、すでに3U釘i改修や川|立|書館改修、 IH制第一高等学校

IliJ窓会館改修など、「第l次格制li百1IIIJjjとは異なる形で核保jが続けられてきた。また、う号館、 8

U会館、 9号館についても改修を前促に整備計画が立てられている。その背景には、教室棟に代表

される学生が利JIJするill物の整備状況が遅れており、その対応が急がれるという事情があった。

さらには、平成18{j:のカリキユラム改正にjftJけて、教室整備の緊急性がある O もちろん、これ

らの計jl"j変更は、その都度、建設委員会や駒場地lベ部会に諮り、承認を得て進めてきたもので

ある。しかし、「第l次整備計|削」とは、必ずしも整合するものではないごそこで、本概要改正

では、上記の進行状況を組み込んで、「既存建物のぬ効利川の悦点から改築が望まれる建物につ

いても改修を先行させる」こととした。なお、改修の質と量の確保の視点から、「質の高い改修」

の必要性と「必要に応じた・部明築」を明文化している。

第2のポイントは、平成11"F勺J1.yにはなかった新しい構想を整備計両に組み込むことである。

第2段階に予定されている「後初i系生命科学研究センター」や「ヒューマン・ダイナミクス・シ

ステム研究センター」等がこれに相当する O

第3は、 IJ[凶書館の将'*構:tL!の見直しである。「第1;欠務備計l山j概要」では、同書館は第一段階

に予定された14，OOOm'に加えて、第2段階の「国際地域交流メディアセンターj 6，OOOm'を会わ

せて一体で構想、されていた。その後、第l段階の14，OOOm'のうち8，うOOm'(設備スペースを含む)

が建設され、現在にでっている。一方で、 「駒場ファカルティ・ハウス」の完成や「情報教育機」

明築の完成等により、 111rl "1際地域交流メディアセンター」と重複する機能の整理の必安性も

あって'1'身の再検討が求められた。また、本年より駒場|立|書館における部局図書館を除く部分

の運営が全学支援の対象となったこともあり、新構fJ.!の駒場|立|書館として2段階に分けて整備を

進めることとした。

また、キャンパス環境の改持の視点から、付凶には、第2グランド、テニスコートやキャンパ

ス東端のi也同辺の終備など、建物以外の空地整備も取り込んである C

最後に、誤解をさけるため、段階別施設配置について行 Fの説lリjを加える。第l段|;??の百"II"Iは、

現状においてI!iちに実施"J能なものであり、第2段階、第3段階の百十両はそれぞれ前段|併の建築

の進行に1'Fい、実施が"T能になるものである c したがって、第2段階、第3段階に配Ir{された計

[III[も、前段ド??の計P"Iがすべて尖現しなければ実施できないというものではなく、その中には前

段附の古l'ii!ljの・部が進行・尖刻すれば実施可能となり、段附が繰り上がっていくものも合まれ

ている

なお、う号館の改修については、11.成16年度補正予算で認められた。平成16年度中に着干し、平

成17年度4くまでにうと fするい

b) 建物以外の整備，¥1'il"I 

今1"/の新しい促点は、近隣城崎への配慮をIVJ文化したことである。これまでの計|由lはどちら

かといえば、学内'，M裂を優先化させた結果、周辺への配慮に欠けた嫌いがある c その結果、本

郷地区弥生キャンパスや駒場Hキャンパスでは、近隣iU己と摩擦を起こしてきたc これを踏ま

え、今111]の改正では、ili:1焼住民との共生を積板的に考l叡することとした。駒場 Iキャンパスで

は、炊事川山j/j(iJ!Ui¥対策やラグビ一場、第2グランドの砂塵防止対策をやげている。また、環境

委u 会で、の IlJ~rr命を断まえて改築・改修J1 S における「廃棄物置き場の整備」を [ljJ 文化するほか、

道路・広場におけるユニヴァーサルデザイン(バリアフリー)などを1'1'})IIしているc

3.おわりに

以/'，の;ilil"Iは、いまjr(ちに実現できるというものではなし、。その実現にあたっては、「整備計画

概要」に)，1とづいて!施設整備補助金の要求を行い、 F算を獲得するというプロセスが控えている。

'liに、 ill物以外の整備計[llIjの項11としてあげた道路・広場の計[I"Iやエネルギ一対策などにつ

いては、その共体的方法について今後とも検討を重ねていく必要がある問題も多L、。駒場 Iキ

ャンパスのマスタープラン策定は現{I:進行形である O
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付属資料1

2004(平成16)年度授業日程表

4月9日幽-7月20日附

7月21日嗣-7月31目的

8月l日(日)-8月31日附

9月l日嗣-9月3日幽

9月4日出-10月3日(EI)

10月4日間-12月24目白)

第十 3学期授業

第1・3学期試験前半

夏季休業

第1・3学期試験後半

秋季休業

第2・4学期1授業前半

12月25日(土)-平成17年1月10日(月) 冬季休業

1月11日刷-1月31日(J'j) 第2・4学期授業後半

2月1日附-2月14日間 第2・4学期試験

教養学部の授業時間

l時限 91時00分-101時30分

2時限 10時40分-12時10分

3時限 1311寺00分-14時30分

4時限 14時40分-16時10分

う時限 16時20分-17時う0分



2004 (平成16)年度志願・合格・入学状況

教養学部前期課程

試験日程 志願者 受験者 合格者 入学者 定員外 入学者総数

科類

特選第H重 国費

文科類 前期 1.277 1.113 378 378 3 382 

後期 1.079 199 43 43 

ニ類 前期 1.10う 982 332 331 3 3(J) 337 

後期 う36 178 38 38 

三類 前期 1.734 1.309 439 438 2 9 449 

後期 1.107 2ラ2 う3 ラ1

理科類 前期 2.738 2.う6う 1.043 1.038 6 14(7) 1.0う8

後期 1.968 ううl 124 119 

二類 前期 1.9う3 1，711 うOう 497 3 。 ラ00

後期 610 2うう 62 ラ9

三類 前期 489 31う 80 80 。 。 80 

後期 1うう 49 10 10 

計 前期 9.296 7.99う 2.777 2.762 Iう 29(8) 2.806 

後期 う.4うう 1.484 330 320 

定員外・国費欄の( )内は外国政府派遣・日韓共同理工系学部留学生を内数で示す。

教養学部後期課程

学科 平成16年度進学者 学士入学者等

超域文化科学科 28 

地域文化研究学科 40 

総合社会科学科 37 

基礎科学科 41 2 

広域科学科 18 

生命・認知科学科 20 

計 184 3 

大学院総合文化研究科

修士課程 博士後期課程
専攻

志願者 合格者 入学者 志願者 合格者 入学者

言語情報科学 77 27 26 60 24 23 

超域文化科学 163 40 39 62 30 29 

地域文化研究 99 40 40 61 36 34 

国際社会科学 199 .40 36 うl 26 26 

広域科学 261 122 111 81 73 72 

(生命環境科学系) (104) (48) (47) (29) (28) (27) 

(広域システム科学系) (62) (33) (28) (21) (16) (16) 

(相関基礎科学系) (9う) (4J) (36) (31) (29) (29) 

計 799 269 2う2 31う 189 184 
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H隔世料1

2005 (平成17)年度進学内定者数
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。104(0) 

。38(0) 
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6 2 4 292(6) 
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9 う3 340(9) 

4 4 19ラ(4)
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63 

D:LI韓共同理工系学部
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え内
定数学部学科
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3

63 

う

う

20 

20 

う

う

33 

33 

93(1) 

3，3う1(63) 

c:外国学校卒業学生特別選考第l種

3，351 (63) 

104(0) 

0(0) 

0(0) 

22(0) 

12(0) 

4(0) 

646(28) 

260(0) 

1 (0) 

2うう(3)

90(0) 

4(0) 

196(6) 

9ぅ(0)

1 (0) 

189(3) 

103(0) 

ラ(0)

332(9) 

7(0) 

1 (0) 

11う(4)

80(0) 

0(0) 

69(0) 

41 (0) 

0(0) 

うか 1) I 
37(0) I 
0(0) J 

2，607(63) 

728(0) 

16(0) 

3，351 (63) 

60うi去
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う91(28) 

2う9
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健康科学
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医

医

2 

40 

237(3) 

74 

4 

8 

う

4 

94う工

う4(1)

32 

161 (3) 

92 

う

4 

142くう〉

63 

18 

6 

416 文

8 

4 

287 理

4 う

18 

19 

33 

13 

42(4) 

28 

317(9) 

7 

1ラ

13 

2 

290 .. 

7 

7 

36う経済

2 

3 

6 

4 

う9

32 

2 

2 

183 教養

42(1) 

31 

14 

6 

97 教育

93(0) 

0(0) 

0(0) 

93(0) 

360(ぅ〉

189(0) 

7(0) 

うう6(ぅ〉

80 

623(9) 3ラ1(9) 

11 (0) 28(0) 

o(0) 2 (0) 

計 3，408 634(9) 381 (9) 

1. ( )は外国人留学生(定数外)で外数

2.上段:第一段階中段:第二段階下段:併志望

3. A:日本政府(文部科学省)奨学金留学生 B ・外国政府派遣留学生

fJl学生

819(33) 

3う9(0)

2(0) 

1，180(33) 

361 (7) 

141 (0) 

ぅ(0)

う07(7)

3，408 計

総

備考

薬



定員の推移 1999(平成11)年度--2004(平成16)年度
教養学部前期課程入学定員

年度
平成11 平成12 平成13 平成14 平成15 平成16

1999 2000 2001 2002 2003 2004 

文科一類 60う 60う 60う 60う 60う 41う

科|文科二類 36う 36う 36う 36う 36ラ 36う

文科三類 う00 49う 49う 48う 48う 48う

理科類 1，236 1，147 1， 147 1，147 1，147 1，147 

類|理科二類 うう7 ううl ううl ううl ううl ううl

理科三類 90 90 90 90 90 90 

言十 1，470 1，883 1，46う 1，788 1，46う 1，788 1，4うう 1，788 1，4うう 1，788 1，26ラ 1，788 

3，3う3 3，2う3 3，2う3 3，243 3，243 3，0う3

教養学部後期課程受入定員

年度
平成11 平成12 平成13 平成14 平成15 平成16

1999 2000 2001 2002 2003 2004 

起域文化科学科 20 20 20 20 20 20 

学|地域文化研究学科 3う 3う 3う 3う 3う 3う

総合社会科学科 lう 10 10 10 10 10 

基礎科学科 4う 40 40 40 40 40 

科|広域科学科 2う 20 20 20 20 20 

生命・認知科学科 20 lう lう lう lう lう

計 160 140 140 140 140 140 

大学院総合文化研究科入学定員

年度
平成11 平成12 平成13 平成14 平成15 平成16
1999 2000 2001 2002 2003 2004 

課程 修士 博士 修1: 1事1: 修士 博士 {I多土 博士 修了1.: |事1: 修士 博士

百諸情報科学 30 24 30 24 30 24 30 24 33 26 37 27 

専 超域文化科学 41 29 41 29 41 29 41 29 41 29 41 29 

地域文化研究 43 27 43 27 43 27 43 27 43 27 47 28 

国際社会科学 34 23 34 23 34 23 34 23 34 23 38 24 

広域科学* 100 61 100 61 100 61 102 62 102 62 106 63 

攻 (生命環境科学系) (38) (23) (38) (23) (38) (23) (38) (23) (38) (23) (38) (23) 
(広域システム科学系) (2う) ( 1う) (2う) (1う) (2う) (1う) (271 (16) (27) (16) (3 IJ (17) 
(相関基健科学系) (37) (23) (37) (23) (37) (23) (37) (23) (37) (23) (37) (23) 

言十 248 164 248 164 248 164 2うo 16う 2う3 167 269 171 

412 412 412 41う 420 440 

*印広域科学専攻は3系からなり，各系の入学定員は目安である O
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付柄資料l

2004 (平成16)年度クラス編成表(1年)
(2004年5月1日現在)
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理科三類

留年入学
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A:ドイツ訴既修クラス
B:ドイツ訴初修クラス
C:フランス11f既修クラス
D:フランス語初修クラス
E: Ij巾11¥再既修クラス

総計3，183名
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2004 (平成16)年度クラス編成表(2年)
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F:中国語初修クラス
G:ロシア諮初修クラス
H:スペイン語初修クラス
韓同朝鮮邦初修クラス

A:ドイツ語既修クラス
B:ドイツ語初修クラス
C:フランス詩既修クラス
D:フランスj再初修iクラス
E:中国語既修クラス

総計3，722名

3 
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研究生

総合文化研究科大学院研究生，外住l人研究生数

(2004年11月1日現在)

専攻 大学院研究生 外国人研究生 言十

百計十悩骨i科学 2 12 14 

超域文化利学 3 lo l リ

地域文化研究 4 II lう

["l[際社会利ヅ: 。 10 16 

広域科学 り 17 

元 23 号8 81 

大学院研究I[の出願資僚は，総合文化研究科修i:，i別世修了，博J:後WI課程修
了，同諜程il埼JUljil学又は同組度の学力を有するおI<:0 
外|歪l人研究作の出願資格は，外|五|絡を有し，大学を卒業又は外["1において，
学校教l'fにおける16年の諜科を修 fした者。

教養学部研究生数

(2004年11月1日現在)

後期課程 9 (このうち外1.1人3)

研究生の出版1資怖は， 4年市II大学卒業えは同程度の守:}Jをイ{する者c

(前期課程には.学部研究生制度がな~'0) 

付属官判 l
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官学生

(2004年11月1日現在)

大学院
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2 

3 2 

3 う82う3 

(1) 1 

(8) 127 う2 104 

※学部学生数の( )付数字は後期謀程学生を内数で示す。

※I匝|・地域名は*京大学概要の衣記方法に従ったO

ハリハりー
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シンポジウム

題目/使用言語

I正l際シンポジウム
「ジェノサイド研究の以前線」

ス
ル

日
-
ン
ホ

期
一
ヤ
流
刀

/
一
キ
交
ふ

場
一
場
際
例

会
一
駒
学
却

シンポジウム「私はどのように 駒場キャンパス

して専門分野を決めたか」 学際交流ホール

2004.4.23 

主なパネリスト・参加者

石川勇治(東大)井関正久(京大)育

村民之(11本学術振興会)丁目日 H。ι
mann(ベルリン大)福永美樹l子(東

大)清水明子(東京外国語大)

Susanne Heim (マックス・プランク

研究所)林博史(1拘束学院大)黒木
英充(東京外国語大)井上茂子(上智

大)川再田敦子(東大)木畑洋一(東

大)

森田朗教授(法学部)清水孝雄教授教養学部進学情報センター

(医学部)笠木伸英教授(工学部)辺

裕教授(文学部)村尾美緒助教授(JII!

学部)月:上真助教授(農学部)松井

彰彦教授(経済学部)金子邦彦教授

(教養学部)土方苑子教授(教養学

部)福山透(薬学部)

その他主催者

日本学術振興会「人文・社会科 共催:ドイツ・ヨーロッパ研究室(DESK)

学振興プロジェクト」領域nr平
税l構築に向けた知の再編J rジ

ェノサイド研究の展開J (CGS) 

21世紀COEと教養教育:教養東京大学駒場学際交流ホール

学部3COE合同新入生歓迎シン 2004.5.14 

ポジウム

「人1/1]とは何か? どう作られ

ているのか?ー細胞・類人猿-

n筏一」

環境と開発一今、何が問われて 駒場キャンパス

いるのか一 学際交流ホール

2004.6.7 

第61同子守話情報科学シンポジウ 駒場キャンパス
ム翻，沢の言語態ー翻訳の楽しみ、学際交流ホール

翻訳の苦しみ 2004.6.16 

COE r心とことば」 駒場キャンパス

JU保シンポジウム 900併教宅

fHuman EvolutionJ 2004.8.5 

ì~尚誠(東京大学，融合科学創成ス UTCP 共生のための凶際哲学交流センターCOE、心とこ

テーションCOE)長谷川寿一(東 とば:進化認知科学的展開COE、融合科学側j成ス

京大学，心とことば:進化認知科学 テーションCOEと共催

的反閲COE)門脇俊介(東京大学，

共生のための凶際交流センター

COE)司会:小林康夫(東京大学，

共生のための匝l際交流センタ-
COE) 

木村秀雄(社会人類学)丸山真人(環 総合文化研究科「人間の安全保

境人類学)幸田シャーミン(環境ジ |僚」プログラム

ヤーナリスト)奥村治延(元ニカラ

グア派遣青年海外協力隊員)永Hli字
輔(政治生態学)

日ド志防1教授，丹治愛教授，青木誠 言語情報科学専攻
之教授，湯浅博雄教授

Leslea J.Hlusko(Universiry of lIIinois at 21 世紀COEr心とことば一進

Champaign) Tim D Whi日(UCBer- 化認知l科学的展開」

keley ) 丁目suro. Matsllzawa ( Kyoto 

Univ) Saitou Naruya(National Insti-

tllte G目，etics)
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主催者

11本学術振興会「人文・干i会科
学振興プロジェクト」領域Il'千

和l構築に向けた知の再編J 'ジ

ェノサイド研究の展開J(CGS) 

超域分化科学専攻・比較

文学比較文化研究室

The Applied Communication and Technology Laboratory 

at Simon Fraser UniversiryとのJUW

UTCP 

J1;怖いお等教育フォーラム11本学術会議動物科学研究連絡

委Ll会，ティーチングキッズ，

11本動物学会

主なパネリスト・参加者

行111!fJ治(*大)山田昭次(立教大名
答教授)笠原イ九司(都留文科大)

芝健介(東京女子大)佐藤達哉(立命

館大)中窓手(青山学院大)向僑哲

哉(京大)県住真(東大)木知|洋一

(京大)

菅原克也(東大教授)大浮吉博(京大

教綬)平川祐弘(東大名誉教綬)牧

野|場rc成城大教授)梅本順子(11大
教授)小林範子天木ひと美 George

Hughes(Univers町 of Tokyo) 5usan 

Fisher (University College of the F日目r

Valley) Roy Starrs (University of 

Otago) John Clubbe<University of 
Ken【ucky) Delia LaBarre Louis 5010 

Martinel (University of Tokyo) Muriel 

DetrieCUniversity of Paris I1I) Alain 
Quella-Villeger (U niverstiy of Poitiers) 

)ean GuittcJU Libos 

Ian Angus(Simon Fraser University) An-

drew Feenberg (Simon Fraser Univer-

sity) Samir Gandesha (Simon FI剖 er

University) Larry Hickman (Southern 

IlIinois University) Alan Richardson 

(The University of British Columbia) 

John Willinsky (The University of Brit-

ish Columlヲia) 門林岳志(東京大学)

門脇俊介(東京大学)小林康夫(東

京大学)染谷昌義(東京大学)伝馬i

幸弘(東京大学)村田純一(東京大

学)

星l乙紀(日本学術会議会員，慶応大

教佼)藤以一成(文科省専門'J'()キ

ミ・ホソウメ(カリフォルニア大パ

ークリー校ローレンス科学教育研究

所刷所長)滝川洋二(国際基行教大

高校)附村和雄(京都大教授)松川

良・(京大助教授)筒井勝美(英j遊館

館長)i丙Jt.由紀[-(東大教養学部用
利2J:l'i2{I'.I!J古谷美央(東大大学[ljl

JlI! ";:系研究科博士課程2年)林h雅
(tj t[IiJ訴教師)下村博文(i'I民党副幹

事長)
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題
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駒場キャンパス

数Jlf!科学研究科大講義室

2004.9.2う

小泉八'長 Lafcadio H四 rn 没後

百年記念国際シンポジウム 'JII:
界の中のラフカディオ・ハ-

../J 

Simon Fraser University at 

Harbour Centre， Canada 

2004.9.27，28 

The Van印 uverWorkshop， 2004: 

Tcchnology， Culture and Cogni-

tlon 

話相#4キャンパス
11 -~J飢 1106教室

2004.10.9 

シンポジウム「世界の科学教育」

ヰ
瓦
時
羊
N



題目/使用言語 会場/期日 主なパネリスト・参加者 主催者 その他

ヨーロッパ中世史・国際シンポ 駒場キャンパス Maria GillSeppina Mllzzarelli (ボローニ 地域文化研究専攻 J~jm :ドイツ・ヨーロッパ研究宗(DESK)

ジウム「新しし、'l'ltt{象を求めて 数J'j!科学!iJf究科 ャ大)Francesco Fllrlan (パリ第8大)

-IJ4if文化における他1.'の生成 大成義本 1:':;111凶(京大)Michael Borgolre (ベル
-J 2004.10.10 リン・フンボルト大)Gerd A1rho仔

(ミュンスター大)Harald K1einaclト

midt(筑波大. DESK) i広野尚，ぶ(JU

大)池 1'.俊一(束大)村松真理子(点

大)付li事降(東大)

「ヨーロツノq!Y"r:とシオニズム 14サ館208~;-宅 鵜削i'Y(一橋大学教授)藤本-i)j<'1'. UTCP 

-イスラエル111]題」 2004.10.2う 稲川大"1'助教授)報告者:早尾氏紀

(11 本学術振興会特別研究員・ Jt:へ

ブライ大学トルーマン研究所中米T)I

平等WiJf究員)

「フィーンノfーグ著『筏術への 14 ~J. tll'i208 号室 Andrew Feenberg (Simon Fraser Univer- UTCP 

I IiJ~ 、』を巡って」 2004.10.28 sity) 11'( iT清隆(LiJ形大学)石原孝
て(北海道大学)河野背也(玉川大

学)

tt[本|と開発ーフィールドから見 駒場キャンパス 遠!除u(京大.HSP運営委員) '1'州 総合文化研究科 Jtjm : lDE 

えること 13--~J白ifi1313教室 i故(東大宰川康幸(東大)野上裕生 「人[HJの安全保障」プログラム

2004.10.30 (日本貿易振興機構アジア経済研究

f~í' ，)iJr 飢 J!~{i)[究センター)村 L'.!\'J
( 11本貿易振興機構アジア経済研究

所新jJJi域研究センター)

fJUIJ4[災"'1:思危lの対話」 JU京大学駒場ファカルテイ {斤ノ守本}J (東京大学)Heinrich von UTCI' 

ハウスセミナ一室 Sraden (Insritllte for Advanced Stlldy， 

2004.11.8 Princeron) Ki Che Angela Lellng (梁

Jvt;:;) (Academica Si即日&Narional 
Tsing-hlla University， Taiwan)小松's.

彦(東京海洋大学)憤蒼健(東京.f'1!

科大学)市野川容孝(東京大学) }JII 

)J:事J貯1=.(ll'.fii1111大学)司会:j，'日本折i
，;J (JU京大学)

CGsl"l~ff シンポジウム 駒.tJ)iキャンパス 川 f~' 川敦子(京大)中井和夫(京大) H本学術振興会「人文・社会科 共催:地域文化研究専攻
「ヤ利l構築と地域研究」 学際交流ホール イilll的治(来大) ?振興プロジェクト」領域II'、Î

2004.12.04 和十品築に[I'Jけた知の再編j，ジ

ェノサイド市df究の展開j(CC;S) 

11申i!t・9長史ノイ庁'γワークシヨソ 車tll"1ソウル延|世大学人文科学 自ノkJ:;';(延W:大学)金銭111(((緯[''1伊11 UTCP 延111:大学人文科学研究所と共催

プ liJf究所 ?大ヴ:)字 l7U員(延世大学)朴I~J林

'["1家総}J・記憶.n!f民地主義 2004.12.9，10 (延Ilt大学)鄭銭柏(成均R11大?).1ヒ
"f~'j 川JUI(点京大学)金泰一美(東京大

学)向指骨折哉(東京大学)中品|符j'!)

( JUl;(}.':ヴ・)7:f本久雄(:JUJic大?)



その他主催者

ドイツ・ヨーロッパ研究集

(DESK) 

UTCP 

主なパネリスト・参加者

!資川功(!u大) <j'村氏雄(東大)柴

立弘(京大)小森田秋犬(東大) 1. 
11;{良r(フェリス女学院大， DESK) 
本畑作ー(東大)本井裕一(京大)

litr川英樹(立教大学文学部フランス
文学科教綬)大i事真幸(京都大学人
IliJ'環境学研究科助教授)M'I!H'r也
(玉川大学文学部人間科学科助教段)

鈴木t'(之 (UTCP)荒谷大輔 (UTCl')
染谷ハ義(uTCP) 千葉雅也(!U:J;(

大学大学院総合文化研究科博 L諜
rn、1-:1，"1"1:(東京大学大学|史学際'h'i
隊学府博l:課程)横山太郎(東京大

学大学院総合文化研究科助手) I"JH 
17;-史 (UTCP)竹峰義和 (UTCI'

wJ~(大学大学院総合文化研究科 t'，9 1: 
深紅)御|利生涼 f(uTCP !U京大
学大学院総介文化研究科博 u別世)
，iJ会:小林康夫 (UTCl'拠点リーダ
- !U京大学大学院総合文化研究干|

数段)

--k本文た 1:(束j;C大学)
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ル
パ
一

日
-
ン
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l

期
一
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日
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一
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題目/使用言語

DESKシンポジウム

市民から視た拡大EU

12-~J釘\1 22う号電

2004，12.11 

「身体の思考・感覚の論理」

後採 UTCPその他

UTCP 

Sociere Francais des Erudes Ja 

ponaise， Centre Europeen d'Erudes 

Japonaiscs d刈sace， Deparrment 

d'F.rudes Japonaises de l'Universite 

Marc sloch de Srrasbourg 

UTCP 

UTCI' 

組敦~': (北京大予)

今)1ー知 11:(東京大学)

フランス、ストラスフ守一ル・マ

ルク・ブロシュ大学て(ストラス

ブール)及びアルザス・日本側

究ヨーロッパセンター(コルマ

ール)

2004，12.17-19 

14り自!fi208号室

2004.12.22 

14りぬii208号室
2004.12，22 

14りf詩:i208号室
2004.12.1(， 

「停における他者と死者 『Ilfi
りえなl'ことを』をどう2寄るカリ

Sixieme Colloque de la Sociere 

h‘lllcais des Etudes Japonaise 

「科学と科学東西思想の交流

の観点から」

Between Being and Becoming: 

The Beginning of Metaphysics and 

Science 

「知的)，I，jt半:20世紀初年代の<1'
1.1における「科学と街学論争JJ

UTCP JM1N (北京大学)佐今本力(!U京大
学)

il:元彪(北京大学) 1刊本拓百J(東京

大学)

14サ館208号室

2004.12.22 

14サ命'(208号室

2004.12.22 

=
E叫
開
講
凶

UTCP The Modern China's Intellectllal 

Response ro the lmpact of Wes日rn

Science in the way of Du Ya-qllan 



題目/使用言語 会場/期日 主なパネリスト・参加者 主催者 その他

DESKI"I際シンポジウム 駒場キャンパス Gerhard Schepers (国際基督教大) ドイツ・ヨーロッパ研究室

「神話と|五l家政治」 数理科学研究科 Harald Kleinschmidt (筑波大・ DESK) (DESK) 

大講義室 Dirk Lueddecke (ミュンヘン大)Hart-

2004.12.27 mut Behr (筑波大)Clemens Kau正

mann (エアランゲン大)白井降ー

郎 (DESK述'~S'委H 長)

シンポジウム 駒場キャンパス 星JC紀(F!本学術会議会員，慶応大 日本学術会議動物科学研究連絡 共催:高等教育フォーラム

「世界の科学教育」 13号館1313教室 教授)筒井勝美(英進館館長)北原 委員会，ティーチングキッズ，

2005.1.8 和夫(日本学術会議会只，国際法督 日本動物学会

教大教授) 1河村和維(京都大教授)波

辺正(東大教授)松田良一(東大助教

授)樵康行(同立教育政策研究所社

会教育実践研究センター長)山川和l

(ジャパンGEMSセンタ一事務 1;1)

長)i筒井由紀子(東大教養学部理科2
類2年)古谷美央(東大大学院医学系

研究科博 I:;~程 1iド)林万雅(中国語

教r.，Ii)下村博文(衆議院議員)立花

隆(評論家)黒田玲子(東大教授)

tfi 12いl身体巡動科学シンポジウ 駒場キャンパス 石井町方(ll=.命環境科学系)村越隆 生命環境科学系・身体連動科学
ム r21t吐紀を支える科学・技術 数理科学研究科 之(生命環境科学系)金久博1I{j(生命研究室

と身体」 大講義室 環境科学系)工藤和俊(生命環境科

200ラ.1.22 学系)吉川弘之(産業技術総合研究

所:fIR事長/忌東京大学総長)加藤道

夫(広域システム科学系)小体康夫

(超域文化科学)跡見順子(生命環境

科学系)



講演会

主催者題目/使用言語 会場/期日

The Cr四日onof a Single Market (1987-1992) 8"~j-宣n306}J "Ì~
and the Need for Economic and Social Cohe-2004.1.20 
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講師

DESK 

ドイツ・ヨーロッパ研究室

Laurenr Van Depoele 

UTCP 

UTCP 

UTCP 

表象文化論研究本と JtHiUUTCP

UTCP 

UTCP 

UTCP 

アメリカ太平洋地域初l究センター

アメリカ太平洋地域研究センター

Bodily Experience berween Selfhood and Oth-14号館208サ索

erness 2004.4.う

ヘレニズム思潮と感情論 8号館411B教室

2004.4.13，20，27，5.11，2う，

61，8，1う，22，7.6，s

Die emorIonale rrau II吋 der 町 rnunftige 14号食i{706-~J-~

Mann? Die AfDとkteund der Logos in ihrer 2004.7.6 

Zuordnung zu den Geschlechtern in der Anrike 

Ein Kapitel historischer l'sycho-Iogie 

Picturing the Body From Anatomy ro Biotech 8 号館419~Jーネ

Art 2004.4.21 

現代巾同思似における ~c'憶と JK、去 14号館708 り引

2004.う14，18，20，2う，27

14号館303号室

2004.6.2，9，16，23，30，7.7， 

14 

101号館側修*-

2004.6.4 

The Response to American Affl uence at the 14号館会議本

End of the 20th Cenrury 2004.6.4 
正三一五
";/'ζ口口

‘Go Safely': The Cωnrry MllSic indllstry Re-14号館会:議本

sponds to Rural AIDS 2004.6.11 

英語

Rllhr-Universitat Bochum Bernhard Waldenfels 

U niversitat Augsburg 

Universitat Augsburg 

l'etra von Gemunden 

Petra von Gemunden 

Universite Paris VIII Manllela de Barros 

11中数学文化交流史

EHESS 

rlqlili青1jI:大学:

J oel Thoraval 

i:↓G中:舛

Realite et ordre chez Leibniz et Diderot 1'11111.謡大学

Mary Hllggins Gamble Professor of Amerikan Srudies， 

Smith College 

CJairc Fallvergue 

Daniel Horowitz 

King's College，Universiry of London John Howard 

UTCP 

UTCP 

l凶4 号節飯館[江í7河08~号jナ卒与

2004.6.11 

An alternative model of our relation to 【he14c号f社1¥708りーヰ{
world 2004.6.18 

Realism 14号品目'i70S~J'本

2004.6.2う

14号宣fi708-tj.室

2004.6.29 

The Mediarional model and irs limits McGill Universiry/Northwestern Universiry 

tJniversiry of Californ旧 atBerkeley 

McGill Universiry/Northwesrern Universiry 

LJniversity of California at Berkeleγ 

McGill University/Northwesrern University 

Universiry of California ar Berkeley 

McGill Universiry/Northwestern University 

Unive目iryof California at Berkeleγ 

Charles T aylor 

Hllbcrt D陀yfus

Charles T aylor 

Hubert Dreyfus 

Charles Taylor 

Hubert Dre向s

Charles T aylor 

Hllbert Dre凶lS

4
4
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UTCP Personal and Culrllral Relevance 
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講師 題目/使用言語 会場/期日

ノ々ンセ究研域地
堂
γ平太カ

者
一
リ

催
一
メ

主
一
ア

-
O
∞
 

所属機関/職

Marita Srurken Universiry of Southern California 

/Professor 

Media and Trauma: Contesting the Space of 14号館会議室

Grollnd Zero in New York 2004.6.16 

英語

アメリカ太平洋地域研究センターA1len Forte Battell Professor of the Theory of MlISic， Yale Universiry Classic American POPlllar Songs of the Golden 14号館会議室

Era: 2004.6.18 

192ラ凶19うO

英語

歴史・法・暴力一近代日韓関係史における 13号館1311/1321号室 UTCP 

法と暴力 2004.6.24・2幻 .1，2，8，9

Age of Globaliz前 ion: beyond hisrorical dis-学際交流ホール UTCP 

P叫tes 2004.7.1う

Taking Possession: Caribbean Imagination and 14号館会議室 アメリカ太平洋地域研究センター

Caribbean Space 2004.6.30 

李泰銀 ソウル国立大学教授

4邑泰銭 ソウル国立大学

Laurence Breiner Professor，Department of English， Boston U niversiry 

英語

Overcoming Representationalism: Retrievingキヤンノfス・ファカル UTCP 

Realism テイハウス・セミナー

家

2004.7.1 

学際交流ホール
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McGill Universiry/Northwestern University 

Universiry of California at Berkeley 

j回 n-ClalldeLebensztejn Universite Paris 1 Parergon et maniとres

2004.7.8 

UTCP 

Lon Kurashige U niversiry of Sourhern California， Associate Professor of アジア系アメリカ研究史にむけて 14号館会議室 アメリカ太平洋地域研究センター

History， American Srudies and Ethniciry， Affiliate， 2004.7.12 

アメリカ太平洋地域研究センター

SOllthern California Srudies Center 

Lallra Hein Associate Professor of ]apanese History， History Depart- Social Scientists vs ，Bureallcrats A Di仔erent14号館会議室

ment， Northwestern Universiry Japanese-American A11iance in Occupied ]apan 2004.7.23 

英dit

スーダンで今，何が起きているか 学際交流ホール栗田禎子

栗本英世

千葉大学

大阪大学 2004.8.2う

Mathiell Marion Operations and Thoughts in the Trac岡山s14号館706号室

Logico-Philosophiclls 2004.9.1ラ

Logic and Arithmetic in the T ractarus Logico-14号館706号室

Philosophiclls and the role of operations 2004.9.16 

L'Universite POPlllaire de Philosophie: Une A1-8号館419号本

ternative U nivers印刷re 2004.10.8 

Universite dll QlI 

Mathiell Marion Universite dll QlIebec a Montreal 

Michel Onfray Universite POPlllaire de Caen 

アメリカ太平洋地域研究センターEstell Freedman Edgar E.Robinson Professor in U.S.History， Stanford No Turning Back: The History of Feminism 14号館会議室

Universiry and the Future ofWomen 2004.10.13 

英日!?

DESK 

ドイツ・ヨーロッパ研究室

UTCP 

UTCP 

表象文化論研究室と共催IUTCP

Beatrice Didier Le mythe li目的i陀 etl'opera en ElIrope des Lu-10号t正1301号室
miとresall romantisme 2004.10.25 

"'-1止都，Iiにおける暦史記述と断史のfAI永 学際交流ホール
2004.11.6 

Eεole Nolmale Superieure 

Peter J ohanek Munster Universitat 

教養学科地域文化研究学科フランス文

化と共flii/UTCP

UTCP 



主催者題目/使用言語

英語による教会史セミナー

所属機関/職翻
一
同 UTCP 

UTCP 

Munster Universitat 

Munster Universitar 民間Johanel三

教養学部

美術博物館

駒場友の会

総合文化研究科言語情報科学専攻と共

{佳IUTCP

UTCP 

Glorious Ichiko -遺産とその継承~

Munster Universitat 

東京大学E大学院総合文化研究科

講師

Perer Johanek 

拓司岡本

UTCP 

UTCP 

UTCP 

DESK 

ドイツ・ヨーロッパ研究室

HSP: I人間の安全保障」プログラム

DESK:ドイツ・ヨーロッパ研究室

IDE-JETRO : tl本貿易振興機構
アジア経済研究所

U ne deconstruction du dehors， 0岨 comment10号館301号室

印 ncevoirle dia10gue entre les cultures? 2004.11.22 

Me叩 ing，Reference，四dIntentionality 14号館706号室

2004.11.2ラ

Islam and rhe Wesr: The Relevance of Conf1ict 3号館121号室

for Democracy 2004.11.26 

Personal Ident町 andGroup Idenrity 3号tiiil21サ室

2004.11.26 

駒場ファカルティーハ

ウス内セミナ一室

2004.12.1 

駒場ファカルティーハ

ウス内セミナ一室

2004.12.6 

Universite Paris VII F rancois J ullien 

Columbia University Akeel Bilgrami 

Columbia University Akeel Bilgrami 

産業廃棄物の処理一欧州学術政策の課題

英語

Columbia University 

ハレ=ウッテンベルク大学教授

会場/期日

2号館308会議室

2004.11.8，10，1う，29

都会とシトー会女子修道院研究計画jの展 l号館1ラ8教室

望 2004.11.17

君主の入市儀礼一国政史の一要素として l号館162教室

2004.11.26 

学際交流ホール

2004.11.13 

Carol Rovane 

Perer Wy'口sk

東欧の移行経済と直接投資明治学院大学望阿部

UTCP Coun目白cruals，and Inregrarion 10号館301号室

Compression and Emergent Srruc-2004.12.6・7
Metaphor， 

Networks: 

[ure 

University of Ca1ifornia ar San Diego Gilles Fauconnier 

UTCP 

アメリカ太平洋地域研究センター

Does Kuhn apply ro Medicine? -The Semmel-14号館208号室

weis Case- 2004.12.9 

Rethinking the Metanarrative of Sa1em Wirch-14号館会議室

cra氏 2004.12.14
英ヨ五
日口

University College of London Dona1d Gillies 

-
4
E
諸
君
H

Maty Donlon A1ger Professor of American Hisrory， De-

partment of Hisroty ，Cornell University 

Robert Procror 

UTCP 

UTCP 

AcI削lean Enigma: How Lower Pa1eolithic 14号館208号室

‘Handaxes' Became puzzling ifi Pa1aeolithic Ar-2004.12.17 

chaeology 

The Cigarerte in Global Lung Hisroty: How 16号館827号室

Marches， Mechanization and Mass Marketing 2004.12.20 

led ro Mass Dearh and Deception 

Stanford U niversity 

Stanford University 

Mary Beth Norton 

Robert Procror 



学外からの評価

受賞など

総合文化研究科

氏名 賞の名称 年月日

神崎素樹 東京体育学賞 2004.3.7 

蜂巣泉 第81"1林忠l'叫11賞(11本天文学会) 2004.3.23 

今橋映子 第3回島凹謹二記念学芸賞 2004.4.4 

2004年度日本写真協会賞学芸賞 2004.6.1 

1'-井村雄 2003年度論文賞 (11本ソフトウェア科学会) 2004.6.9 

J't;j;j青 Medal of Excellence A ward (技術経営国際会議) 2004.8.3 

伊藤冗己 Journal of Plant Research. Best Paper Award 2004 (日本植物学会) 2004.9.11 

腕松毅 、1>:成16年度優秀論文賞(日本社会情報学会) 2004.9.16 

玉井哲雄 大川出版賞(大川情報通信財l叶) 2004.11.2ラ

黒田玲子 第4回山崎貞一賞 2004.11.29 

永井淳一 日本認知l科学会奨励論文賞 2004.12.11 

数理科学研究科

氏名 賞の名称 年月日

儀我美一 第201"1井上学術賞(井上科学振興財団) 2004.2.4 

稲葉寿 第9回11本人口学会学会賞(11本人口学会) 2004.6.11 



科学研究費補助金2004 (平成16)年度

-
4
E
岸
章
N

配分額(千円)

32，900 

22，000 

1， 300 

15，200 

32，000 

8，800 

11，800 

3，200 

11， 100 

1， 900 

3， 700 

2，500 

2，400 

1， 800 

1， 000 

6，500 

15，500 

3，000 

1， 800 

2，800 

2，000 

2， 100 

2，800 

3，000 

3，600 

2，100 

8，100 

10，200 

6，500 

9，600 

8，400 

研究課題目

マルチエージェント・シミュレータによる社会秩序変動の研究

半導体量子構造の平衡・非'1z倹J屯(-ダイナミクスの解明と量子制御

超弦環論の時空構造と対称性

アミロイド前駆体セクレターゼi百1"1:をモジュレートする分fによる治療薬の開発

信頼刊の高いコンポーネント技術の研究

DNAコンビュータによるSNPsおよび遺伝子発現解析法の|制発

光機能性分子組織体の構築と界1M物件制御材料への展開

分 fの光誘起状態の生成条f'1と'Itnの角1'1lifi

文化資源の生成と利ItJ

モンテカルロ法による複線情報処珂系の研究

ITを活用した生徒とJ'i然のふれあし、を媒介する教師のための教材の製f'1

刷物でのRNA情報の移行および党現制御

水素結合組織体におけるプロトン移動フォトクロミズム

i11- 大-li大質量ブラックホールの形成に閲する恒星系}J学からみた統 的理解の構築

山述[n[転する大質量以の民力崩壊にj'ドうブラックホールとディスクからなる系の形成

rUE縮された有機導体の構造と屯f-状態
fi機力!fi機複合型スピン分極ナノ枕{-

筋強i立性ジストロフィーの分子機構解Ilfj

幕末における洋式海事技術関係芹・翻訳書の所在調査と総合日録の作成

介体するコンパク卜連星からの玖JJi皮に対する数値一般相対論的研'先

ホモアリル型アルコールの触媒的不斤エポキシ化反応の機構解19jと述!支論的光学分割j

スピンクロスオーバー釘体と導電1''1:有機分子による多重機能性ヘテロ分{-集合体の開発

金属微粒子を媒体とした液体Ijlのマイクロプラズマ生成と制御

セミインタクト細胞を用いたVero毒素の輸送・毒性発現機械のnJ制化解析

立体構造から採るフェレドキシン依作性循環電子伝達でのチトクロムb6f複合体の役割

配位空間を活用したヘテロ分f集合体の構築と特異な光・仮ょ気中[[来効果の創11¥

ミオシンナノシステムによる細胞内情報制御l

カンパニア都市とヴイツラ集務をめぐる社会史的研究

地中海世界における社会変動と識't本

似雄市Ij社会における拘束型労働の実践と記憶ならびに制度l王、1'1化の含説

211!t紀の大学における教養英語教育の可能性の研究

職

教授

教授

教授

教授

教授

教授

助教授

助教授

教授

助教授

教綬

助教授

助教授

助T

助教授

教授

教授

助手

教授

助教授

助教授

助手

助教授

教授

助教授

教綬

教J受

教授

教授

教授

教授

研究代表者

山影進

小宵山進

米谷民明

石浦章一

E井背雄

陶山明

瀬川浩司

染[J1青彦

山下晋司

縞島孝治

兵頭俊夫

U主漫雄一郎

小川校一郎

船渡 |湯子

柴川大

鹿児品誠一

行原正

i'it川昇

安達裕之

柴田大

l'e中篤

緩本真哉

真船文隆

村田昌之

栗栖 i原嗣

小島憲道

須藤利l夫

本村凌二

本村凌二

高橋均

鈴木英夫

研究種目

学術創成

特別推進

特定領域

特定領域

特定領域

特定領域

特定領域

特定~Jけ成

特定領域

特定領域

特定f.ii域

特定領域

特定領域

~~，;どj;('[.M\

特定領域

特定領域

特定認U!%

特定領域

特定領域

特定領域

特定領域

特定領域

特定領域

特定領域

特定領域

特定領域

特定領域

特定領域

基幣A

基盤A

基盤A

25 

26 

27 

28 

29 

30 

10 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

22 

23 

24 

12 

13 

14 

31 

21 

II 

5 

6 

7 

8 

9 

2 

3 

4 



研究種目 研究代表者 職 研究課題目 配分額(千円)

32 基盤A 鹿児島誠一 教授 一軸性圧縮による有機超伝導体の電子状態制御 11，100 

33 基盤A 小林寛道 教授 体幹深部筋力強化トレーニングマシンシステムの開発・ l，c;JIj 6，500 

34 基盤A 能主査路 雅子 教授 アジアにおけるアメリカ文化外交の展開と変容 10，600 

35 基盤A 若林 JEJ.: 教授 脱制民地化諸地域における政治と思想11本植民地主義と肉欧植民地主義の比較と国際環境 12，200 

36 基盤A 松岡心平 教授 近世における脊曲と演劇テクストの総合比較研究 5，600 

37 恭般A 大淳子7博 教授 近代束アジアにおける巽文化要素の異化と同化 7，300 

38 基盤A i~1井大三郎 教授 アジア系アメリカ人の越境と文化混合に関する比較研究 8，500 

39 1，1;盤A 13井寿夫 助教授 連続発振!京[-レーザーの開発およびその諸特性の研究 12，000 

40 基盤A 高塚和Ix. 教授 分子量子ダイナミクスの基礎理論と応)IJ 14.100 

41 基盤A 馬i則一誠 教授 細胞質分裂における収縮環形成のメカニズム 16.100 

42 基盤A 植田一博 助教授 読 "1f t:の熟達化プロセスの解I~J とその教育への応JIJ 29.300 

43 基盤A 古岡元夫 教授 グローパリゼーション Fにおける地域形成と地域述関に関する比較研究 7.700 

44 基盤A 斉藤文子 助教授 新しい情報技術を利用したオープンリソース期スペイン布教育標準の構築 10.100 

45 基盤A 兵頭俊夫 教授 ポジトロニウム 原子・分子相互作用の研究 9.700 

46 基盤A 磯崎行雄 教授 古生代末2段階大量絶滅の研究 :G-L境界とP-T境界事件 25.900 

47 基盤A 木村秀雄 教授 南米アンデス山地とアマゾン低地の社会文化的相互関係の人類学的研究 6.400 

48 基盤B S Hones 助教授 19iH:紀末英米文学における都市の表象に関する新歴史主義的研究 2.400 

49 基盤B 松井哲男 教授 クオーク・グルオンプラズマと超相対論的l原子核衝突のJI1!論的研究 1.400 

50 基盤B 上村慎治 助教授 精密マイクロフロー解析による微小生物遊泳機序の研究 2.200 

51 基盤B 杉橋 |場一 教授 芸術作品のインタラクティヴイティに関する総合的研究 3.000 

52 基盤B 山本泰 教授 現代日本における公共性の実践 2.900 

53 基盤B 石井洋二郎 教授 フランス第二帝政下における都市の変容と文学・芸術 1.100 

54 棋盤B ~I:越j((樹 教授 東アジア諸31tのカテゴリー化と文法化に|刻する刻!!'技研究ー多様性から持過性へ 3.200 

55 基盤B 恒川恵市 教授 民主主義体制定着の条件に関する比較研究 2.900 

56 基盤B 前回京削 助教授 ショットノイズ測定による強相関物質の電荷素励起の研究 2.700 

57 法盤B 氷上忍 教授 ランダム行列則論でのユニパーサリティーと量子カオス 3.000 

58 基盤B 小川佳一郎 助教授 有機結品の蛍光サーモクロミズム 1， 500 

59 主主維B 加藤恒11日 助教授 大規模テキストを対象とした質問応答技術の高度化に関する研'先 3.100 

60 J，~盤B 中西微 教授 経済発展過科における社会変符:親族制度と社会a附刊のいl際比較 2.700 

61 基盤B 丸山点人 教授 カナダにおける日本の海外山ー接投資と地域通貨 2. 100 

62 基盤B 嶋田正和 教授 マメ科植物とその寄生/共生生物の系統対応から見た共進化過秤.の解明 3.900 

6:3 基盤B IJrJ --)2 助教授 り ]'-1111相 IÎ.作川における2例体)Jì~活動 l ， iJII.y計jl[lJ とその}J学系シミュレーションモデル 5.400 

64 基盤B 跡見 )IIIH- 教授 LT強度の運動が心身の健康によい理[11を明らかにする 7.900 

65 基盤B 陶111 I~J 教授 自律引分子計算機のためのへアピンDNA分子デバイスに関する研究 3.700 

66 j主税B 1f，:膝良IVJ 教授 日本における「うた」の総介的研究 そのフュージョンとアイデンティティーをめぐって 4.000 

67 基盤B ロパートキャンベル 助教授 文明開化における教.lJ11と文学の総合比較研究 2.500 

68 J，~盤B 山本 !と自11 教授 18t1t紀後半以降のイギリスにおけるイングリッシュネス概念の牛J戊に関する文化研究 3.700 



配分額(千円)

2.700 

1， 600 

2.800 

2.900 

3.800 

5.600 

3.100 

7.300 

4.900 

4.500 

6.100 

9.300 

3.400 

5.700 

5. 100 

3.700 

3.700 

3.900 

3.500 

8.600 

7.800 

7.100 

5.700 

4.000 

7.100 

10.000 

4.700 

500 

600 

700 

1.100 

1.000 

700 
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川
一
柳
一
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研究課題目

幕末明治期における漢詩文系作文書の総合的研究

比較芸術論の新たな構築一文学と視覚芸術の相関に関する総合的研究

クラスターを媒体とする新規な負イオン化学の開拓

陽イオン性ボランシグマ錯体の合成とホウ素 水素結合の不均等解裂に関する研究

スピンと電荷の相乗効果による動的スピンクロスオーバー現象とその多重機能性の開発

ゲノム比較に基づくシアノバクテリアとプラスチドの進化に関する研究

無融合種子生殖種における遺伝的多様性獲得機構の解析

組換えダイニンの迷動特性計iRUに基づいたAAA型モータ一作動機構の解明

スリランカ乾燥地帯における大型野生動物の行動生態学的研究 分子生態から保全まで

情報通信技術が経済構造へ与える影響に関する定量的分析

心理的変動が運動スキルに及ぼす影響に関する脳神経科学的研究

運動・トレーニングによる筋肥大の機構:血流制限モデル系を用いた研究

現代舞台芸術の映像資料デジタル・アーカイヴ構築に向けて

翻訳の言語態一言語論的視点と文化論的視点から

東アジア近代文学における対欧米意識と材Ih認識

香港におけるレテラシーの変遷と変異に関する社会言語学的研究

音声英語コミュニケーションにおける相互作用研究ー伝達能力とストラテジーの関係

バルカン諸国暦史教科書の比較研究

趨弦理論に基づく量子重力統一理論の構築

低速多似tiイオンによる表1M吸着版fの無損傷超高感度元素分析と構造解析

ナノポーラス物質を基盤とするメタセシス触媒の創製

北米産ネパダオオシロアリの日本への侵入に伴う社会生態及び遺伝的変異性の変化

シアノバクテリアの新規光受容体と光応答系の機能・構造解析

「コミュニティ・エフェクト」を明らかにするオンチップー細胞計測解析技術の開発

AAA型分子モーターダイニンの作動メカニズム

ウイルス細胞移行にかかわる複合体VMCの分子解析

ニュージーランドにおける植物の適応放散的種分化の解析

民族創生の臨界点

現代哲学および現代人間科学に対するハイデガー哲学の意義の解明

表象の種類とその認知機能に関する相互作m主義的観点からの研究
「自己理解」と現代の身体文化一脱身体化社会についての哲学的研究

語形成に関わる心的・脳内メカニズムについての理論的・実証的研究

国際法の囲内適用 国内適用可能性の概念を中心として

比較ジェノサイド研究 第二次世界大戦下ヨーロッパの事例から

三層量子ホール系の基底状態に関する研究

多数のキューピットをもっ量子計算機のデイコヒーレンス

前提に関する計算論理学的研究
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研究代表者

斎藤希史

今橋映子

永田敬

河野泰朗

小島憲道

佐藤直樹

伊藤元己

須藤和夫

長谷川護一

庚松毅

大築立志

石井直方

jnr合祥一郎

湯浅博雄

'，'f原克也

市川雅之

|判秀夫

柴立弘

米谷氏I~J

小牧耐f--郎

1毛中篤

松本忠夫

池内昌彦

安田賢二

豊島陽子

波遁雄一郎

伊藤元己

石橋純

門脇俊介

信原幸弘

北川束子
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石田勇治
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清水明
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研究種目 研究代表者 職 研究課題目 配分額(千円)

106 法盤C 藤垣総子 助教授 学際研究分野における研究テーマ発展ダイナミクスの数抗的分析と理論的検討 1， 000 

107 基盤C }'t:j)j 内 教授 学際的研究チームにおける員Jf:先開発支援システムの研究 800 

108 基盤C 川合主{ 教授 詰j精度な状況詳細機能の1']動学習の研究 1.100 

109 基盤C 中村政隆 助教授 メタ戦略を樹形探索に!日いた高速な系統樹構築ソフトの閥発とその実用化 900 

110 )~椴C 111m 茂 助教授 肝臓の竹格筋肥大に対する役割一什格筋肥大機構の新たな民間一 2.200 

1ll 基盤C 鈴木賢次郎 教J受 I"J転Ilhj像をJIJいた心的切断テスト 1， 800 

112 基盤C 村田純一 教授 知識と実践一知識論における「実践論的転回」の意義と射程 1， 000 

113 基盤C I:JIII' 純 助教授 イメージ分析における形態学的Jh1:，の忠恕史的研究 800 

114 基盤C 内野儀 助教授 グローパリゼーションl時代における現代アメリカ演劇の比較演劇学的研究 800 

115 基盤C 松村剛 助教授 中世フランス語版ジャン・プレット『典礼大全』の言語地理学的・文献学的諮蒙研究 1， 100 

116 法機C I:JiIH 康成 教授 アングロサクソン文化を構成する「他符」に関する表象文化論的考察 1， 500 

117 基盤C 林文代 教授 英米における文学・言語・メディア教育の比較研究 1， 000 

118 基盤C 宵下志;印j 教授 1911t紀後半のフランスにおける小説の受符に関する、文化史的研究 700 

119 基盤C 川中 fiIi- 助教授 最適性JII!論に法づく日英語アクセント体系の共時変異と通l時変化に|期する統合モデル研究 700 

120 基盤C 丹野義彦 助教授 妄1Uの発生のメカニズムと心理学的介入についての実証的研究 1.100 

121 基盤C k野宗孝 助手 宇宙における超微弱光検出用赤外線検出器の開発 1.100 

122 基盤C 胤111]羊ー・ 教授 超弦~I!論と MJlI!論における非摂動的ダイナミックスの研究 1.000 

123 基盤C 凶場敦夫 助教授 量子群と離散可積分系 600 

124 基盤C 金久博IIH 助教授 発育期における筋腿複合体の形状と機能に関する研究 2.4∞ 
125 J~盤C rr本久雄 教授 へプライ的存イ1:・ハーヤー論を基盤とした「アウシュヴイツツ以後」の新倫舟.学の構築 1， 100 

126 基盤C 今井知正 教授 哲学的自然主義の再検討 2.000 

127 基盤C 山本規 教授 友愛の哲学 アリストテレス研究 1， 700 

128 )~盤C 'fi:西信一 助教授 古典主義絵11同月!論の射程一近111:アカデミー的絵Illij論(特にデュフレノワ)の受谷と変符 1， 300 

129 基盤C 川中子義勝 教授 ドイツ近代文学における「予型論」の系譜 1.100 

130 碁盤C 上田博人 教授 スペイン語語z挺バリエーションに関する調査とデータベース化 500 

131 基盤C 池上俊一 教授 ヨーロッパの".世の背風景 1， 900 

132 基盤C 荒井良雄 教授 インターネット・携椛電話による地域情報発信に関する地理学的研究 1， 400 

133 基盤C 遠藤貢 助教授 アフリカ諸岡における「民主化」の帰結:その批判的再検討 900 

134 基盤C 木下11トー!と 助教授 朝鮮'1~ぬから見た北京アジア 1.1際秩序:その形成と変動力学に関する再検討 1.300 

135 基盤C 石井 191 教授 1970年代初期のRn政治関係に関する研究 800 

136 基盤C 市城佳子 教授 エイズ治療薬製造に関する国際制度、国家、企業、 NGOII日の合意形成過程の研究 700 

137 }~椴C 勝巣 }比 助教授 IaJW超新Jltの進化経路および爆発メカニズムの解191 900 

138 基盤C 江里口良治 教授 強磁場を伴う紬対称、l"l!j!i;星の、!と衡状態とその安定性解析を行うための数値計算法の開発 2.700 

139 主主盤C 。.:4 真一 助教授 小さな非平衡系における揺らぎ、応答、熱力学 900 

140 基盤C 小MIEJ~ 助教授 力学系としてのマントルの相l転移と地球の進化:太古代・原生代境界への応!日 2.200 

141 基盤C 村田滋 助教授 脂質二分f-般を反応場とする光誘起電 f移動反応の機構と高効率化に関する研究 1， 800 

142 基盤C 嶋田 IE布l 教授 学宵行動からf同体数ダイナミクスを経て共進化に至る3者関係:実験・モデル解析 2.800 
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700 
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研究課題目

光合成装置のアセブリーおよび安定化におけるホスファチジルグリセロールの機能

総葉体形成における光依存1"1プロトクロロフイリド還元酵素アイソザイムの生環機能解析

カラーインクジェットプリンターによる成長l対子アレイの作製

日J，'iJi皮電磁場・強磁場にあIするDNAの電気伝導特性の研究

兵空rt'にトラップされた不安定筏イオンの核崩壊を!日いた“半衝突法"の開発
シャジクモ藻網植物における多細胞体制lと器官形成の起源の解析

からだ/運動を通じて生命と脳を.fI1l.解する教育プログラムの開発

i許イ1:性ウイルスDNAを指標としたスポーツ選手の感染症催忠リスク把握の試み

イオン照射によるボリマー表耐改質の低速陽電 fビームをJij¥，、た評1111ii去の開発

光で充電できる新型色素増!啓太陽電池の開発

水1/1エステル化反応を可能とするナノ次忌疎水性環境場苦手家の開発

セミインタクト細胞系を利月Jした細胞ストレス応答に関わる翻訳制御機怖の解明

機能イメージング法による青訴の脳システムの解明

続j喜劇11胞系を!日いた物Jlj!的刺激によるPGC-l遺伝子活性化メカニズムの解析

次111-代多体シミュレーション咋IIJ計算機による銀河形成およびJ{I.jl形成の即論的研究

本川立長『古事記伝』とI/ llit~::紀子j: との連関について

モダニズム文学におけるテクノロジーと感覚変容に関する研'先

汽水域における生態系保全と木産業に配慮した河口処坪!法の蚊j直化の研究

RecAタンパク質の相同M認識機構に学んだ人工リプレッサーの医薬分f設計

4次忌形状のための設計・解析.iif税化子i去の研究

協働筋の活動交替の発現機序をlait下求心性神経活動から解明する

素早さと正確さを必要とする巡動における動作および筋活動の協調的変動に関する研究

伸張 短縮サイクル運動の能力的]上のメカニズムの解明

フェイントが混在する状況における脳機能の対処についての研究

中11i1村落の社会経済構造と自治形式をめぐる地域間比較分析 北京・Lil東・江西

中世後期英文学に見られる王様と正義の概念に関する考察

変異理論を用いた方言接触と胃話ii'ii減の研究 旧南i羊群島パラオ島の11本譜

企業行動の制度的コントロール:モデルと計量分析によるアプローチ

視覚的注意の抑制メカニズムにおける適応的機能性の解明

luJ転ーする大質量星の重力崩壊に関する数値一般相対論的研究

弦Jlj!論の非摂動的側面、特に向次元物体(プレーン)の力学についての研究

スピン自由度をもっ量子ホール系の裕度行列繰り込み群による{叶先

同1YJ的静電磁場を横切るJJ;(子の内部・外部自由度のコヒーレント制御

rziLli趨伝導体における秩序変数の競介/共存とその揺らぎのJtJd:的許制li

表rfjj)，j:;力市IJ御基盤とエピタキシー

X線対[品解析i去によるフェレドキシンと亜硫酸遠足酵素による屯 fイぷ迷復合体の構造研究

適応進化の分子的検証および復元
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研究種目 研究代表者 職 研究課題目 配分額(千円)

180 若手B 金子知適 助手 アルゴリズムに応じた知識獲得手法の研究 1， 300 

181 .r，:子B 本本 tif也 助手 ストレスステロイドがibH!{'神経のm傷を'J!き起こす機構の解IVJ 1，600 

182 若手B 大森拓哉 助手 学習者の談り診断・修正夫援をする適応型WBTシステムの構築 800 

183 若子B 笹川昇 助手 単純なDNA繰返し配列が切り拓く新たなゲノム機能研究 1，900 

184 若手B !ポ和I之 助教授 二卜|吐紀における「分析」の版史:精神分析・現象学・分析析学と再詩の「イf冶:J 1，600 

185 若手B 内山融 助教授 経済学専門家の政策決定過程における役割に関する比較研究 1， 100 

186 恭子B 岡山裕 助教授 民主主義と専門家統治の緊張関係:アメリカ独立行政委員会の形成過程の総合的研究 1，200 

187 若手B 竹野太三 助教授 貧凶改j専をf起す|剥税の段附的l'ilJ減に|刻する研究 900 

188 若手B 佐久間雅 助手 独立集合族に付随するTDI不等式に対する構造定理の構築を日指して 1，100 

189 若手B 藤井宏次 助手 QCD熱力学系の素励起モードとプラズマ生成シグナルの埋論的研究 900 

190 若子B 古川豊. 助手 光成型法をIll"、た原子[!I!路の実現 2，800 

191 若手B 住吉吉英 助手 新しい2重共鳴分光法を用いた合金属炭素鎖分子の分子構造及び電子構造の研究 1，300 

192 若手B 牛山 ì~f 助手 比較的大きな系におけるプロトン移動反応の量r.半古典ダイナミクス 1，600 

193 若手B 井11 佳哉 助手 表TfrI'吸着した分子およびクラスターのトンネル'，'11子励起発光分光i去の開発 2，900 

194 若手B 原田潤 助手 単結品瞬間冷却法による不安定配雌のX線解析 2，000 

195 若手B 片山光徳 助手 シアノバクテリア光応答遺伝子の発現制御機構の解明 1， 900 

196 若手B 加l納ふみ 助手 セミインタクト細胞を朋いた細胞li'il期依存的オルガネラダイナミクスの分f機構の解明 2，000 

197 特別研究員 資藤大地 DCl DNA分析を用いたイワヒバリの繁殖生態 ]， 000 
奨励費

198 特別研究員 福家聡 DCI ヒトドーパミントランスポーターの多型の生理的意義と個体における機能の解析 1，000 
奨励費

199 特別研究員 満島直子 PD デイドロ思想における「怪物」概念の諸相を巡る総合的研究 800 
奨励費

200 特別研究員 村l吋哲郎 PD 身体活動に対する受動トルクの貢献に関する研'先 1，200 
奨励費

201 特別研究員 水野達朗 PD 近代日本におけるエマソンの受容と文学的規範の変符過程 800 
奨励費

202 特別研究員 前川一郎 PD 英領南アフリカ連邦形成過程における帝国支配の重層構造と「ドミニオン的理念」 800 
奨励費

203 特別研究員 高橋秀治 PD ツメガエル杯、葉形成に係わる新規ノーダル遺伝fの解析と誘導メカニズム 1， 200 
奨励費

204 特別研究員 辻英史 PD 市民社会から「民族共同体」へードイツ都市における社会政策実践1900-1930 800 
奨励費

205 特別研究員 内藤千珠子 PD 青語態分析による近代日本の考察一戦争期の言説をめぐる差別と文学 800 
奨励費

206 特別研究員 上野雄一郎 PD 地球初j羽生命の多様性:太古代地質体における炭素、窒素、及び硫黄川位体分布 ]， 200 
奨励費

207 特別研究員 谷口敬介 PD 連星中性子星における一般相対論的準平衡形状の数値的研究 1，200 
奨励費



研究種目 研究代表者 職 研究課題目 配分額(千円)

208 特別研究員 鈴木正 PD 分数量子ホール系の動力学と素励起 1， 100 

奨励費

209 特別研究員 那珂通博 PD 超重力:fIR論による超対称、ゲージ理論の強結合力学の研'先 1， 200 

奨励費

210 特別研究員 受川宏之 PD 先住民と貧困:メキシコ市の先住民移住者の事例 500 

奨励費

211 特別研究員 梅111 郷 f PD 物の認識と心の認識の関連性 発達認知!神経科学研究からの検討 1. 084 

奨励費 (大泉)

212 特別研究員 |吋川敦美 PD メキシコの [fc[l~統合と少数民族:ソノラ州ヤキ放とその組織化 0920-1940) 1. 200 

奨励費

213 特別研究員 安達 lrcr PD 乳児における|映像メディアの認知発達過桂 40 

奨励費 (且)

214 特別研究員 担[，栄i花 PD 異文化コミュニケーションと他者認識 1， 000 

奨励費

215 特別研究員 岸 i百件 PD 芸術生産の[~[際十i 会? 1.200 

奨励費

216 特別研究員 渋)[進 PD 表情および顔カテゴリーの分類過程に関する尖験心JlI!?的検討 ]， 200 

奨励費

217 特別研究員 '['/1']" T寺会 PD アジアにおける 11本一人、文化、情報の相":的[，q[Ir，~修動をめぐってー ]， 200 

奨励費 (i附)[) 

218 特別研究n ノトff 1'i" '[:. PD 顔の魅力に[I}，Jする進化心理小的研究 ]， 200 

焚励資

219 特別研究fl 問川太郎 DCl 両親媒何分fを川し、た人工後製系の構築 1. 000 

奨励資

220 特別研究t! "'JlI ilI DCI 現代，[rJlilMfのill川修釘liにつレて 600 

奨励費

221 特別研究員 三十j 太郎 DCI アラビアli!?写本校百Jを通じた中沢イスラームにおける天文観測l器具にまつわる!が!と研究 900 

焚励費

222 特別研究員 粛藤慈r- DCl 霊長類における色覚の個体差と行動 1， 000 

奨励費

223 特別研究員 鈴木車11)t.: DCI 東南アジア諸[Ii[の社会福祉政策 国民統介の似点、から 1， 000 

奨励費

224 特別研究只 下iI:亨 DCl 自[Ujj;I'川の心のJlH論に関する実験心理学的iiJf究 ]， 000 

奨励費

225 特別研究n イ~i キ~ i'l DCI 対人恐怖j;1 や精神分裂病等にみられるi'I.JkìlttJ洩!~の 1ê'I:. メカニズムの認知l論的解 IUJ 1. 000 

奨励費

226 特別研究対 越川 i*'HJ DCI シロアリの兵隊カースト分化における形態形成の分 fメカニズムと十l会進化に|刻するfiJf究 1. 000 

奨励ty

227 特別研究員 ぷIt 降Ili PD ベネズエラとコロンビアの比較小説研究から比た文学のアイデンテイティ形成への笥 fJ- 800 

奨励費



研究種目 研究代表者 職 研究課題目 配分額(千円)

228 特別研ヲ:w 華表友晩 PD 続抑制遺伝子産物P53のPIASIを介したSUMO化の制御の解析 900 

焚WJ1'l

229 ヰnJljfIJf'先H 1+1'1' ijE路 PD セミインタクト細胞と GFl'lI j 例化解析によるABCAIの細胞内輸送と分解機構の解I~J 900 
奨励費

230 判別研究員 山l人l忍 PD セミインタクト細胞系を}IJし、たアグリソーム形成機構の分(-)，1;燃とその制御機構の解析 1， 100 

奨励t'l
231 特別研究員 奥島真一郎 PD 応JIJ-般均衡モデルによる環境政策の社会経済学的分析 1.000 

奨励費

232 特日Ij側究n 金杉武，;J PD 心の析学における 1'1 然 ì:..&の代'~の探求一介卵性の観点からの 1'1111論・感情論を巾心に一 700 
奨励費

233 特別研究員 貞包英之 PD 近代11本における同民1"1家成立過程の研究 700 
奨励費

234 特別研究il 高久恭f PD ユリアヌスの宗教復興梢処lの形成と後期ローマ帝11<1におけるその受脊 1， 100 
奨励費 (中西)

235 特別研究員 ?)己責紀 PD ヨーロッパ社会思想史における rll、11(11<1家」と「イスラエル也lliljIlfJ:Iri 700 
奨励賞

236 特別研究員 日向優 PD 写真という装置 アメリカにおし hて写真を通じて生きられる民主主義的以考の検証 700 
奨励費

237 特別研究H I+'-}..，{ t，~:子 PD 位:外ベトナム人と「組lliljベトナム ]， 100 
奨励費

238 特別研究員 渡部森哉 PD 納民地時代初期アンデスにおける社会動態の研究 ]， 100 
奨励1'(

239 特別研究H 同野晃待; PD ld子多体系におけるエネルギ-iil';f，i:交定現象の解析的・数官!i的似|究 1， 100 
奨励費

240 特別研究n 五卜嵐 Tit子 DC2 聞こえることと聞こえないことの文化論的研究 900 
奨励費 (i柱谷)

241 特別研究員 加治屋健司 DC2 1950年代アメリカのモダニズム絵IllJjとフォーマリズム批評の形成とその文化的背景 900 
奨励費

242 特別研究H J即時 ;1守広 DC2 戦争法秩序の規範構造 900 
奨励費

243 特別研究員 香jllj 豊子 DC2 ドネーションの歴史社会学的考察 900 
奨励1'(

244 特別研究H '("'{ Hj{ 光 PD I~Jifìll.] 代の政治思1);l を IJLj }，';]を 'Iilll に~)，'l えて考祭する 900 
奨励費

245 特別研究員 段川兵秘 PD アメリカ占領下の11本における火性労働改革 700 
奨励1'(

246 特別研究員 西山達也 DC2 ハイデッカーと「翻訳j: 30-40年代の思想とそのフランスにおける受符 500 
奨励n

247 H'~JljliJf究 L1 Jf川徹 DC2 欧州統合に伴う各1"1政治の変符 900 
奨励1'(
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500 

研究課題目

ソヴイエト・アルメニア1920年代における共産党と民鉄政党との関係

職
一
氏

者
一
之

表
一
貴

代
一
究
一
村

研
一
計248 

500 十八11t紀11本における儒学的知一易学の民JJlJをめぐってDC2 弘11;.草I249 

900 タイとマレーシアにおける財政政策と代議前IjDC2 f壬):1¥総川250 

500 中立i~1j1支の成立契機に関する歴史的研究DC2 健太郎手111会251 

900 分子数の離散性が化学反応ネットワークに及ぼす効果PD Ni一τf樫252 

900 極端な雌仏，¥Irfj判比をIJ"'す寄'性蜂Melittobiaの雄fiU闘争と't't比調節の進化DC2 i享安部253 

900 筋強ll¥tl:ジストロフイーのモデル構築とRNAリピート配列紡合タンパク質の解析DC2 it;i)li 紀254 

900 シロアリ兵隊における額腺に関する分子発'1学的反び進化生態学的研究DC2 f~ ~ti[長255 

900 差異のl'IiEi，i:にむけて:障害をめぐる組織・政策・実践を手がかりにしてDCl むヤ1-:Ji1i事l256 

900 完全主義と精神的.fIJ!との関連についての認知11臨床心JII"'?的研究DCl f事小島d257 

900 ソビエト辿)'1¥椛成JHII国党エリートと中央・地}j関係(J964-199J)DCl 徹!lJJ地111258 

ハ
リハりod 

ウズベキスデンにおける慣習経済の分析とltl村川題への適用に関する研究DCl 明i人樋波259 

900 インドのコミュニティ識字学習センターにおける丈存・学習者・組織の微悦的研究DCl }t.t;[-JLIII 260 

900 近代"""1 .日本における西洋科学技術の受作DCl ftファ李261 

900 フォトニック車古川をJiJ~、た光機能性材料の作製DCl 祥一久保262 

900 ツメガエルの車11111包接泊二と受容体に関する分 [-'1:_物学的iiJf究DCl 山ん
叫
川
川乾263 

ハ
リハU
Q
d
 

アフリカツメガエルにおける新規の神経形成遺伝 fの機能解析DCl 十L[-佐藤264 

ハ
リハU
A
Y
 

白作進化する食物制モデルによる生態系の進化動態解析DCl i下伊藤265 

900 コケシノブ干|における種分化様式の比較研究DCl 1'1 ìllj~IJ;( 266 

=
宜
諸
君
N

900 培養網11胞の微小環境市IJ御を日指した新しい微細11力111:校術の開発と応用DCl 約之保11267 



研究種目 研究代表者 職 研究課題目 配分額(千円)

268 特別研究11 若本祐一 DC1 l細胞計測を用いた細胞の表現可!のダイナミックな変化の解析 900 

奨励1~

269 特別iiJfヲ''¥:H ;引1奇裕助 DC2 ジャック・デリタの以処!における討"品倫J'J!の帰趨米たるべき民主主義」のプログラム 500 
奨励費

270 特別HiJf'JUI 'J，'i'11I fl¥*'!!. DCI コヒーレントなJlli動をする分fモーターの3次元的動態の研究 1， 000 
奨励n

271 特別研究H 山本典史 PD 選移状態Jil!論を越えた「新しい化学!μi:.;論」 1，200 
奨励ft

272 ヰnJlJiiJf'J'¥:Ll 荒!J;(手Ilt'，~ 1'1) ブルーストにおける絵1，lIjの受術論的研究 第三共和制ドの美術旅行・美術館・展覧会一 800 
奨励資

273 特別研究員 荒原 III紀子 PD フローベールと地質学 19世紀フランス文学と科学の大衆化運動の文献学的資料研究 800 
奨励~.~

274 ヰnJlJfJJf允11 イiHJ 雅樹 PD 公的/私的領域の言説構成の批判的検品JEと、それに恭づく刻代政治1iiUJ'J!O)丙構築 800 
奨励費

275 特別iiJI究u れl'本幸子 PD 日本中世芸能の身体 今様・ l'I:l'(If'・猿楽一 1， 200 
奨励 'l~

276 特別研究員 神長斉子 PD メディア研究による1911t紀ロシア文学の大衆化過程の解明 800 
奨励'N (大野)

277 特別研究員 嶋川総本;自1¥ PD nL'.認識における感覚統介メカニズム 遅延自己映像を111~、た認知l 干'11終干|学的側究 1. 200 
奨励費

278 特別研究員 菅原由紀子 PD 推論的な言語理解の概念的枠組みを提示する学際的理論の構築 1. 200 
奨励t't (JIII 1) 

279 特別研究員 瀬崎圭二 PD 大IE期ifiiJl社会の成立過程と〈文学〉をめぐる文化史的研究 800 
奨励費

280 特別研究員 I~{I 許1\ 裕子 PD フランスにおける凶民1"1家・制tll:lkl家と社会的権利の変符j品科 :~('t/l:移行:者の連僚を例に 1， 200 
奨励t~

281 特別研究員 多i胡 i享 PD 集l什正当化をめぐる国際政治の実，，，1研究 理念重視と手続最似の二つの11-:当化に注目して 1，200 
奨励資

282 特別研究11 中島 l訟子 PD |六Ilt紀スペインにおける配的、移動、幹 [，200 
奨励 'l~

283 特別研究員 It1J!J' 靖二 PD 近代日本に見る宗教の位相と宗教f，-j主の自己定位との相 Ii.変H 1， 200 
焚11均的

284 特別研究L1 民11時桁子 PD 1"いItを超える社会正義論の倫J'J!(J仙北拠に|刻する研究 1，200 
奨励資 (有11島)

285 特別付|究n 河本大人 PD ，Ii飢卜1'14:の子供没jllljについてのぷ象文化論的研究 800 
焚励t't

286 特別研究11 十l上謙 PD 近111:後期上方語の研究 [，200 
奨励q'l

287 特別研究11 1111 紀 f PD .l'~H;j と社会ーオデイロン・ルドンの{竹"r今江1山lJA山品1ihiHI [，200 
奨励'IV
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研究課題目

現代ラテンアメリカにおける地}j政治の役割に関する比較研究
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288 

1，200 械超新星とガンマ線バーストの燦党機構及び高赤}j制移における天体形成・進化の研究PD 平午 A 日目前289 

1， 200 DlB候補である41'i1'(線炭素鎖分~r-の高!:ß度・高分解能レーザ一分光PD )，[AI~ 荒木290 

1， 200 第ー原理に基づく電r-. I原子系のjえ応過程に対するJI!!論開発と応JIJPD こを

ill 八木291 

1， 200 オンチップ再構成細胞系とAFM必微坑分子採取技術をJlJ"、た細胞内一分f計測系の構築PD 賢徹
J¥ 
玉江292 

1，200 シロアリのカーストによる栄養'!:JIf!.の相違と特異的栄養の利用システムPD 愛藤l1J293 
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自IHt¥，;主党の!点、7J~l 山一郎と戦後政治DC2 
~ 

r，r 
ノ」、小宵294 

1， 000 マドレーヌ・ヴイオネ論 モードにおける近代的システムと限延しの誕生DC2 あかりT
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モロッコにおけるnll必の医療化と地減社会の変動-fU(の選択的行動とむ藤一DC2 J
Y
 

)1家296 

ハリハリハU
，
 

l
 

池11/内閣成立から刈'1'国交正常化に令:る時期のI1本の'1'1五|政策についての歴史学的側究DC2 21降f~1 1II 297 

600 ジヤソク・デリダにおける生産の概念一美学.マルクス主義，脱構築DC2 謙 .1111森、
ノ298 

900 新しい地域政策の構忽地域社会のカ、パナンスDC2 庸介砂原299 

1，000 111:代間・世代内公IEの日本モデル:少f社会における次111:代育成戦時の動態的国際比較DC2 [l'l:r-正
可証μ300 

600 1960年代後半の「貧|村との戦L、」一人将、階級、ジェンダーの検討を中心にDC2 手uft土屋301 

ハUnリ
ハN
U

，
 

l
 

11本現エコツーリズムに関する研究・京都府美山IUjの事例研究を過してDC2 恵堂下302 

ハU
A
リハU，
 

'
E
A
 

[1<1際制度構築をめぐる多国間交渉における民間企業と先進国政府の行動の実証的研究DC2 もも子西村303 

1， 000 1920-30年代「大11本帝国」における総合・大衆雑誌のIj'の心象地測に|刻する研究DC2 志fJt!:前島304 

900 mi211t紀後半からiiii1 [It紀前半におけるアルシャク引のバビロニア統治体制形成過程DC2 幸k
H
 

三津問305 

ハ
U
A
リハU，
 

唱
E
A

戦後日本の社会{象の検討 「子ども」と「社会」の関係1"1こイメージを切り口にしてDC2 品会111，子冗森306 

ヰ
革
、
岸
全
N

1， 000 認知1行動アプローチによる妄想の党体メカニズムの解明と認知行動療法の開発DC2 修道山崎307 



研究種目 研究代表者 職 研究課題目 配分額(千円)

308 特別研究員 来島愛子 DC2 11~適停止問題とゲームJlj!論に関する研'先 1， 000 

奨励1~

309 特別研究員 島川死一1多 DC2 弦/MJ'p'論とゲージ理論との対応関係の検証及び(9if1リJ-i'l11I1支の対応を小心として 1.000 

奨励費

310 特別研究員 大久保特史 DC2 1低気伝導1''1:・磁性の光制御を 11指した光応答何一イil幾・無機後介錯体の|別発 1. 000 

奨励 'l~

311 特別研究員 須磨航介 DC2 ラジカル錯体の分子間相11:作mの分光学的研究 1. 000 

奨励資

312 制 ~JIJiiff究ti 士金 ~J樹 DC2 単純11胞接合泌ミカヅキモの性フェロモンとその受符体を指紋とした純分化機構の解析 1.000 

奨励資

313 特別研究員 平島邪也 DC2 ヒトの多関節動作システムにおけるIjl紋神経系の身体特性把擁メカニズム 1， 000 

奨励1~

314 特別研究員 場孝一 DC2 M物の発生、紙抗性反応におけるNMDの機能に|則する解析 1. 000 

奨励費

315 ヰj別研究員 水野 I!(r DC2 微小管とダイニン複合体の相互作川についての構造的考察 1. 000 

奨励 'f~

316 特別研究員 池田具志 DCl 小売・サービス産業による生産・流通システムの再編成にl刻する地理学的研究 1. 000 

奨IIJlJff

317 特~JIJ研究u 五ltff'井 {j日夫 DCI トランスナショナルな dil~社会による規範形成の理論的考祭.債務帳消し運動を・Jç例に 1.000 

奨励資

318 特別研究員 坂11 菊忠: DCl 女性の性行動に対する例人差に関する内分泌学的背景の検討 1. 000 
奨励費

319 特~JIJ研究日 院I::IWJII DCI 近代日本におけるl町羊数'手の受容、及びそのqqlilへの彩科 600 

奨励費

320 特別研究H 藤t事件f DCI 幼児における社会関係のz淵整とその多元的珂解:行動学的fi去を!日いて 1. 000 
奨励n

321 特別研究員 山形 。11二 DCI 衝動a性の認知的・生物学的・発達的メカニズムの検討 1. 000 
奨励費

322 特 ~JlJiiJf究 H 輿JJlI籾 ìl~J DCI 近代東アジア 111:界の rIfll縁」表象システムとアイデンテイテイ・ポリティクスのjiJf:先 1. 000 
奨励行

323 特別研究員 佐久間寿人 DCI テラヘルツ顕微鏡による世子ホール素子からのサイクロトロン発光イメージング 1. 000 

奨励'f~

324 特別研究民 |刻11 ffJr，一郎 DCI -MQ:十"対論的数fiIi流体シミュレーションによるブラックホールの形成 1.000 

奨励費

325 特別研究n 安11正常 DCI シリコンペース岩子構造におけるキャリアダイナミクスとデバイス機能化に閲する似|究 1. 000 
奨励t~

326 特別研究員 小島健介 DCI ネットワークflilJ御した心筋細胞拍動リズム形成メカニズムのl細胞計iJliJ 1.000 
奨励資

:327 特別jjJf究H IJ;(本悦手11 DCI 1II，j 11:類初m日IWにおけるノーダル関連遺伝fの機能解析 1.000 

奨励 'f~



研究種目

特別研究員

焚励費

特別研究員

焚励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

焚励費

特別研究員

奨励費

特別研究員

奨励費

配分額(千円)

1. 000 

研究課題目

マウスの腎形成におけるWntシグナルとSall遺伝子の関係

職
一
配

者
一
基

表
一
寛

炉
、
-

4
2

・
究
一
林

研
一
小328 

400 アダムスミスの思想におけるレトリァクと宗教教授愛J'J治329 

400 日本の伝統・近代社会における民衆科学の11話史研究教授)) 1Jr.今本330 

1. 200 ダイナミカルトンネリングの理論的な解明教授利lーたJd場:331 

1. 200 近代日本における神道形成 その社会化および戦時化の篠相教授賢一J長a332 

500 近世後期jのH韓小説対比研究 江戸戯作研究方法論のー環として助教授ロハート キャンベル333 

500 脱儒からIJ見極へ 日本近世・近代の思忽変化と*アジア思想構図の再構成教授ut N.¥1t 334 

2
E
-
h『主
i
N

300 1960年代111>:の前待J2術運動教授行tl.1}大i'f335 



ド 幼04(平成問度出紀COEプログラム研究拠点形成費補助金

拠点リーダー 職 プログラム名称 配分額(千円)

小林康夫 教授 Jt'l:のためのドl際哲学父流センター 90.000 

2 i主).'，j ;i}Jx 教授 同dlfT科学制1&ステーション 207.000 

3 長谷川議ー 教授 心とことば一進化認知科学的展開 118.200 



奨学寄附金

2 

16.12.31現位，(受人決定分)

研究テーマ

1.5AGの代謝学的研究に関する研究

平成15年度国際交流に関する助成

名前

ドイツ・ヨーロッパ研究寄附講座

久保田俊一郎

赤lil宏史

池上俊一

職

教授

教授

教授

jJ 調整安定性の'-lofll!学的メカニズムおよびその機能的意義の解明

十|会の持続可能性とエネルギー産業 :11本の電気事業を例に

DNAと薬物との相l正作用の分子レベルでの研究

大分の干潟の研究

ヒートアイランド対策の研究

l1;1体特異反応場を干IJmした研究

l.5AGの代謝学的研究に関する研究

Name Service for Vascular Plants by Networking of Taxonomic 

checklists Throughout East Asia 

I長|際水準の教養教育のあり方についての調査・研究

瀬川浩司

j架津晋

安田賢三

今村保忠

深代千之

神崎素樹

|刈本拓司

黒田玲子

行井l立方

三浦篤

オルガン委員会

石井直方

j青野総子

i青野聡子

アメリカ太平洋地域研究センター

玉井哲雄

|湖本拓司

アメリカ太平洋地域研究センタ一

政二慶

尾中篤

尾中篤

赤沼宏史

伊藤元己

助教授

助教授

助教授

助手

助教授

助手

講師

教授

教授

助教授

授
一
手
一
手

教
一
助
一
助

教授

講師

助手

助教授

助教授

教授

助教授

金額

14，287，393 

900.000 

900，000 

1. 500， 000 

1，000，000 

300.000 

3，000，000 

1. 000. 000 

600.000 

¥，000.000 

1. 000. 000 

1. 000， 00。
¥.500.000 

4，000.000 

700，000 

6.000.000 

130，080 

60.000 

11. 400 

800.000 

¥.000.000 

3.598.810 

2.500.000 

1. 000， 000 

500.000 

800.000 

1. 326. 480 

寄付者

ドイツ学術交流会 東京事務所

財団法人磁気健康科学研究振興財団

日本化薬株式会社医薬事業本部

財団法人福武学術文化振興lHI.tl

京セラ株式会社

株式会社ユニバーサルシステムズ

株式会社島津製作所

株式会社資生，t主

株式会社ジースポート

財団法人稲盛j!;ll列

財団法人稲盛l!1|州

三共株式会社

予防医療臨床研究会

LV]グループ株式会社

森稔

株式会社サトウスポーツプラザ

九州建設コンサルタント株式会社

株式会社創建

財団法人東京大学出版会

株式会社SRA先端技術研究所

財団法人旭郁子財団

財団法人アメリカ研究振興会

財団法人立石科学技術振興財I.tl

昭和電工蜘石油化学事業部門大分コンビナート

三共株式会社製薬技術研究所

日本化薬株式会社医薬事業本部

Global Biodiversity Information Facility 

2004 (平成16)年度

受入番号

3 

4 

10 

11 

12 

6 

8 

9 

5 

7 

13 

18 

15 

16 

17 

14 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

二
区
-
号
室
N

教養教育開発室

瀬川浩司助教授

1. 500. 000 

200.000 

財団法人文教協会

東芝セラミック株式会社

28 

29 



受入番号寄付者 金額 職 名前 研究テーマ

30 財|什 2，500，000 教授 広松毅 同|祭コミュニケーション研究奨励金

31 ドイツ学術交流会 東京事務所 11，425，627 ドイツ・ヨーロッパ研究寄附講峨

32 株式会社ビデオリサーチ側究開発室 1， 000， 000 教授 繁桝t)リj

33 協和発酵工業鰍医薬カンパニー 300，000 助教授 村越隆之

34 ファイザー株式会全l 2，500，000 教綬 金子邦彦

35 ベンタックス株式会社 2.000，000 教授 跡見Jllii子

36 京セラ株式会社 1，000，000 助教授 瀬JlIij1i百j

37 日産化学工業株式会社 500，000 教授 ft瓜{正

38 東大教養学部オルガン巡.~;募金 400，000 オルガン委H会 京大教養学部オルガンiiii6誉会の巡常助成

39 株式会社木村微生物研究所 3，000，000 助教授 山日1健茂

40 三共株式会社 1.000，000 教授 よ./.¥111伶子 DNAと柴物とのキ11庄作川の分[-レベルでの研究

41 株式会社東京建設コンサルタント株式会社九州支出 500，000 助手 i青野I~T 番|庄川許可11環境に関する研究

42 財['JI11人漢方医薬研究振興財団 ¥， 000， 000 助教授 渡辺雄一郎

43 財[.tll1;人水野スポーツ振興会 1，000.000 助手 工藤手11俊 非線形}J学系アプローチをm~ ，た動作シナジー評価法の開発

44 東京工業大学(移換え) 17，626 助教授 増111 健

45 財l司法人住友財団 ¥， 200， 000 助教授 栗術i原嗣 j毎産無脊彬動物由来溶液Ifll性レクチン (CEL 皿)の鼓膜形成状

態におけるX線構造解析

46 株式会社東京大学TLO 165，000 総合文化研究科

47 花王附スキンケア研究所 ¥， 200. 000 教授 跡見順子

48 勝竹中工務応 1.000，000 教授 小林覚道

49 三共(附製薬技術研究所 500.000 助教授 }Csrj I 篤 |市l体特異以山場を利用したiiJI究

50 財I司法人カシオ科学振興財団 2，000.000 助手 政二慶

51 。和I芯i岨 l， 000. 000 教授 繁桝t?:!1J

52 東京大学美術博物館 15，721 美術博物館 『駒場の歴史展』会期中の募金

53 田上とよみ 200，000 助手 折茂克哉

54 SRHiJf究開発株式会1'1 500，000 日時自iIi 小I~r~式次

合員|ー 88，038，137 



奨学寄附金(数理科学研究科)

16.12.31現在(受入決定分)

研究テーマ

ヨーロッパ共同体およびミラノ大学とのプロジェクト「数論的台

数幾何」

職
一
概

金額

2004 (平成16)年度

体並パツ

者
一
口

付
一
一
寄
一
ヨ

受入番号

毅

2 儀我美・

楠岡成雄

教授

教授

8.276.507 

122.760 

500.000 

8.899.267 

北海道大学(移換え)

側エムティーピーインベストメントテクノロジー研究所

ヰ
誌
時
草
N



I~ 捌 4(平成問度受託研究

16.12.31現在(受入決定分)

受入番号委託団体 受託担当者 金額 タイト)11

独立行政法人科学技術振興機構 ~.I.'dll玲子 7.800.000 カイロモルフォロジー研究の基礎検討

2 独立行政法人11本学術振興会 石川OJj治 12.430.000 、|毛布l構築に向けた主11の再編 (rジェノサイド研究」の展開)

3 広島大学(文書|叩|学省) 浅山誠 18.000.000 トロピカリスの遺伝子導入カエルの何成

4 高エネルギー加速器研究機構 (文部科学符) 村111，"，之 6.500.000 調11胞内輸送のダイナミズムnJ悦化及び関連タンパク質の構造・機能村1関解析

5 大阪大学(文部科学省) 'JI!十~4iJ);({II\iìJ 1， 000. 000 JJi'i . ~III終で機能しているタンパク質の備法研究

6 独立行政法人科学技術振興機構 i支均誠 10.000.000 出rn芽生の研究
7 強!.-)f行政法人l;2業・生物系特定産業校術研究 福井彰雅 2.000.000 平成16年度「形成・生理機能の改変による新農林水産物の算11¥に|則する総介iiJf究」

機情動物待cjn会研究所

8 独立行政法人科学技術振興機構 伊藤元己 7.500.000 j;{(物多様性情報データベースの開発・構築

9 独立行政法人従業生物資源研究所 渡辺雄一郎 3.800.000 物質生保のための安定な植物ウイルスベクターの選別

10 [五IJ'f料j相11・や11終センター 干l"iIIP;tー 4.000.000 筋リ:nt也1"'1筋ジストロフィーの分子病態と治療

11 固な事i仲11・神経センター 松川良一 4.000.000 I{ead-through 活性物質を検家するためのダブル・レポーター遺伝 fを導入したトランスジェニックマ
ウスの開発

12 長!な遺伝学研究所(文部科学省) W/D長)じ己 24.750.000 刷物多様伺情報発信に関する1"II)..J外十l'バ1~収集および、情報の標準化

13 エスペック株式会社 小林立道 500.000 rb・低限素環境におけるトレーニングおよびダイエット効果に与えるi環境に|則する研究
14 独占:行政法人科学技術振興機構 女川町二 129.862.000 薬物・医療スクリーニングを 11折したオンチップ・セロミクス古I.mリ技術の]jfJ発

15 独立行政法人科学技術振興機構 jjijlll京岡IJ 1.040.000 山jilll必伝導ジョセフソン接合川路のダイナミズムの研究

16 独¥'/行政法人科学技術振興機構 J1])i 佳 6.500，000 ii，リlUで、の記憶学官撹乱の角材1)'

17 独立行政法人科学校術振興機構 久裁|培弘 2.600，000 原 fボーズ凝縮体と光双極rポテンシャルを使った原子量子l口J1mの開発
18 独立行政法人宇|学技術振興機構 小'1:"，11進 6.240，000 亦外 サブミリ波領域の光r検1Hr.品開発と走資顕微鏡の1)肘イi
19 新エネルギー・産業技術総合開発機構 瀬川i;if司 40.000.000 太陽光発電校術研究開発革新的次111:代太陽光発従システム技術IJ日発光充'，!.U¥'/色素増!長太陽電池の術究IlfJ

'JI!: 

20 l!Ilii:行政i.t人科学技術振興機構 f:sHt -ri'- 2.178.000 シリコンをベースとする新光機能ぷrの創製
21 独立行政法人科学技術振興機構 il'i水明 1.300.000 多f本id:子系としての量子計算機の分析

22 主1("0:行政法人科学技術振興機構 Jヒ1刊fi久 1， 300. 000 |山|有ジョセフソン接合と超伝導:J~桜協をJiJし、た量子状態制御の研究

23 独、!.fj"'政法人利学技術振興機構 I1刊Jl:rJ¥必 5.200，000 lJì~機能illiJIIJ. 品(~I 児研究による再計\'1山~J メカニズムのfý~1 リ l

24 文部科学省科学校術・学術政策川 J1IP 佳 60.964.000 環境ホルモン記'隠学宵撹乱の新 J\~ 多'，'[1初日(;;1会 iJlIJ

25 文 i~l$利.?7ì科学技術・学術政策九j 県):.)陽子 68.082.000 ダイニンを用いたn立分散'¥'!'1体ナノマシンの創成l
26 独白:行政法人利学技術振興機構 1;旬111 IVJ 988，000 l¥i:WU古村iを利附した分子メモリと円以IJセットのi設計・円以IJ

27 独占・行政法人科学 ~~~ J:占|弘子 1，300，000 ダイニン・微小符系の運動と振動t'1の解析

28 独¥!.r;政l.t人ヂ1.''[ d長垣総子 650，000 公共技術のガバナンス:社会技術Jlj'論体系の構築に向けて



受入番号委託団体 受託担当者 金額 タイトJレ

29 独立行政法人科学技術振興機構 石irti草ー 1，300，000 学官・記憶・認知・意欲機能の第盤と不登校

30 5!1l立行政法人11本学術振興会 IIIIIIJ.ム日日 6，370，000 文学・芸術の社会統合的機能の州'先

合計 438，154，000 

京
南
主



|ド~ 2捌州0ω似0似4岬成削1凶6)年度 共同研究

16.12.31現紅(受入決定分)

受入番号委託団体 受託担当者 金額 タイト)[，

山之内製薬株式会社創薬研究本部分子医学 村岡昌之 49.501. 200 細胞内操作に基づく分子動態解析技術の研究開発

研究所

2 キリンビール株式会社 i支島誠 1. 000. 000 脊椎動物の血管内皮細胞の分化

3 株式会社 コンポン研究所 真船文降 3.150.000 光制御によるナノスケール物質の創製

4 独立行政法人科争技術振興機構/応川光研 斉藤H育雄 2.483.000 向性能シンチレーター材料をJlJいた新胤欣射線検111装慌の|剤治

工業株式会社

5 アサヒビール株式会社未来科学研究所 石井直方 2.000.000 骨格筋肥大に関わる新規遺伝子の探索

6 H本浴信電話株式会社コミュニケーション 加藤恒11[1 1.000.000 マルチモーダル質問応答技術に関する研究

科学基礎研究所

7 丸善工業株式会社 小林寛道 1.000.000 リハピリ用トレーニングマシン

8 日本化薬株式会社 今村保忠 840.000 基底膜コラーゲンを用いた紺l胞培養法の研究

9 フィールファイン株式会社 石井直方 1. 200. 000 トライアングルアセスメントに基づいたフィットネスプログラムの開発

10 字市航空研究開発機構宇宙環境利月lセンター 浅島 誠 。蛋白質の高品質給品化技術および構造解析による結晶特性評価技術の検討
11 株式会社電通総合マーケティングh;j 繁桝算男 。消費者金融調査データの階府
12 独立行政法人科学技術振興機構 安田賢二 1.260.000 培養細胞精製のためのオンチップ・セルソーターシステム

13 独立行政法人科学技術振興機構 黒田玲子 10.000.000 カイロモルフォロジー:物質界・生命界のおける分子から分子集合体の構築

14 株式会社デンソー基礎研究所 1'1原 iE 500.000 j幕電性が付与された省機磁性材料の二次電池への適用可能性検討

lt hI 急Ij-j- 73.934.200 

*金額欄は委託団体の負担分のみ



共同研究(数理科学研究科)2004 (平成16)年度

16.12.31現在(受入決定分)

タイト}[，

l司定エネルギー削減のための非定常電熱逆問題セイシング技術の研究開発

金額

3.351.000 

3.351， 000 

委託団体

新日本製鉄株式会社技術開発本部

受入番号

-
4
ま
諸
君
N

*金額欄は委託凶体の負担分のみ

計

I
-
A
H
 



2004 (平成16)年度の役職者

研究科長・学部長および専攻・系長・学科長

研究科長・学部長 浅島 誠 予算委員会 康松 毅
平成17年2月Iう日まで 広報委員会 高塚和夫

木畑洋一 学部報委員会 内田隆三

平成17年2月16日から 入試委員会 谷内 達

副研究科長・副学部長(評議員) 兵頭俊夫 教育・研究評価委員会 坂原 茂

山本 泰 図書委員会 鹿児島誠一

副学部長(事務部長) 風間勝昭 学生委員会 恒川恵市

総長特任補佐 黒田玲子 平成16年9月30日まで

研究科長特任補佐 i支島 誠 嶋田正和
平成17年2月16日から 平成16年10月1日から

総長補佐 高橋 均 三鷹国際学生宿舎運営委員会 幸田 薫

研究科長・学部長補佐 加藤光裕 平成16年9月30日まで

山田広昭 村田昌之

平成16年9月30日まで 平成16年10月l日から

森井裕一 後期運営委員会 松浦寿輝

平成16年10月l日から 環境委員会 下井 ;:'j丁-

言語情報科学専攻長 西中村浩 知的財産室発明委員会 浅島 誠

超域文化科学専攻長 山下晋司 平成17年2月lラ日まで

地域文化研究専攻長 中井和夫 木畑洋一

国際社会科学専攻長 小寺 彰 平成17年2月16日から

広域科学専攻長 江里口良治 社会連携委員会 三谷 博

生命環境科学系長 石井直方 建設委員会 兵頭俊夫

相関基礎科学系長 永凹 敬 研究棟管理運営委員会 三角洋一

広域システム科学系長 荒井良雄 共用スペース運用委員会 浅島 誠

超域文化科学科長 松浦寿輝 平成17年2月lう日まで

地域文化研究学科長 増田一夫 木畑洋一

総合社会科学科長 大越義久 平成17年2月16日から

基礎科学科長 小島憲道 情報基盤委員会 川合 慧

広域科学科長 玉井哲雄 防災委員会 i支島 誠

生命・認知科学科長 馬淵一誠 平成17年2月lう日まで

木畑洋一

平成17年2月16日から

総合文化研究科・教養学部内の各種委員長・議長・代表など 国際交流・留学生委員会 北川束子

奨学委員会 若林正丈

総務委員会 i支島 誠 放射線安全委員会 渡辺雄一郎
平成17年2月lラ日まで 放射線施設運営委員会 渡辺雄一郎

木畑洋一 核燃料物質調査委員会 江里口良治

平成17年2月16日から 進学情報センター運営委員会 菅原 正

総合文化研究科教育会議 浅島 誠 組み替えDNA実験安全委員会 池内昌彦

平成17年2月Iう日まで 実験動物委員会 松田良一

木畑洋一 研究用微生物委員会 跡見順子

平成17年2月16日から 石綿問題委員会 兵頭俊夫

前期運営委員会 浅島 誠 アメリカ太平洋地域研究センター運営委員会一油井大三郎
平成17年2月lう日まで 学友会評議員 金子邦彦

木畑洋一 化学物質安全管理委員会 下井 守

平成17年2月16日から 学生相談所運営委員会 繁桝算男

人事小委員会 浅島 誠 文化施設運営委員会 野村剛史

平成17年2月lう日まで ヒトを対象とした実験研究に関する倫理審査委員会

木畑洋一 大築立志
平成17年2月16日から 前期教務電算委員会 丹治愛

教務委員会 丹治 愛 TA委員会 兵頭俊夫

132 
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スペース・コラボレーション・システムscs運営委員会 古典語・地中海諸言語 大貫 隆

鈴木英夫 法・政治 岩i幸雄司
健康安全管理委員会 浅島 誠 経済・統計 庚松 毅

平成17年2月lラ日まで 社会・社会思想史 山脇直司

木畑洋一 国際関係 後藤則行

平成17年2月16日から 歴史学 三谷 博

ハラスメントに関する相談員 浅島 誠 国文・漢文学 神野志隆光

平成17年2月lう日まで 文化人類学 福島兵人

木畑洋一 哲学・科学史 今井知l正
平成17年2月16日から 心理・教育学 長谷川護ー

国際研究教育交流委員会 山本 泰 人文地理学 谷内 達

学生相談協議会 梅景 正 物理 太凹浩一

駒場インターナショナルオフィス運営委員会 化学 増Hl 茂
高田康成 生物 石浦章一

技術組織調整委員会 兵頭俊夫 情報・凶形 鈴木賢次郎

情報倫理審査会 浅島 誠 宇宙地球 磯崎行雄

平成17年2月lう日まで 相関自然 小島憲道

木畑洋一 スポーツ・身体運動 跡見 !11ft子
平成17年2月16日から 人文科学委員会委員長 三谷 博

前期カリキュラム改革委員会 浅島 誠 外国語委員会委員長 大貫 隆

平成17年2月lう日まで 社会科学委員会委員長 高橋直樹

木畑洋一 前期課程数学委員会委員長 織田孝幸

平成17年2月16日から

駒場ファカルティ・ハウス運営委員会一一一一浅島 誠

平成17年2月lう日まで センターなど

木畑洋一

平成17年2月16日から アメリカ太平洋地域研究センター

美術博物館委員会 義江彰夫 センター長 油井大三郎

自然科学博物館委員会 松本忠夫 保健センター駒場支所

オルガン委員会 吉岡大二郎 支所長 上原誉志夫

教養教育開発室運営委員会 永田 敬 共通技術室

学際交流ホール運営委員会 岩佐鉄男 室長 兵頭俊夫

男女共同参画支援施設運営委員会 蜂巣 泉 学生相談所

利益相反委員会 小宮山進 所長 i支島 誠

駒場事業場衛生委員会 浅島 誠 平成17年2月15日まで

平成17年2月lう日まで 木畑洋一

木畑洋一
平成17年2月16日から

平成17年2月16日から

事務部

部会主任およびその他の前期教育担当グループ責任者

事務部長 風間勝HB
英語 山本史郎 総務課長 佐藤紀志雄

ドイツ語 田尻三千夫 経理課長 根岸手1¥次

フランス語 小林康夫 教務課長 花岡準ー

中国語・朝鮮語 村田雄二郎 学生課長 根岸 茂

ロシア詩 安岡治子 図書課長 酒井清彦

スペイン語 網野管哉
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駒場 Iキャンパスの現状。航空写真
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